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reverieSIDE

０章　もしかしたら運命なのかもしれない







　この世界は、魔ま女じよが創造した。

　山も、大地も、城も、橋も、闇やみに蠢うごめく化け物たちも、思い通りに動く人間たちも、みな全て生みだした。

　魔女は創造主であり、支配者だった。

　唯ゆい一いつこの世界に欠けていたのは、魔女の意のままにならない存在。彼かの女じよの愛するモンスターたちをその手にかけ、彼女のもとにたどり着こうとする者たち。

　しかし、準備は整った。

　彼かれらは続々とゲートを超こえてやってきた。誰だれも踏ふんだことのない大地に一歩を踏み出だし、誰にも見られたことのない光景をその目にする。

　魔女の創り出した世界を前に、驚きよう嘆たんする。草一本、石ころひとつとて、魔女の力の及およばぬものはない。黄金の道がつづく、この世ならざる世界。

　そして彼らは、この美しい世界が彼らを歓かん迎げいし温かく迎むかえてくれるものではない、とすぐ知ることになった。モンスターたちは彼らを見つけると、殺さつ戮りくの衝しよう動どうに目を輝かがやかせて飛びついてきた。

　冒ぼう険けん者しやたちは、武器を手に、探たん索さくを開始するのだった。







　世界の中心には「不滅Tower ofなる Immort双王al Dualの塔-King's」がある。世界樹を思わせるのは、その真しん珠じゆのように白い塔の表面に蔦つたが茂しげっているせいだろう。純白と深緑の美しいその塔は、世界のどこからでも見ることができたが、しかし未だ誰もたどり着いたものはいない。

　なぜなら、その根本は雲に覆おおわれ、高く高く……空に浮うかんでいるためだ。




　金きん髪ぱつの魔女は紅こう唇しんをゆがめた。

　腰こしまで伸のびた蜂はち蜜みつのような金髪は、まるで自ら光を放っているかのようだ。その髪かみのせいで、まるでギリシア女神のような印象を与あたえる。しかしその顔の造形は、どの国のものでもない。いろんな美を集めて凝ぎよう縮しゆくさせたような、支配力に溢あふれた美しさだった。

　全身に繊せん細さいなレースをあしらった美々しいドレスは、彼女以外の誰にも着こなすことはできないだろう。まるで、王者のような威い厳げんに溢れている。

　彼女がいるのは、とても広く、暗い部屋だった。所々に光を放つ物体が置いてあり、あまり片付いていない室内を照らしている。たくさんの物が置かれたテーブルに、形の揃そろっていない何脚かの椅い子す。転がっている本。ペン。鏡。そして異形の生き物を形作る、粘ねん土ど細工。

「……退たい屈くつ。こうしているのも飽あきが来たわ。そろそろプレイヤーたちと戦いたいんだけど」

　危険な言葉を吐はくのは、背もたれの長い椅子に腰こし掛かけ、乱暴に長い足を組んでいる黒くろ髪かみの魔女だ。

　羽のついた兜かぶとをかぶっている。切れ長の目はいつもは油断無い光をたたえているのだが……今は退屈しているようだ。

　すぐそばに無造作に置かれているのは、非常に刃はの長い鎌かまだった。触ふれただけで指が落ちそうなほど、切れ味が良さそうだ。

　金髪の魔女が豪ごう奢しやな花のような美であれば、こちらは研とぎ澄すまされた剣けんのような美だった。

「まだよ。もう少し待たなければ、楽しい戦いは望めないわ。初心者たちをもてあそんでも、よけい欲求不満になるだけよ」

　金髪の魔女の言葉に、黒髪の魔女は唇くちびるを尖とがらせた。しかしそんな幼よう稚ちな仕草が、なぜか似合っている。

「虐ぎやく殺さつー。虐殺したいー」

「やめなさい。そんなだからあなたはこの前も……あら、新しいプレイヤーがやって来たみたいね」

　ちりちりちりとか細い鐘かねの音が響ひびいている。それが、この世界に新入りがやって来たことを告げるものだった。

　黒髪の魔女は目を輝かせ、だらりと背もたれに預けていた背筋を伸ばした。

「どんな顔をしているか見ましょう。男かしら、女かしら。ねえ、映像をつなげてちょうだいよ」

「私は忙いそがしいの。見たいのなら勝手に見なさい」

　金髪の魔女は、中空に浮かぶ球体に集中していた。目を閉じてぶつぶつと何か呟つぶやいている。そして彼女が両手を差さし伸べると、球体の中に小さな純白の竜りゆうが出現した。幼体だが、明らかに竜の形をしている。なめらかなウロコの皮ひ膚ふ、四し肢しには大きな黒い爪つめ、大きな顎あご。くるりと身体を丸めたまま眠ねむっている。

　新しいモンスターの誕生だった。しかも、ダンジョンをひとつ任せることができるくらいのポテンシャルを秘めていそうだ。

　満足そうにひとつ頷うなずいた金髪の魔女だったが、

「私、この端たん末まつの使い方よく分からないのよ」

などと話しかけられて顔をしかめた。

「座標を設定すれば良いだけよ。自分でしなさい。プレイヤーが現れるのは、座標Ｎ６６Ｗ６０Ｔ９９」

　黒髪の魔女は唇を尖らせると立ち上がり、壁かべに立てかけてある彼女の身長よりも大きな楕だ円えん形けいの鏡に向かった。

　蔦が取り巻いているような繊細な形の枠わくに囲まれているそれは、まるでおとぎ話の中で継まま母ははの欲望を刺し激げきした、魔ま法ほうの鏡のようだ。

　鏡の表面に指を走らせ、調整しようとする。だが鏡面に浮かぶいくつもの数字は、黒髪の魔女の思い通りにはならず、彼女は舌打ちした。

　ふと、鏡の隅すみに映し出されている、亡ぼう霊れいのように静かにたたずんでいる少女に気がついて目をしばたたかせる。

「ねえ、やっぱり私こういうの苦手だわ。ちょっとやってみてくれる？」

　手招きされてやって来たのは、小さな魔女だった。青い髪を耳の辺りでばっさり切りそろえている。日本人形のような端たん整せいな顔立ちだ。細い手足にまるで妖よう精せいのように薄うすい身体をしており、非常に幼く見える。

　黒髪の魔女のそばに来ても一言も発さないまま、鏡の表面に指を走らせた。その小さな手は、黒髪の魔女よりもよほど巧うまく鏡を操った。

「新しいプレイヤーって、男かしら、女かしら。まぁどっちでも、強～く育ってくれたら嬉うれしいんだけど」

　まるで水面に触れたように、映像が揺ゆれる。

　指を走らせるごとに映る光景が変わっていく。

　巨きよ大だいなネズミのモンスターに向かっている剣けん士し。

　洞どう窟くつの中を怖こわ々ごわ歩いている魔ま法ほう使つかいたち。

　騎き士したちが行進している城下町を、口を開けて眺ながめている初心者。

　砂さ漠ばくで行き倒だおれたのか、横たわったままぴくりとも動かない武ぶ闘とう家か。

「あ、音声も出してよ」

　青い髪の魔女はこくりと頷くと、どこか調整した。すると、鏡のどこかからたくさんの声が聞こえてきた。

『すげぇーっ、これどうなってるんだ』

『本物？　ねえこれ本物？　っていうか向かってきたんだけどぉーっ』

『全軍突とつ撃げき、モンスター部隊を殲せん滅めつせよ！』

『町はここから西へまっすぐ進んだところに』

　くるくると映像が変わっていく。剣に魔法。幾万本の剣でできた城、七色の石でできた城、純白の煉れん瓦がでできた城。山、砂漠、草原、どこかの洞窟の中。

「あっ、今の巨大スライムとの戦いのとこで止めてっ」

　青い髪の魔女はかすかに眉まゆをひそめた。

「新入りを確認するんでしょう？」

　静かな、感情を感じさせない口調。黒髪の魔女は「あ」と小さく声を漏もらした。

「ねえ二人とも、見て頂ちよう戴だい。この子、金色になったわ！　炎ほのおと毒のブレスを吐くことができるの。今から野に放ったら、すごくいいボスに育つと思うわ……いやでももったいないわね、もしもここにプレイヤーがたどり着いたときに、私が変身する姿をコレにしようかしら」

　金髪の魔女の言うとおり、球体の中の竜は、見事な黄金に染まっていた。

　モンスターの創出は、金髪の魔女の仕事だった。毎日毎日新しいモンスターを生みだしては野に放っている。大地に降り立ったモンスターは時間経過と共に個性を強め、徐じよ々じよにレベルを上げていく。

　一度生み出されたモンスターは野で繁はん殖しよくするが、そうして殖ふえた個体は魔女の手による原種オリジンよりも遥はるかに弱かった。

　現在この世界にいるモンスターの中で一番強いのは、「暗黒宮きゆう殿でん」の地下にいる巨大な銀色の蛇へびと、「永久森林」の奥おくに住んでいる七色の尾おを持つ虎とらだ。どちらも、いま世界に散らばっているプレイヤーたちでは全く歯が立たないだろう。

　そしてこの眠れる黄金竜も、かれらのように強くなる要素を十分に持ち合わせている。

「名前は、不敗皇こう帝ていとかどうかしら。ねぇ二人とも……」

「座標確定」

　青い髪の魔女の声が響いた。金髪の魔女も言葉を飲み込み、鏡に見入った。

　初めてこの世界にダイブしてきた冒険者は、空から落ちてくる。門を越えたらいきなり空にいるのだ。彼らはみな驚おどろくばかりで、目の前にある光景をただ受け入れるしかない。

　そして初心者を出で迎むかえるのは、用意された映像。空に浮かぶ三人の魔女の姿だ。

　この世界は魔女の創作物。冒険者が見ているものも、全ては魔女の作り出したものだ。




「Walpurgisヴアルプルギス Nightsナイツ」、それがこのゲームの名前だった。







「な、な、なんだ……」

　やって来たのは少年だった。年ねん齢れいは、高校生くらいだろうか。やや気の強そうな印象を与える面差しには、まだまだ子供っぽさが色いろ濃こく残っている。

　この世界では、年齢や性別を偽いつわることはできない。好きに名前を付つけ替かえることもできない。プレイヤーのリアルが反映されるシステムになっている。それは魔女がプレイヤーに与える絶対制約のひとつだ。

　少年は、宙に浮かんでいる三人の魔女の姿を見て、度ど肝ぎもを抜ぬかれている様子だ。

　μミユウという名の機器が見せてくれるのは、まるで本物のような映像だ。ゲームでありながら、完全に感覚を再現し、まるでこの世界に入り込んだかのような幻げん想そうをみせてくれる。

　いや、幻想とはいえ、プレイヤーには本物、現実のものとして感じられる。足の下に地面が存在しない、その途と方ほうのない浮ふ遊ゆう感覚も、全身を包む冷たい空気も。




　用意された映像の魔女たちは「ようこそ」と品良く冒険者を歓迎し、ゲームの目的を告げる。いつもならば冒険者はただ呆ぼう然ぜんとして魔女の口上に聞き入る。

　だが、この少年は違ちがっていた。

　その顔に浮かんでいる驚きよう愕がくの質が変わった。少年は、青い髪の魔女に向かって手を伸ばす。そこにいるのは本人ではなく、用意された映像であることを知らぬまま、

「レン！　お前なのか！」

　そう、叫さけんだ。

「俺おれだ、ユウマだ、分かるだろう！　……レン！」

　予定された言葉を全て告げ終わると、金髪の魔女は紅唇に笑みをたたえながら新入りの冒険者を下界に落とす。映像には、少年の言葉は決して届かない。それはまるでダンスのような優ゆう雅がな腕うでの動きで、冒険者たちには抗こうすべくもなかった。

　少年は最後まで手を伸ばしていた。




「レン……って。なんなのかしらあの子」

　黒髪の魔女は腕うで組ぐみをして首をかしげた。

　青い髪の魔女は微び動どうだにせず、少年の消えたその座標を見守っている。青い空には絵の具をまぶしたような雲が浮かんでいる。魔女たちの映像はプレイヤーが現れたときにのみ現れるシステムになっているため、今ではなんの痕こん跡せきもない。

「あんたのことを見てたわよね……」

「………………」

　青い髪の魔女は何も答えなかった。ただ一心不乱に鏡を見つめている。その眼差しはただまっすぐなだけで、彼女の感情をうかがわせるものはなかった。

「ユウマ……」

　金髪の魔女は呟いた。

「……そうか。如きさ月らぎ優ゆう馬まね」

「知り合いなの？」

「いいえ、あちらはこちらのことを知らないわ。でも……そうね。このまま彼にこのゲームを続けさせるか、悩なやむところだわ……」

「どういうことよ」

　黒髪の魔女の怪あやしむような視線を受け、金髪の魔女は首をかしげて微ほほ笑えんで見せた。そしてそれ以上の説明はしないまま、小さな魔女に近づき、薄い肩かたに優しく手を乗せた。

「動どう揺ようしなくてもいいのよ」

「………………あのひと」

　小さな声は、震ふるえていた。

「私を、見てた……」

　青い髪の魔女はうるんだ目で金髪の魔女を見上げた。感情に乏とぼしかった少女に、初めて感情らしきものが見られた。

　金髪の魔女は、そのことに気づくと黙もつ考こうした。

　初めは無表情だったが、やがて頭の中で楽しい考えが閃ひらめいたかのように、目が輝いた。独り言を呟きながら首を振ふり、目を閉じて微笑む。黒髪の魔女が気味悪そうにその様子を見守っていた。

「あの少年は、お前をレンと呼んだ」

「…………」

「それは私にとって、許し難いこと。あの少年を今すぐにこのゲームから強制退出させても良いのだけど……」

　青い髪の魔女は目を見開いて何か言い返そうとしたが、言葉にならなかった。ただ、金髪の魔女のスカートを握にぎりしめる。

「あなたはどうしたいの？　言ってみなさい」

「………………」

　青い髪の魔女はうなだれ、小さく首を振った。

「…………」

「なんと言ったの？　聞こえないわ」

「……あの人に……会いたいです」

　弱々しい、聞き取るのも大変なかすかな囁ささやき声。だがそれは間ま違ちがいなく少女の願いだった。

　金髪の魔女は宝石のような翠みどり色の目に、優しい光を浮かべた。

「よく言えました。あなたの成長を、とても喜ばしく思います。あの少年がこの世界に来たのは、もしかしたら運命なのかもしれないわね……、ねぇウリア」

　名前を呼ばれ、黒髪の魔女が何？　と尋たずねる。

「ワールドエンドライツ。貴方に渡わたした一本を出して頂戴」

　戸と惑まどったように、黒髪の魔女は目をしばたたかせた。

「あれは……暗黒神しん殿でんのクエストの報ほう酬しゆうにするって言ってたわよね？」

「気が変わったわ」

「まさか、これを初心者に渡すつもり？　うまくいくはずないじゃない、この前のプレイヤーだって、十日ももたなかった」

「ウリア、あの少年は面白い経歴の持ち主よ。後でアナザーにおける［戦歴］を確認してごらんなさい。ノーザンライツごとき、彼の足あし枷かせにもならないかもしれないわよ……」

　黒髪の魔女はため息をつき、左ひだり腕うでを動かした。すると空中に、淡あわく青みがかった半はん透とう明めいのウィンドウが現れた。本物に見えるこの世界に、全くそぐわない。それを操作することにより、黒髪の魔女の手の中に、巨大な剣が一本現れた。

　まるで生きているような質感の剣だった。魔女の細い身体と比べるとその大きさが際だつ。細ほそ腕うでには持ち上げることもできなさそうな、片かた刃はの両手剣だった。細かく重ね合わされた甲かぶと虫むしの甲こう羅らのようなパーツが、剣に獰どう猛もうさを与えている。

　振るうことができたなら、巨大な岩も両断できそうな剣だ。

　剣は黒髪の魔女の手から離はなれた。地面に倒れる前に、金髪の魔女が空に浮かべた。

「大だい丈じよう夫ぶよ、そんなに心配しなくても」

　不安そうな青い髪の魔女に、金髪の魔女は慈じ母ぼのように微笑みかけた。

「ノーザンライツは持ち主に多大な力を与えるわ。世界を解放するための、『魔女殺し』の一本ですもの」

　鏡のようなその刀身に、一いつ瞬しゆん悪意に満ちた笑顔が映し出された。

「これをさっきの少年に与えなさい。貴方の手でね」

　ノーザンライツの所有権が、青い髪の魔女に移される。

　金髪の魔ま女じよは、ウィンドウを使わずに操作を行った。それは彼かの女じよにしかできないことだった。

「…………」

　青い髪の魔女は、黙だまって金髪の魔女を見上げる。

「どういうつもり？　……あなた、あのプレイヤーをどうしたいのよ」

　そう問うたのは、黒髪の魔女だった。

「あなた、退屈だと言ったでしょう？　いまだこの塔に至るプレイヤーは現れない。それどころか、国を越こえるプレイヤーすら稀まれなのが実状だわ。……少しは干かん渉しようした方がいいのかもしれないなと思っていたのよ」

「………………」

「もしあの少年がこの剣を使いこなしたら。そのときはきっと楽しい戦いになるわ」

　沈ちん黙もくしたままの小さな魔女を見て、金髪の魔女は苦笑した。

「彼かれは、どの国に落ちたのかしらね」

　白い指が、鏡を操作する。すると、大地に落ちたばかりで戸惑っている少年の姿が映し出された。

　黄色い道が続いている。すぐ北には、冒険者たちがはじめにたどり着く三つの場所のひとつ、「鉄剣城」がある。青い空を貫つらぬく幾いく万の剣によって形作られた勇ゆう壮そうなる城。初心者にとっては、まずはそこに行くまでの短い距きよ離りが冒ぼう険けんだ。

　少年はきょろきょろして周囲を確認している。

　外国の田舎にでもいきなり現れてしまった、と誤解してしまうほどの本物らしい光景である。

　草を揺らしながら風が吹ふいていく。地面に手を伸ばし、さらさらと指の間を落ちていく砂の感覚に驚いたり、草を抜いては捨てたりしている。初心者にはありがちな姿だ。

　金髪の魔女が鏡を操作すると、情報が現れた。

　ＨＰやＭＰなどのステータス情報に、装備しているもの、所有しているアイテム。まだダイブしてきたばかりだ、どれもこれも初期装備である。

「プレイヤーネームはＹＵＭＡ……ユウマ、ね。間違いないわ」

　金髪の魔女は、青い髪の魔女のかたくなな横顔を見下ろした。小さな魔女は、ノーザンライツがどのようなものか理解している。それは初心者に使いこなせるような、生やさしいものではない。

　このまま、渡しに行かないつもりだろう。

　その反逆は、金髪の魔女にとっては快いものだった。健気で、愛おしい。




　金きん髪ぱつの魔女は、鏡を操作した。ダンジョンの奥の気味の悪い光景が映る。地下水路の袋ふくろ小路こうじに眠っているそれを見つけた。

　金髪の魔女は、指を軽やかに動かした。

「あ……っ」

　小さな魔女は、何が起こったかすぐに悟さとった。金髪の魔女は、ダンジョンの奥おく底そこからモンスターの座標を移動させたのだ。




　それは唐とう突とつに日の光の下に現れた。ぶるぶると震えている。何が起こったか理解できる知能があるかどうかすら定かではないが、［クリーピンCreepinグジェリーg jelly］、通称スライムはすぐそばにいる人間の気配に気がついた。

「そこまでする？」

　黒髪の魔女が呟いたとき、少年は気配に気づいて振り返かえった。

　半透明のゼリー状のモンスターは、ぬらぬらといやな光こう沢たくを放っている。スライムは普通のＲＰＧでは初心者向けのモンスターだが、このゲームでは違う。車ほどの大きさで、少年などたやすく飲み込んでしまえるだろう。目も鼻もないのに、どうしてか少年の存在を知覚し、のろのろと近づいてくる。

　なんだこりゃあ、と少年の口が動く。驚いている場合ではない、モンスターはすぐさま襲おそいかかってくる。

　飛ばされてきた粘ねん液えきを、少年は転がってかわした。




「レベル二十八。レベル一の初心者が敵う相手じゃないわ。このサディスト」

「あら、そんなことないわ。彼がノーザンライツを手に入れたなら、結構いい戦いができるはずよ。……ねぇ？　早く渡しに行かないと、彼は死んでしまうわよ？」

　二人の言葉を聞いた青い髪かみの魔女は、ぐっと唇くちびるを噛かんだ。

　そして目を閉じ、小さくなにか呟いた。

「あ」

と金髪の魔女が気がついたときには、小さな魔女の姿は消えてしまっていた。







「うわあぁっ……」

　絶体絶命の状態だった。ユウマが必死に放った棒きれでの一いち撃げきを、巨大スライムはたやすく受け止め、それどころか身体に当たった部分をねっとりと捕とらえた。棒きれはあっさり奪うばわれてしまった。

　飲み込まれたものの、食べ物ではないと認識されたらしい。ぺっとはき出された棒きれは、音を立てて地面に転がった。

　飛びついて拾いたいのは山々だったが、今の展開からかんがみて、棒きれがそう役に立つものとは思えなかった。いや、おそらく全く役に立たないだろう。なんといっても棒きれ、初期装備以外の何物でもあるまい。

　かといって素手で向かっていって、ただですむとは思えない。あっさりとあのぶよぶよした身体に飲み込まれて、やって来たばかりなのに即そく死しでは無かろうか。

「そ、操作方法、操作方法……っ」

　慌あわててなにか探すも、何も見つからない。このゲームには取とり扱あつかい説明書はない。誰だれも何も教えてくれない。

　本物みたいな光景だ、などと感動している場合ではなかった。

　スライムは今のところじりじりと近づいて来るのみだが、後ろを向いて逃にげ出だすのは恐おそろしかった。そうすれば一気に襲ってくるのではないかと思えた。

「う、ウィンドウか！」

　ようやくそのことに気がついた。この仮想空間「アナザー」で稼か働どうするゲームでは、ほとんどが左腕を動かすことによって操作ウィンドウが立ち上がる。このゲームも例外ではなかった。ブンと小気味よい音がして、半透明のウィンドウが立ち上がる。指で探るように操作する。

　しかし分かったのは、絶望的な事実だった。

　武器は、地面に転がっている棒きれ以外にはない。回復用のアイテムが三つ、他にはなにも持っていない。

「わっ……！」

　スライムはユウマを飲み込むべく前進してきた。

　逃げようとしたところを捕とらわれた。右足のかかとを粘液につかまれ、引きずられる。

　とぷっと、粘ねばりけのある水の中に入り込んだような感覚が、足先からのぼってきた。

　目を閉じていると、まるで本当にスライムに飲み込まれたかのように思える。正確に言うと、「飲み込まれている」と脳は感じている。冷たい。溺おぼれるような感覚を覚えて両手をがむしゃらに動かすが、抜け出すことはできない。

「む、が……っ」

　ＨＰがだんだん減っているらしい。頭がぼうっとする。ゲームをスタートさせたばかりなのに、どうしてこんな目に遭あわなければならないのだろうか。

　確実におかしい。おかしすぎる。

　必死になって頭を動かす。粘ねん度どの高い水から抜け出すように、スライムの表面から首が出た。はぁ、と大きく外の空気を吸う。ずぶり、と水をかきだすように腕を伸のばした。必死になって地面をつかむ。

　現実の方ではユウマの身体は椅い子すに座っているので、呼吸困難で死ぬようなことには決してならない。だが、息苦しさは紛まぎれもない本物だ。

　どう戦えばいいか、悩んだときだった。

　不意に気配を感じ、視線を上げた。そこに、青い髪をした小さな少女が浮うかんでいた。非現実的な光景に、一瞬脳がしびれた。あり得ない。だが、目の前にある光景。




「いにしえAncienの暗黒よt dark」




という声が聞こえた。

　次の瞬間、空中にいくつもの黒い靄もやが生まれ、そこから幾本もの黒い剣けんが現れた。そして剣は、地面を目指して撃うち込まれた。

　ドン、ドン、と重い音を立てながら地面に穴を穿うがつ。そしてそれらが何本もスライムの身体に突つき刺ささった。

　スライムは無音の悲鳴を放った。

　ユウマの身体を拘こう束そくする力が弱まった。生きたゼリーから抜け出そうと必死に暴れる。最後はスライムの身体を蹴けりながら外に出た。いまだに漆しつ黒こくの剣は突き刺さっている。いや、剣というよりは形をもったイカズチと呼んだ方が近いだろう。ぎざぎざの刀身しかない、持ち手の部分は存在しない。

「レン！」

　叫んだとき、小さな魔女は地面に舞まい降おりていた。ユウマは小さな魔女の顔をまじまじと見つめた。

　よく知る顔だった。

　だが、次の言葉を口にすることはできなかった。巨きよ大だいスライムの後ろからの一撃に、ユウマは吹っ飛とばされた。

　転がりながら、視界が真っ赤に染まる。血ではない、ＨＰが限りなく低くなったときの現象だ。

　一撃で死ななかったのが奇き跡せきだった。

　戦わなければ、死ぬ。

　逃げることはできない。

「レン……」

　小さな少女は、悲しげな眼差しをしていた。

　ユウマは目を見開く。幻まぼろしかと思い、ユウマは目を疑った。青い髪の少女の背後に、獰猛な獣けものがいた。赤い目をした、全身に血を滴したたらせて殺意に満ちた獣。

　では、ない。見み間ま違ちがいだった。そこにあるのは、剣だった。まがまがしく、恐ろしい姿をした、巨大な剣［ノーザンNorthernライツ Lights］。

　それは一瞬の後にユウマの目の前に落ちてきた。少女が、これを持ってきたのだ。そのことを理解した。

　そして、手を伸ばした。




　巨大な剣は、吸い込まれるようにユウマの手の中に飛び込んできた。まるで、そこに在るのが当たり前のように。

　その瞬間、全身が拘束されたかのように動けなくなった。

【インstart thストe instalールlation 開始process】

　ウィンドウが現れる。文字列が走る。抵抗するすべもなく、確定していく。




　唐突に、解放された。

　時間にして、数秒あったかどうか。気づいたときには、ユウマの身体は拘束から解かれていた。

　手にした剣は、自分の心臓につながっているかのようだった。自分は、剣と一体であり、ひとつの生き物であると思えた。

　指先から、熱を感じる。ノーザンライツは炎ほのおに巻かれているような熱を発し、刀身は震えていた。

　高こう揚よう感に包まれ、目の前のモンスターを見る。

　両手の中の重さは、力に変へん換かんされる。自分の身長よりも大きな剣を扱あつかうなど、現実ではあり得ない。だがこれは現実ではない。

　蠢うごめくそのゼリーの身体の中に、トゲのようなものが見えた。

　これはこのモンスターの、核かくだ。そう悟ったとき、ユウマは剣を構えた。

　まるで剣が戦い方を教えてくれるかのようだった。
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「だああああああっ」

　横薙なぎに剣を振り抜ぬいた。水のような身体が半分に切きり裂さかれ、スライムの身体の中心の核が空気にさらされた。

　自然に、当たり前のように身体が動いた。剣を元の位置に戻もどすと、今度はまっすぐ、両足が浮かぶほどの勢いで中天から斬きりつける。

　核は柔やわらかく、簡単に貫くことができた。そして核を破は壊かいされたスライムは、途と端たんに力を失い、ぐしゃりと水のように柔らかく地面に広がり、行動を停止した。

　そしてその身体は、光の粒つぶになって消えた。




　ユウマは肩で息をしながら汗あせを拭ぬぐおうとした。だが、汗など一滴もかいていなかった。ゲームの中だから当然なのだが、思わず癖くせでそうしてしまった。

　不意に大事なことに気づき、ユウマは視線をさまよわせた。

　少女の姿は、消えていなかった。地面に降りて、ユウマをじっと見つめている。ユウマは安あん堵どして近づいていった。

「……レン」

「………………」

　青い髪の魔女は、静かにユウマを見あげた。

「お前、どこにいるんだ……父さんも探してる。母さんもあの日から……ずっと、お前を待ってる」

　ユウマは手を伸ばそうとした。だが、少女に触ふれることはできなかった。少女が逃げたのではなく、ユウマの方が、それ以上手を伸ばせなかったのだった。まるで消えてしまうことを恐れるかのように。

「俺おれは、お前がここにいると知って来たんだ。こんなゲームがしたかったんじゃない、お前を探しに来たんだ」

　感動的な反応は、なかった。

　まるで苦痛を覚えたかのように青い髪の魔女は顔をゆがめ、目を閉じた。握りしめた両手が震えている。

「………………」

「俺のことが分からないのか？　ユウマだ。お前の、兄ちゃんだ。教えてくれ、今どこにいるんだ？　どこからダイブしてるんだ」

　その顔は、ユウマにとっては間違いなく妹のものだった。だが少女の顔には苦痛が浮かんでいる。ユウマと、言葉を交わすことにすら痛みを感じているかのような。




「レン？」




　その瞬間、青い髪の魔女は驚きよう愕がくの表情を浮かべた。小さな悲鳴を漏もらしながら、抗あらがうように両手を振る。

「あ……、いや……っ」

「レン！」

　空中にいきなり黒いもやが現れた。そこから伸びてきたのは二本の腕うでだ。日に当たったことのないような白さの、大人の女性の腕。それが青い髪の魔女の身体をやすやすと捕らえる。

　そしてまた、そこから首が出てきた。悪あく趣しゆ味みなことに、首だけがころりと転がるように出てきて、瞬まばたきをしない目がユウマを見すえた。ユウマは悲鳴を上げそうになった。

　豊かな金髪。翠色の目。女神像のように端たん整せいな顔が、悪意たっぷりの微び笑しようをたたえていた。

「これ以上は、駄だ目め。お前にはこの子と口をかわす資格がないわ、初心者ビギナー。会いたければ、魔女のところに来るのね……できればだけど」

「レン……、レン！」

「…………ごめんなさい……」

　レンに似た魔女は、涙なみだを流しながらそう言った。ユウマに向けて指を伸ばしたりはしなかった。ユウマだけが、必死に手を伸ばしていた。

　そして白い腕は少女の身体を完かん璧ぺきに絡からめ取とると、黒いもやの向こうに連れて行った。

　女の哄こう笑しようが聞こえた。それはべっとりと服に付いた油汚よごれのように、いつまでも耳の奥おくに残っている気がして、ユウマは地面を叩たたいた。

　どうなっているのか、分からない。妹を探すために、ここに来た。いきなり望みは叶かなった、だが何一つ解決していない。

　妹の顔をした魔女は、まるで魔ま王おうに連れ去られた姫ひめ君ぎみのように、小さな囁ささやきだけを残していった。

「助けて」ではなく、ただ、謝罪の言葉を。

　彼女がなぜ謝るのか、ユウマには分からなかった。あんなに泣きそうな顔をして。

　ただ残されたのは、彼女に会いたければ、魔女のところに来いという言葉。

「くそ……」

　ぐっと拳こぶしを握にぎった。




「Walpurgis Nights」、ユウマのこれが、ゲーム内での第一日目だった。

　その手に残されたのは、「ノーザンライツ」。その剣を渡わたされた意味は分からなかったが、その剣の持つ性質はすぐに理解できた。

　その剣は、間ま違ちがいなく呪のろわれていた。







reverieSIDE

１章　なんでこのゲームはじめたの？







　崖がけから飛び降りるときは、少々覚かく悟ごが必要だった。

　これはゲームだ、たとえ地面に激げき突とつしたところで、リアルに痛みが再現されるわけではない。だが、この本物だとしか思えない光景を前にすれば、どんなに胆たん力りよくがある者でも躊ちゆう躇ちよせざるをえないだろう。

「よしっ」

　気合いをこめ、ひと声叫さけんでから飛び降りた。

　数十メートルも下に見えていた地面がぐんぐん近づいてくる。求められるのは勇気だけではなく、［着地スキル］だ。

　この世界における行動には全て能力値とスキルが関係してくる。

　視線をかすかに前に向ければ、森が地平線まで続いているのが見える。太陽が徐じよ々じよに西に向かい、東の方向からは二つの月が顔を出す頃ころ合あいだ。もう少しすれば、宝石箱をひっくり返したような星空が見られるだろう。

　その前に、一仕事終えなければならないが。

　意識を下界に戻す。切り立った崖の下にはモンスターの巣があった。




　このゲーム世界の中をさまよっていると、「クエスト」が発生する。たとえば「騎き士しに忘れ物を届けて欲しい」とか、「森の中に独りで住む祖母に食べ物を運んで欲しい」とか、多くは単なるおつかいなのだが、そのような頼たのまれごとを解決すると、普ふ通つうでは手に入らないようなアイテムやお金、あるいは情報などが手に入る。

　ユウマは「モンスターにさらわれた村娘むすめを助けて欲しい」というクエストに参加していた。いや、正確には、

「僕ぼくがクエストを起こすから、ユウマ君はモンスターを倒たおしてきてよ。戦せん闘とう報ほう酬しゆうアイテムとお金はユウマ君にあげるから。クエスト報ほう酬しゆうは僕がもらうけど……いいよね！」

という提案を飲んだのだった。本来であればクエストを発生させるところから立ち会うべきなのだろうが、そのへんの面めん倒どうなことは省略してしまった。

　面倒な工程は全て省いて、戦いだけに集中することができる。




　どん、と地面に足が突き刺さるような衝しよう撃げきがきた。

「…………っと」

　崩くずれそうになる姿勢を整え、バランスを取る。

　観客がいないのが残念なほど、着地はうまくいった。スキル値が上じよう昇しようするときの音が聞こえた。

　左手を握って上方向に動かした。すると淡あわいブルーのウィンドウが浮かび上あがる。ステータスや装備など、色々な情報がそこに現れている。

　本物じみた世界の中で、半はん透とう明めいのウィンドウはひどく異質だった。

　プレイヤーネーム、ユウマ。ＨＰゲージは満タンだ。

　スキルウィンドウを確認すると、数々のスキルがそこに並んでいる。ほとんどが戦せん闘とうに関係するもので、調理や錬金に関するものはほとんどない。そのことからも、ユウマがほとんど脇わき目めもふらず戦闘を繰くり返していることが分かる。

「ちぇ、まだスキルレベルは上がらないか……」

　ユウマがこの世界に来てから数ヶ月たった。今ではもう、ウィンドウの操作にもすっかり慣れていた。




「Walpurgis Nights」は、基本的にはＭＭＯ、つまり多人数同時参加型のＲＰＧである。

全てのプレイヤーはレベル一から、敵と戦うことによって経験値を貯め、レベルを上げていく。そこで上がるのは体力［ＨＰ］や魔ま力りよく［ＭＰ］、腕わん力りよく［ＳＴＲ］や防ぼう御ぎよ力りよく［ＤＥＦ］といったステータスの数値だ。他にも細かく項こう目もくが定められている。

　それとは別に「スキル」というものが存在する。このゲームには戦士や魔ま法ほう使つかいなどの「職業」は存在せず、プレイヤーはスキルを高めていくことで、剣を使ったり魔ま法ほうを放ったり回復を行ったりする。

　たとえば「片手剣」や「両手剣」、「片かた手て斧おの」「両りよう手て斧おの」といろいろな武器を扱うのにはスキルを必要とする。それらの武器を使うことで各スキルは上がっていき、戦闘時にモンスターに与あたえるダメージに大きく関わっていく。

　また、剣などの武器を使っていれば体力などの数値が上がりやすく、魔法を使っていれば魔力が上がりやすくなるなど、どのように戦っているかはステータスの上昇にも少なからず関わってくるらしい。

　また、このゲームでは自分の分身［キャラクター］を好きに作成することはできない。好きに身長を伸ばしたり、体格を良くしたりなど、現実から乖かい離りした自分を楽しむことはできない仕様になっている。

　ユウマの姿は、ほとんど現実のままだ。散さん髪ぱつをさぼっていたせいで長くなりすぎた前まえ髪がみすら、リアルに再現されている。

　だが見かけが少年だからと言って、弱いとは限らない。全てはウィンドウに表示された数字によって決まる。たとえば、幼女が大男に勝利することも十分にあり得る話なのだ。




　着地点から少し離はなれた場所に、モンスターが集まっているのが見えた。やつらとは何度も戦ったことがある。［挑発するDefiantゴブリン goblin］だ。

「サーチ」

と告げると、視界にいるモンスターの頭上に文字が浮かんだ。

　同じゴブリンだからといって、レベルが一定であるとは限らない。中には「なんでこんな場所に」と嘆なげきたくなるくらい強い個体がいたりする。距きよ離りを取り、サーチすることによって未然に危機を防ぐことができるのだ。

　村娘をさらってきたゴブリンは、全部で三匹びきいた。こんもりと葉の茂しげった大きな木の回りをくるくる舞っている。祭りでも開かい催さいしているらしい。

「ウルラ！」

　ゴブリンどもがなにかに気づき、威い嚇かくの声を上げる。

「グリウ」

「ヴェッ…フ！」

　かれらは独自の言語で意思疎そ通つうを行っている。もちろん人間であるユウマには、何を喋しやべっているのかは分からない。が、友好的な言葉でないことは明らかだった。三匹とも、こちらに背を向けていた。

　一気にかかってこられたら厄やつ介かいだが、先制攻こう撃げきのチャンスだった。

「ノーザンライツ！」

　名前を呼んだとき、手の中に光と共に武器が現れた。今ではもう見慣れた、呪わしい大だい剣けんだった。

　モンスターを前にして、血の沸わくような感覚に襲おそわれる。この戦闘は、モニターを前にしてのコントローラ操作とはわけが違ちがう。自分がゲーム世界の中に入り、本物のようなヴィジョンを前にする。機器の見せる幻げん想そうはあたかも本物のようで、気の小さい者には耐たえきれないかもしれない。

「あれ……っ？」

　だが、三匹が三匹とも、ユウマに背を向けたまま駆かけだした。めいめいの武器を振ふりかぶって襲いかかっていく。




　それは、少女だった。

　細い腕に装備しているのは、長い槍やり。集中攻撃をどこか冷めた目で見つめる少女は深く槍を構え、低くかがんだ。

　次の瞬しゆん間かん、槍が、ゴブリンどもを一薙ぎにした。地面に転がったゴブリンたちは、慌あわてて立ち上がり、順番に少女に襲いかかる。

「疾るLightni雷撃ng bolt！」

と叫ぶ声が聞こえた。

　少女が、雷かみなり魔ま法ほうを発動させたのだ。ばりばりと空気が爆はぜたような音と同時に、視界が白く染まる。効力を確認するようにモンスターたちの様子を見ていた少女は、すぐに槍を構えて突とつ撃げきしていった。

　叫ぶと同時に突き出された槍が、ゴブリンの首を突き刺そうとする。

　槍の切っ先は、とっさに振り上げられたモンスターの盾たてによって防がれる。だが、少女は、にこりと笑った。槍の先が、盾を跳はね上げる。

「強buster 撃charge！」

　それはＭＰを消費することによって使うことができる技だった。

　盾をかち上げられて無防備になったゴブリンの腹に、槍の三連撃がぶち込まれる。

「グアアァッ」

　悲鳴を上げ、ゴブリンは地面に倒れた。そして起きあがることができないまま、光の粒に変わって消えていった。

　攻撃は終わらない。高く跳ちよう躍やくして攻撃を繰り出してくるゴブリンに、槍の切っ先が振る舞われた。二匹目があっという間に昇しよう天てんする。ゴブリンなど、全くもって彼かの女じよの敵ではなかった。

　最後の一匹が、悲鳴を上げて地面に倒れ、光の粒に変わる。

　ユウマは毒気を抜かれてその様子を眺ながめていた。




　戦闘に集中していたらしい少女は、戦闘が終わると、ようやくユウマに気づいたらしく、ゆっくり瞬きした。

「……あなた、誰？」

　いぶかしむような表情で、問われてしまった。

　自分が倒すつもりの敵を倒された。しかも怪あやしまれてしまっている。この事態をどう説明したらいいものか、ユウマは考え込んだ。

　そのとき、少女の背後、葉がこんもりと茂った木にモンスターが湧わいた。その瞬間を目撃したユウマだが、咄とつ嗟さに言葉が出なかった。

「答えなさいよ……」

　そのユウマの表情を見、少女は無造作に振り返かえろうとした。

　だめだ。振り返るな。

　止めようとした言葉が喉のどから出る前に、少女はその敵を見てしまった。

「…………あ、」

　それは、ぷりぷりに太った超ちよう巨きよ大だいな芋いも虫むしのモンスターだった。その真っ黒な目は、サッカーボールほどもあっただろうか。

　巨きよ大だい芋いも虫むしは、ちょこんと首をかしげた。それは到とう底てい「可愛い」とは表現できない有様で、少女はぽとりと槍を落とし、

「きゃああああああああああっ、いやーーーっ、なにこれーーーーっっ！」

　絶ぜつ叫きようした。

　ユウマは慌てて戦闘に乱入した。謝っている暇ひまなど、一秒たりとも無かった。

　何か口から吐はき出だそうとしていた巨大芋虫と少女の間に滑すべり込み、少女が受けるはずだった攻撃を代わりに受けた。

　腕に粘ねん液えきを浴びる。強い毒性を示すように、しゅうしゅうと煙けむりが立った。

　すでに戦闘は開始していた。







　少女は尻しり餅もちをついたまま目の前の光景を見ていた。

　突とつ然ぜん現れた少年は、食らったはずの毒をものともせず、大剣を振りかざす。現れたモンスター情報は、［隠遁するHermit b大幼虫ig-larva］、レベル四十五。

　そのＨＰゲージが、ズバァッと肉を断つ音とともに凄すさまじい減り方をした。

　少年は右足を軸じくに回転し、大幼虫に斬りかかった。見たこともないほど大きな剣けんだが、まるで片手剣のように軽やかに使っている。武器を使う速度にもステータスやスキルが関係するはずだが、少女の目には、少年はかなり高レベルのプレイヤーに見えた。

　そして、はっと気づいた。

「ちょっ……！　それ、私の敵だから！」

　少女は戦いに乱入した。助けて欲しいなどと叫んだ覚えはない。これは自分が倒さなければならない敵だ。

「どいてよ、手を出さないでっ！」
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　くりっとこちらに向けられた真っ黒な目に、ぞわぞわと鳥とり肌はだが立った。大幼虫の皮ひ膚ふの表面に槍の切っ先が突つき刺ささる。

「くっ……！」

　だが、敵のＨＰゲージはほとんど減らなかった。

　このゲームの戦闘はターン制ではない。見かけはＲＰＧの形を取っているが、その実戦闘はアクションゲームのものだ。敵の攻撃をかわすのは本人の動体視力や反射神経であり、レベルが低くても、かわすのが巧うまければ高レベルの敵とわたりあうことができる。

　打だ撃げきポイントは、レベルによって上昇する腕力ＳＴＲと、武器の攻こう撃げき力りよく、それを引き出す武器スキルによって決定する。それが足りなければ、モンスターに致ち命めい的てきなダメージを与えることができない。

　自分の攻撃力ではこのモンスターを仕留めきれない。少女が悟さとったことを、まるで同じくモンスターも悟ったかのようだった。大幼虫は攻撃対象を少女に変えた。ぐい、と巨きよ大だいな頭を持ち上げ、槌つちのように振り落おとそうとする。

「……くっ」

　避さけきれない。攻撃を、目をつぶって耐えようとした。

　重い衝しよう撃げき音おんとともに地面が震ふるえた。

「………………え？」

　おそるおそる目を開ける。すると、大幼虫の頭は、少年が両手で掲かかげた大剣によって止められていた。

　こんな真似は、相当にスキルが高くなければできない。少女は絶句し、振り返った少年の顔に見とれた。




「いいかな、俺がこいつ、倒しても」




　返事をする余よ裕ゆうなど無かった。だが少年は、勝手にそれを肯こう定ていだととらえたらしい。次の瞬間、少年は跳躍していた。

「ああああああっ」

　気合いと共に振るわれる、一いち撃げき。光の効果エフエクトが弾はじけた。水平に描えがかれた真円の軌き跡せきが、モンスターに直ちよく撃げきする。

　こんなにも素早く動く大剣使いなど、見たことがなかった。

　ＨＰゲージが黄色く染まった。クリティカルヒットを浴びた大幼虫は、数秒間硬こう直ちよくする。そこに、地面に降りた少年が、次の攻撃を繰り出した。

　容よう赦しやなどなかった。

　まるで、弱小モンスターを倒すように無造作に、少年は大剣を振るう。







　ノーザンライツの切っ先は、木の幹に突き刺さった。そのまま大幼虫は磔はりつけになった。そしてびくんびくんと震えた後、光の粒つぶになって消えた。

　はぁはぁと息をしながら、ユウマは振り返った。

　少女は目を見開いたまま消えたモンスターとユウマを見比べていた。

「えーと……大だい丈じよう夫ぶ？」

　座り込んだまま呆ぼう然ぜんとしていた少女は、差し出されたユウマの手を取らなかった。自力で立ち上がり、思い切り不ふ穏おんな眼差しでユウマを睨にらんだ。

「あんた、一体何なのよ……」

　その声音に、ユウマはぞくりと背筋を震わせたのだった。

「えーと……」

　なんと言って良いか分からず、ユウマは頭をかいた。

　少女は仏頂面のまま「サーチ」と呟つぶやいた。プレイヤー同士であれば、サーチすることによって名前とレベルを知ることができる。ユウマの方もサーチをすれば少女の情報を得ることができたが、なんとなくそうすることが憚はばかられ、しばらく少女の視線にさらされていた。

　長い黒くろ髪かみをした少女だった。二匹の蝶ちよう々ちようが止まっているみたいにリボンを結んでいる。

　おそらく年は同じくらいだろう。モデル並みの美少女だ。まるで作られたキャラクターではないかと思ってしまうが、自分と同じく制服を着ているから、それはあり得ない。

　おそらく現実世界でも相当に綺き麗れいな少女なのだろう。

　が、見とれている場合ではなかった。

「ふーん……あんた、ユウマっていうの。で……レベルが秘ひ匿とく？　なにこれ。なんで表示されてないわけ」

「セキュリティを最大にすれば、レベル表示されないから」

「そうなんだ、初めて知ったわ……じゃなくて！　なんなのあんた」

「なんなのって……」

「鈍にぶいわね、なんのために戦闘に乱入したか説明しなさいって言ってるの！　ていうか、どこから現れたのよっ」

　眉まゆをギリギリつり上げ、追つい及きゆうしてくる。今にも首を絞しめ上げてきそうだ。顔に似合わず、相当な短気のようだ。

　ユウマの方も、サーチした。すると、腕うで組ぐみしてこちらを睨む少女の頭上に、「オリエ、レベル三十八」と現れた。ＨＰゲージは少しだけ減っている。

「知り合いに、村娘を助けてきて欲しいって頼まれたんだ。あいつにはゴブリンはちょっと荷が重かったらしくて」

　プレイヤーは「モンスターを倒してきて欲しい」というような、依い頼らいとなる会話を経ることによって、クエストを起こす。それによってクエストのボスキャラが稼か働どうを始めるのだ。今回のクエストボスは三匹のゴブリンだった。モンスターたちがさらってきた村娘は、この近くに縛しばられている。

「で、普通に森に入るのがめんどくさかったから、あの崖からひとっ飛び……」

　少女は崖を見上げた。飛び降りたと言われてもにわかには信じられないような高さだが、それは現実世界における感覚だ。ここはゲーム世界。現実とは、物理的法則からして異なっている。

「あれ？　もしかして、このクエストはあいつが起こしたんじゃなくて……」

「私よ。あんたの知り合いは、たぶんなにか間違ったんだと思うわ」

「……本当に？」

「なによ。乱入してきた上に、疑うわけ。ちゃーんとこちらのウィンドウには進行中クエストが出てるわ」

　オリエはウィンドウを指さすものの、残念ながらそれはユウマには見ることができない。同じギルドに属さなければ、パーティを組んだとしても、名前とレベル以外の情報を共有することはできないのだ。

　だが、ユウマが「乱入」してしまったことは間違いなさそうだった。

　自分のレベルでは倒すことができないモンスターを、誰だれかに代わって倒してもらうことは可能だ。だが、それと乱入は違う。人の戦闘に勝手に参加し、報酬を横取りするような行こう為いであり、プレイヤー間ではマナー違い反はんとされている。

「そっか……ごめん」

「あのね。軽く謝らないでくれる？　言っときますけど、あのモンスターは隠かくしボスだったのよ。あいつを倒すと、レアアイテムが手に入るの……もしそれが手に入らなかったらどうしてくれるのよ」

　ビッグワームの消えた後には、宝箱が現れていた。ダンジョンに放置されている赤い宝箱とは違う、緑色の宝箱である。緑色の宝箱には、クエストボスを倒したときの戦闘報酬が入っている。レアアイテムが入っている可能性が高く、罠わなの可能性も無い。

　ちなみに戦闘報酬は全員に同じく手に入るわけではない。レアアイテムは、宝箱を開いたメンバーたちの一人にランダムで与えられる仕組みになっている。

「でも君、芋虫見て悲鳴上げてたし……一人で倒すの難しかったんじゃ」

　オリエはぎりぎりと音がするほどユウマを睨んだ。

「そんなの、余計なお世話！　十分私一人で倒せましたっ！」

　レベル三十八であれば、かなり強いといえる。だが、あの大幼虫に一人で対決して余裕で倒せた、とは言えないだろう。毒攻撃とともにあの攻撃を食らっていれば、死を迎むかえていてもおかしくない。

　さすがにオリエも自分の言葉が強がりであることを分かっていた。

「あんたはレベルいくらなのよ。さっき毒も食らってたのになんか平気そうだし……強いわけ？」

「大したこと無いよ」

「そんな剣、見たことないし。なんか呪のろわれてそうな剣だけど」

　オリエはユウマの苦笑を見て、気分を害したらしい。無視するようにつんと顔を背けると、縛られたままの村娘のもとに行った。

　ゴブリンにさらわれた村娘は、縛られたまま不安げに見上げた。目の端はしに涙なみだを浮うかべ、きゅっと唇くちびるを噛かんでいる。気き丈じような、泣くまいという表情だ。

　オリエはユウマに対するのとはうってかわった優しい口調で「もう大丈夫よ」と告げた。

　村娘は、ノンプレイヤーキャラクター、ＮＰＣである。ユウマやオリエのように、現実で人間が操作しているわけではなく、この世界で役割を与えられたデータの集積である存在だ。魂たましいも、感情もありはしない。

「ああ、私は助かったんですね……」

　弱々しく微ほほ笑えむ村娘は、モンスターと同じ、プログラムされた存在には全然見えなかった。その目にかすかに宝石のような無機質さがあるだけで、まるで感情があるかのように微笑む。モンスターに捕とらえられて恐こわかったが、今は解放されて嬉うれしくてたまらない、というように。

　縄なわはオリエの手が触ふれた途と端たんぱらりとほどけた。おさげの村娘は立ち上がり、

「ありがとうございました。早く私の無事を、村に伝えなければ……村にお戻もどりの際は、是ぜ非ひ私の父に話しかけてください。必ずお礼をさせていただきます」

　モンスターを倒した戦闘報酬とはまた別に、クリア報酬を渡わたす、という意味である。ユウマの約束ではそちらはクエストを起こした知り合いのもののはずだったが、オリエが絡からむことによって話がややこしくなった。いや、オリエが悪いわけではないのだが……。

「ではこれにて失礼させていただきます」

　ぺこりと頭を下げると、村娘むすめは軽かろやかな足取りで木々の向こうに走っていった。

　一人きりで危険に見えるが、彼女が途と中ちゆうでモンスターに囚とらわれることは決してない。村に戻り、条件が揃そろうと、またモンスターに誘ゆう拐かいされるクエストが起こるのだった。

　……ちなみに村娘の解放を忘れて村に戻ると、再びこの場所に戻ってこなければならなくなる。非常に空しい旅路になるので、気をつけなければならない。







「じゃあ私が宝箱開けるから。……文句ないわよね？」

「ああ、もちろん。どうぞ」

　ゴブリンと、大幼虫を倒した報酬が宝箱の中には入っている。

　オリエが緊きん張ちようの面持ちで深呼吸しているのを見て、ユウマは口を押おさえた。するとオリエは頬ほおを染めつつ言い訳した。

「さっき言ったでしょ、ずっと探しているレアアイテムが手に入るかも知れないの！　ちなみにレア度はＡランクなんだから……」

「気にせず、どうぞ開けてくれ」

　オリエは仏頂面のまま、勢いよく宝箱を開けた。

　すると耳に覚えのある効果音が響ひびいた。二人は同時にウィンドウを立ち上げ、確認した。宝箱の中にアイテムがそのまま入っているわけではなく、開けた瞬間プレイヤーのアイテム欄らんに品が増えるのである。開けた宝箱は光の粒になって消えてしまう。

「えええ、［回復薬］だけっ？」

「［蝶々の首くび飾かざり］？　なんだこれ」

　オリエは外れ、ユウマがオリエの欲しいアイテムを見事引いたようだった。オリエは「うううう」と呻うめきながら絶望の表情を浮かべ、それからゆっくりと恨うらみがましい眼差しをユウマに向けた。

「あんた……戦せん闘とうに勝手に入ってきただけじゃなくて、私のアイテム取ったわね……？」

　じわじわと近づいてくるオリエを前に、ユウマは後ずさった。

「別に俺おれ、泥どろ棒ぼうしたわけじゃないよ。こういうの、運だし……」

「あんたがいなければ、そのアイテムは私のだったじゃないっ！」

「落ち着け、そうとは限らないっ！」

　説得など無力なものだった。

　オリエの手はユウマの肩かたをがっちりとらえた。プレイヤー同士の接せつ触しよくは時に「攻撃」として認識され、攻撃した側はペナルティを支し払はらうことになるが、今この瞬間ゲームの管理者がそういう措そ置ちを行う様子は全くなかった。ユウマは押されるがままに数歩退く。

「どれだけ大変だったと思う……？　私、頑がん張ばったんだけどなあ……どうしてこう運が悪いのかなあ……いっつもいっつも……あのときも、ダンジョンの中さまよったあげくに手に入れたのは［血清］一個だけ……冗じよう談だんかって話よ……」

「待て！　それは俺とは関係ないっ」

「うるさいおとなしく話を聞きなさいよっ！　あのクエストの時も、レアアイテムがゲットできる可能性が八割越こえてたっていうのに、私だけ［まち針］一個しか手に入らなかったなあ……」

「まち針……」

　オリエは自らのダークサイドに落ち込もうとしている。うふふふふふ、と口から漏もれる笑いの迫はく力りよくは、先ほどのゴブリンを軽く凌りよう駕がしていた。

「もう一回このクエスト起こしたらいいのかなあ、でも私の運から言って、あの隠しボスがまた湧くの、かなり難しい気がするなあ……何回このクエスト起こしたら良いんだろうなあ……」

「あのさ、アイテムトレードしたらいいだろ？　単に」

　はっ、と初めて気づいたかのようにオリエはユウマを見つめた。

「なんか今幻げん聴ちようが聞こえた……」

「幻聴じゃねぇ！　交こう換かんでも良いし、売ってもいい」

「……でもそれ、レアアイテムよ？　装備したら、毒を食らわなくなるのよ？　そんなのあっさりトレードしてくれるプレイヤーがいるわけ無いじゃない。それに私、今持ち金が十五ドラムしかないし」

「一ドラムでいい！」

「なにそのうまい話っ！　信じられるはず無いじゃないっ」

「お前はどれだけ裏切られてきたんだぁっ？」

　オリエは肩で息をしながらユウマを見た。蝶々の首飾りは非常に戦闘を有利にするアイテムだが、出回っている数が少ないため、欲しがるプレイヤーは後を絶たない。オークションに出せば三万ドラムは下らないだろう。

　そんなレアアイテムをやすやすとプレゼントするようなプレイヤーなどありえない、とオリエが言うのも当然だった。

「……なんか、借りを作るみたいで、やだ」

「そうか。じゃあ好きにしろよ」

　ユウマは腹を立てたのか、ぷいと顔を背けて歩いていった。オリエは一人でその背中を見送ろうとしたが、背後から何か物音が聞こえた気がして、びくりと全身を震わせた。再びビッグワームが現れる可能性はないが、もしかしたら小さい芋虫なら湧くかも知れない。

　オリエは慌ててユウマを追いかけたのだった。

「待ってよ。その……イベント報ほう酬しゆう、あんたにも分けないといけないわよね」

「いらねぇ」

「そういうわけにはいかないわ！　たぶん、一人じゃあいつ倒たおせなかったし……その、イベント報酬の何かと、それ交換しない？」

「…………分かった」

　ユウマは肩をすくめた。

「じゃあ、村まで一いつ緒しよに行こうか」

　そう言ってユウマは歩調をゆるめた。オリエはほっとして隣となりに並んだのだった。







　村までの道は、ゲーム内時間で三十分といったところだろうか。基本的には強いモンスターは出てこない。だが、稀まれに数人のパーティが全ぜん滅めつするほど高レベルのモンスターに遭そう遇ぐうすることがある。相当に運が悪いときの話だが。

　遠くにいるモンスターにはサーチを行わなければならない。そういう意味ではただ道を歩くだけでも常に緊張を強いられるのだが、オリエから見てユウマはあまり緊張していないように見えた。

　ユウマはあまり強そうには見えない。しかし、このゲーム世界においては見かけほどあてにならないものはない。強さは、ステータスの数値や装備によって決定するからだ。

　オリエはユウマが装備しているような剣を見たことがなかった。おそらく店で買えるものではなく、宝箱やモンスターから手に入るレアアイテムだろう。

　このゲームにおいては、強い武器をもつことは非常なアドバンテージになり得る。少々レベルが低くとも、強力な武器を装備していればモンスターを短時間で倒すことができ、効率の良いレベル上げを行うことができる。

　ビッグワームをあっさり倒したことといい、かなり高レベルなプレイヤーではないだろうか、と思えた。横目でさぐるように見つめるが、ユウマの方はそんな視線など意に介かいさなかった。

「あ、そうだ」

　ふと気づいたように、ユウマはウィンドウを操作した。アイテムを消費する効果音が聞こえたかと思うと、オリエのＨＰが全快した。

「……なに？　いきなり。一応お礼は言っておくけど……ありがと」

「や、回復薬かなり余ってるからさ」

　ぴきっと空気が凍こおった。

「今の、取り消し。レアアイテム横取りしたんだもの、回復薬の一個や二個、当然よね」

　あっさりお礼を撤てつ回かいされ、ユウマの口に笑みが浮かんだ。オリエはくるくると表情が変わる。見ているだけで飽あきない。

「あー……さっきはいきなり戦闘に入ってごめん。確認不足だった」

　自然と謝罪の言葉が口から出た。

　オリエは視線をさまよわせた。真しん摯しに謝られると、それ以上怒おこり続けることはできなくなったらしい。ため息をついた。

「まあ、いいわ。許してあげる。やっぱり私のレベルじゃビッグワームを倒すのは無理あっただろうし……でも、その蝶々のアイテム、どうしても集めたかったの。魔ま女じよに会うために必要なものらしいから」

　魔女、という単語を聞いてユウマの口元から笑みが消えた。




「魔女に会える……？」

「単なる噂うわさよ。蝶々は魔女に関係してるって聞いたの」

「それ、誰が言ってたんだ？」

　先ほどの逆だった。ユウマはオリエの肩をつかむほどの勢いで問い返す。

　オリエは目を白黒させ、わずかに後ずさりながら答えた。

「誰って言うか、酒場で聞いたのよ。だから、誰が言ってたかはよく分かんないし、それに本当かどうか……」

「……じゃあ、誰かが魔女に会ったってわけじゃ」

　オリエは首を振ふった。

「それはないと思うわ。もし本当なら、このクエストにももっと人が来てるはずだし」




　ユウマはしばらく考え込んだ。

　蝶々と魔女が関係する、という話など、聞いたことがない。

　このゲームの最終目的は魔女を倒すことだが、今このゲーム世界でそれを成なし遂とげた者はおろか、彼女たちを見つけた者さえいない。眉まゆ唾つば物ものの噂もたくさん飛び交っていたりするのが現状だ。

「たぶん、このゲームの最初のときに、魔女たちの姿を見るでしょ？　金きん髪ぱつのと、黒髪と、青い髪かみの魔女。そのとき、金髪の魔女が髪に蝶々の髪かみ飾かざりをつけてたから……だからそういう噂が出たんじゃないかなあ」

　記き憶おくを探るが、金髪の魔女がそんなものをつけていた映像が思おもい浮かばない。

　それも当然だ。ユウマは、青い髪の魔女が現れたときから、あの少女しか見ていなかった。

「オリエは、魔女を倒したいのか？」

「そりゃあ……一応は、目標だわ。まだまだレベルは足りないと思うけど……」

　ユウマはオリエの歩みを止めた。そして剣の名前を唱えたかと思うと、大だい剣けんがその手の中に現れた。

　木々の間に湧わいたモンスターが、一撃のもとに消えていった。ユウマはサーチすらせず、無造作にモンスターを斬きって捨すてた。

　不注意だ、と怒る気はしなかった。

　今、このゲーム世界で最高レベルに至っているのは、とある魔ま法ほう使つかいである。そういう情報は、酒場に行けば手に入る。確か、彼かれのレベルは五十を超こえていたはずだ。

　もしかしたらユウマはそれに近いレベルかも知れない、とオリエは考えた。




「あなたもアカデミアの生徒なのよね」

　気を取り直したように、オリエは話題を変えた。

「もちろん。そうじゃないと、このゲームにダイブできないだろ？」

「あなた、ゲスト生じゃないでしょ。週に数回通うだけじゃ、そこまでレベル上げられないもの」

　オリエの言葉は当たっていた。ユウマは大人しく頷うなずいた。

「君は、どうやってこのゲームのことを知ったの？」

「先せん輩ぱいに教えてもらったのよ。最初にダイブしてから……そろそろ二ヶ月かな。私はゲスト生だから、アカデミアに通うのは週に三回なのよね。ときどき、すごくはがゆくなるの。家からここに直接ダイブできたらいいのに、なんでわざわざアカデミアを経由しないといけないのかしらね」

「ああ……それは俺も思う。ログアウトして目覚めるのは自分の部屋なのにな」

　二人の歩く森は、だんだん日が沈しずんでくるごとに色味が深く深く変わっていく。夜になれば葉の色はあたかも真っ黒に染められたかのように見えるだろう。

　ひやりとする空気の温度、水を含ふくんだ土と枯かれ葉はのにおい。全てが恐おそろしいほどの現実感でもって迫せまってくる。

　もしオリエの手を取れば、ほのかな温かさを感じるだろう。その柔やわらかさも。

「だいたいこんなゲームが、課金もされずに遊べること自体不思議だよ。あり得ない……明日にはもう、消えているかも知れない」

「そうね。先輩も言ってた。奇き跡せきみたいなものだから、だから絶対外には漏らさないでって。存在値がゼロになって、二度とここに来られなくなったとしても、私はこの世界を守りたいからって。あの人は、とてもこの場所のことを愛してるわ。私も同じよ。こんなゲーム、見たことない……今も、信じられない。ときどき、このゲームの中がリアルで、リアルが夢なんじゃないかって思えるくらい」

「ああ、それは俺も感じたことがある……」

　ふとオリエの表情が緩ゆるんだ。そして浮かべた笑みは、彼女をとても幼く見せた。

「あなたは、なんでこのゲームを始めたの？　やっぱり知り合いに教えてもらったのかな？」

　行方不明の妹によく似た少女を見かけたから。

　……とは説明しがたく、ユウマは押し黙だまった。

　それよりも、オリエが魔女に会って何をしたいのか、話したいのかを聞きたかったが、オリエは目をきらきらさせてユウマの返事を待っている。

　さっさと答えなければおかしい。だがうまく誤ご魔ま化かさなければならない。悩なやんだユウマは、

「俺は……その。あやしいお姉さんに、勧かん誘ゆうされた」

　ものすごく不審なことを口走ってしまった。

「…………はぁ？」
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２章　誘拐？　じゃねーよな、まさか







　きっかけは、頭からオレンジジュースを浴びせられたことだった。




「ごめんね、優ゆう馬ま。今日も遅おそくなりそうなんだ。ご飯は冷蔵庫の中に……」

　定期健けん診しんの時にかかってきたらしい、留守電のメッセージを聞きながら歩いていく。同じく携帯端たん末まつを耳に当てた男性がぶつかってきそうになるのをすっと避さけ、優馬は改札を出た。

　お昼はとうに回っていたが、帰宅時間にはまだ遠い。そんな時間帯だが、駅にはそこそこ人の姿が見られた。

　壁かべに貼はり付つけてある鏡が、優馬の姿を映す。医者にも言われたとおり、前回の定期健診のときに比べて少し痩やせたようだ。それは自分でも認めざるを得なかった。ジーンズのウェストは、指が二本入るほど余よ裕ゆうができてしまった。

　栄養状態が良くないのではないか、食生活はちゃんとしているかと訊きかれたが、適当に答えておいた。

　今の自分が毎日三食、栄養も完かん璧ぺきな食事を摂とることは難しい。料理は嫌きらいではないが、毎日毎日自分だけのために献こん立だてを考えて買い物に行き、料理を作り、片付けるという作業が億おつ劫くうなのだ。

「晩飯の代わりにアイス食ってたのが悪いのかな……もう少し外食を増やすか」

と財政状態をかんがみつつ計算しているときだった。

「あのっ、君っ、待っ、ふぎゃああああああっ？」

　情じよう緒ちよ不安定気味な高音の悲鳴が聞こえたかと思うと、突とつ然ぜんばしゃりと頭から冷たいものを浴びせられた。一いつ瞬しゆん何が起こったか分からず呆然とする。

「……なんだ？」

　我に返ったのは数秒後、そのときには白いＴシャツは裾すそまでオレンジ色に染まっていた。冷たい。……どころの話ではない。

　頭から浴びせかけられたのは、Ｌサイズのオレンジジュースだったらしい。しかも氷がてんこもり入っていたようだ。たくさんの細かく砕くだかれた氷が、皮ひ膚ふの上を滑すべり落おちていく。じっと手を見てしまった。

　誰かが優馬の腕うでを掴つかんだ。のろのろと視線をやると、見たことのない女性が後ろに立っていた。

　今時ないだろうというほどレトロなデザインの眼鏡をかけた、仕立ての良いスーツの女性だった。まっすぐな髪は、生まれてから一度も色を変えたことがないみたいに黒々としている。中学生といっても通るほどの童顔だ。大きな目に涙を浮かべ、

「こんな、こんなはずじゃなかったんですぅごめんなさいぃぃ！」

と泣きながら、ピンク色のハンカチで彼の額にしたたるオレンジジュースを拭ふき取とろうとしている。

　なすがままになっていると、ぶるりと震ふるえが来て、くしゃみをした。春とはいえまだまだ気温は低い。氷まで浴びせられても平気とは、とても言い難い気候だった。

「あのっ、私の泊とまってるホテルこの近くなんでっ、是非来てください！　シャワーもあるし、着き替がえも用意しなきゃあ！」

「あの……っ」

「早く来て、このままじゃ風か邪ぜ引いて気き管かん支し炎えんになってインフルエンザになって肺はい炎えんになって大変なことになるからあああ」
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　大変なのはあんたの頭だろうとツッコミを入れる余裕もなかった。見ず知らずの女性にホテルに引っ張り込まれ、衣服を奪うばわれ、シャワー室に放り込まれるという事態に陥おちいったのだ。抵てい抗こうどころか、言葉を差さし挟はさむ隙すきもなかった。

　駅から直結しているタワーホテルのドアマンは、全身にオレンジジュースを浴びた少年を見て目を白黒させていたが、驚おどろきたいのはこちらだった。

　ようやく落ち着いたのは、温かいシャワーを浴びているときだった。

「誘拐？　じゃねーよな、まさか」

　慌あわてふためいた女性の泣き顔は、悪いが余り聡そう明めいそうには見えなかった。無理矢理連れてくる手しゆ腕わんも力業だった。

「ホテル……というからには、まさか」

　ドアを開けると、「ごめんなさい、キミのことをとても気に入ってしまったから、無理矢理あんな手に出ちゃったの……」とタオル一枚身体に巻いた彼かの女じよが。

「なんていう展開じゃなさそうだよな」

　首を振った。あの子供みたいな泣き顔を思い出すと、そんな展開があるとは思えない。あっても困る。

　シャワーを浴びている間にもまたクシャミが出た。あのまま腕を振り払はらって帰宅していたら、マンションに帰るまでの十分の間に、風邪を引いていただろう。




「サイズはそれで大だい丈じよう夫ぶでした……？」

　新品のＴシャツとジーンズを着て、頷いた。自分が着ていたものよりも質が良いらしく、肌はだへの感かん触しよくが心地よい。シャワーを浴びている間に買ってきたらしい。

　眼鏡の女性は、ほっとしたように豊かな胸をなで下ろした。

「それ、お詫わびの品ですからどうぞもらってくださいね」

「あの……ここまでしてもらうわけには……」

　タオルで髪の毛けの水分をしっかり吸い取る。眼鏡の女性は目をうるうるさせたままずっとこちらの一挙手一投足を見守っている。

「センス悪かったですか？　気に入りませんでした？」

「そういう問題じゃなくて！　確かにジュースを浴びせられたのにはびっくりしましたけど」

　眼鏡の女性は、濃こい飴あめ色いろをしたカバンをごそごそさぐると、白い革の名めい刺し入れを取り出した。それを両手で差し出してくるので、少年も思わず受け取った。

　そこには篠しの田だ遥はる香か、とあった。全く知らない名前だった。だが、そこに刻まれているロゴに見覚えがあった。Ｒ＝Ｒというアルファベットと、葉っぱが組み合わさったような形をしている。

　リムローグ・リンデル社。通つう称しようＲ＝Ｒ社と呼ばれる、アナザー事業に関わる大だい企き業ぎようだ。あまりにも有名で、小学生すら知っている会社だ。

　目の前の童顔の女性が、そんな会社の社員であるとはにわかに信じられない。Ｒ＝Ｒ社の社員ですと言われるより、中学では保健委員をしていますと言われた方がまだ説得力がある容よう貌ぼうだ。

「俺は、名刺なんて持ってないですよ」

　ほんの少し芽生えた不信感が、そのような言葉を吐はかせた。この相手はなんなのか、得体が知れない。

「大丈夫。私は君のことを知ってるわ。如きさ月らぎ、優馬君。十六歳さいね」

「………………」

　優馬は息を飲んだ。間ま違ちがいなく、自分は「如月優馬」であり、言われたとおりの年ねん齢れいだ。相手の様子からして、それ以上のことも知っていそうな感じがする。だが、こんな女性は自分の知り合いにはいない。Ｒ＝Ｒ社に縁えん者じやもない。

　遥香は、優馬の視線によって、不信感を抱いだかれていることに気づいたらしい。「いやあああ」と大声を上げ、慌てふためきながら違ちがう違うと両手を振った。

「あああ、あの、その、びっくりした？　びっくりしたよね？　知らない女が自分のこと知ってるんだもんね。その、あのね、大丈夫！　お姉さん怪あやしい人じゃないから、落ち着いて！」

「そう言われて落ち着けると思います？　むしろそっちが落ち着いてください」

「お願いだから通報するとか、逃にげ出だすとか、そういうの勘かん弁べんして。ね、ね、別に拉ら致ち監かん禁きんしようってわけじゃないから！　話を聞いて欲しいの。私、駅から君が出てきたときからどうやって話しかけようかなあと思って、ずっと悩んでたんだけど、買ったばかりのオレンジジュースのことすっかり忘れてて、呼び止めた瞬しゆん間かんに手からすっぽ抜ぬけちゃって。あれ、よりにもよって五百ミリリットル入りのびっくりカップだったもんね。あの、普ふ段だんはあんなおっきいの飲んでないのよ。いつもはＳサイズなんだけど……今日はなんだかびっくりカップ気分で……でもいつも通りにしておけば良かった。あの中身、ぜーんぶかかっちゃったもんね。驚いたわよね、私ももうどうしたらいいのか分かんなくて」

　優馬はため息をついた。

　相手が何を言いたいのかさっぱり分からない。推測もできない。

「あのね。貴方は十分怪しいです。俺が今、通報しようかどうか迷ってるの、分かりますよね」

　右手に手のひらサイズの通信機器を握にぎる。警察に通報するのに一秒かからない。たちまちこちらの場所は特定され、警官が駆かけつけてくるだろう。遥香は飛び上がった。

「きゃああ！　どうかお願い、そんな、通報なんてされたら私、クビになっちゃったり給きゆう与よ査定でひどい目にあったりしちゃうからああ！」

　もし誘ゆう拐かい犯はんなら、のんきに給与査定の心配をする場合ではないはずだった。優馬はこいつは犯罪者にはなり得ないと判断した。それならば優馬が風ふ呂ろに入っている時点で通信手段を奪っただろう（念のため風呂の中に持ち込んでいたので、こっそり盗ぬすむのは不可能だったろうが）。

　おそらく、運悪く出会ってしまったちょっと特とく殊しゆな人だ。通とおり魔まのようなものだ。通り過ぎてしまえばきっと楽に忘れてしまえる。

「あの、あの、お腹空いてない？　ここのホテルの料理結構美味しいのよ。ルームサービスで好きなの頼たのんでくれて良いから、食べてる間私の話聞いてくれないかなあ」

「……帰りたいんですけど」

「も、もちろん帰ってくれても構わないんだけど、ほら、やっぱり今日こんなことがあったけどあれって一体何だったんだろうなーって、ちょっと気になったりなんかするとイヤじゃない？　後味悪いよね？　だから事情だけ、説明させてくれたらとってもとってもとっても嬉しい！　いつでも席を立ってくれて構わないし！」

「……………………」

　数分後、できたてのオムライスと、ホットコーヒーが運ばれてきた。卵がとろとろで、中身はバターライスではなくケチャップライスだった。

「どんどん食べて！　おかわり、いくらでもしてくれて構わないから！」

と遥香はすすめてくれた。気前は良いらしい。もしかしたら童顔のくせに高給取りなのかも知れない。

　遥香はテーブルに向かう優馬のすぐ近くに椅い子すを置き、ちょこんと座った。

「じゃあ説明させてもらうね。その、なんで私が優馬君のことを知っているかというと……君、この間まで『ヴィンダーロフの騎き士し』っていうゲームをしてたでしょう？」

　あつあつの卵をほおばりながら、優馬は頷いた。




　一ヶ月前まで優馬は入院していた。母親と妹とともに、バス事故に巻き込まれたのだ。バスは谷底に落ち、死人も出たほどの事故だった。命は助かったとはいえ、優馬の怪け我がはかなり深刻で、まともに動けるようになるまで非常に時間がかかった。

　その入院生活で、暇ひまな時間をゲームに当てたのだ。固定された足が動かなかったため、ゲームはちょうど良い気晴らしになった。

　優馬が熱中してプレイしたのは、画面の向こうのキャラクターを動かす二次元のゲームではなかった。

「μミユウ」というインターフェースがある。それは視覚、聴ちよう覚かくのみならず触しよつ覚かく、嗅きゆう覚かくまでをも再現した仮想ヴアーチヤ世界ルワールド、通称「アナザー」を提供するためのヘッドギアタイプの接続機器だ。

　μは接続した人間の脳内の視覚野、聴覚野などに直接信号を送ることで、仮想世界へと導き入れる。人は室内にいながらにしてアナザーにダイブし、仮想空間の中で好きなように動くことができる。アナザー内にはショッピングモールなどの商業施し設せつがあり、好きなジャンルの買い物を楽しむことができる。また世界遺産を再現したフィールドや、アカデミアと呼ばれる、地理的な制限を超えて通うことができる学校施設などが運営されている。

　もちろんゲームも多数提供されている。ジャングルの中を飛び回るゲーム、敵の宇宙船を打ち落とすゲーム、古城の中に入り込み幽ゆう霊れいを倒すゲーム、いくつものソフトが満を持して売り出された。

　その中のひとつが遥香の言う『ヴィンダーロフの騎士』というゲームだった。中世的世界に入り込み、剣けんをもって敵を倒しに倒すアクションゲームで、その難易度から「クリアできる者がいない」と評判だった。

　ラスボスである「狂気の王バンガーラ」は、防ぼう御ぎよ力りよくも攻こう撃げき力りよくも最大を誇ほこる魔ま物ものだった。巨きよ大だいな斧を振り回まわし、ちゃちな攻こう撃げきなどにはひるみもせず、猛もう烈れつな突とつ撃げきでプレイヤーたちを文字通り叩たたきつぶした。難なん攻こう不ふ落らくの城じよう塞さいのように挑ちよう戦せん者しやの前に立ちはだかり、たくさんの仮想の死を自らに捧ささげ続けていた。




「だけど君はクリアした。狂くるった王と対決して、打ち負かしたのよね」

「俺おれが勝てたのは、たまたまですよ。王の攻撃パターンが偶ぐう然ぜんこちらの都合良く出ただけで」

「ううん、たぶんそれでも勝てなかったの」

　遥香はくっきりきっぱりと首を振った。

「……は？」

「あのゲームにはね、プログラムミスがあったの。あまりに王が強すぎたでしょう？　強さのパラメータが全部十倍になっていたのよ。プレイヤーが王を倒せる可能性は、限りなくゼロに近かった。……君が言う、偶然。それがあったとしても、王を倒すことはほぼ不可能だったのよ」

　優馬は目を見開いた。

　魔物のように赤く光る目をしたあの王に倒された数は、何百回にも及およんだ。戦せん闘とう直前のところでセーブしていたのだが、何度も何度も向かっては斧おので一刀両断にされていた。何か条件が足りないのか、必要なアイテムや武器が足りないのか、各所をさまよったが、そんなものは存在しなかった。

　今も、狂気の王が待つ古城の風景を鮮あざやかに思い出すことができる。

　湿しめった空気、コウモリの群れ、低く響ひびく王の笑しよう声せい、その両手にある猛もう牛ぎゆうすら一刀両断にできそうな巨大な斧。

　頭上から降りかかる哄こう笑しよう。あの声に対たい峙じするために、全身の勇気を振り絞しぼったものだ。

　……それなのに。

「プログラムミス、だって……？」

「今ではデータが修正されているわ。君が倒した直後に。いまじゃクリアした人は何人もいるわ」

「……最悪だ……」

　がっくり身体から力が抜けていく。

　あれだけ苦労したのが、単なる調整ミスだとは。

「そんながっくりしなくても。君はすごいことをやり遂げたのよ！　開発者はみんな驚いたのよ。クリアできたはずがないのに、なんで勝てたのかって。さすがに君にメール出して尋たずねるわけにはいかないから、ログを確認したんだけど。すごい戦いだったわね……感動しちゃったわ。君、アナザーにおける反応速度がものすごいのね。常人離ばなれした数字だったわ。っていうか天才かも。君なら、μを使ってのアクションゲームなら、敵なしだと思うわ！」

「そんなことは……」

「ううん。やっぱりそれって生まれ持った才能よ。私だったらあんなの絶対無理だもの。アナザーのゲーム、酔よっちゃうのよね」

　画面を見ながらプレイする昔ながらの二次元ゲームと、アナザーにダイブしてプレイする体感型ゲームとは全く性質が違う。後者のゲームを楽しもうというのは、どちらかといえば相当なゲーム好きだ。

「ついでに、アクションゲームって、ものすごく苦手なの。実際にこの手でモンスターと戦うわけじゃない？　会社の人に無理矢理ゲームさせられたことがあるんだけど……ヒグマソルジャー」

「あ、知ってます。ほんとにクマと戦うみたいなゲームですよね」

　遥香は両手を握ってぶんぶん振った。

「常人がヒグマに敵うわけないわよ！　怖こわいのよ！　それにあんな攻撃かわせるはずないじゃないっ」

「俺、クリアしましたけど。隠かくしキャラがパンダなんですよね」

　遥香の動きがぴたりと止まった。

「アライグマも出ましたよ」

「それは見たかった……けど、それはともかく」

「あ、追加いいですか。ラーメンと、デザートにホットケーキと飲み物が欲しいんですけど」

　医者に栄養が足りないと言われたのは、別に優馬が小食だからではない。単にダイブに忙いそがしく、栄養補給を二の次にしていたからだ。

「いいから、頼んで。で、ちゃんと聞いて、私の話。優馬君は今、アカデミアに通っているのよね！　しかも帰国子女なんだよね！」

　無視しようとしたのだが、失敗した。

　優馬はうろんな目で遥香を見た。

「なんでそこまで知ってるのか、ほんと気味が悪いんですけど……」

　遥香の言うアカデミアとは、アナザー内に創設された仮想学園のことだ。世界各国の名だたる教授を招しよう聘へいし、さまざまな学科プログラムが提供されている。

　μを使って自宅に居ながらにして登校することが可能で、実際の学校同様の資格取得もできるということで、先進的な教育に身を投じたいという学生に限らず、身体的事情等で学校に通うことが難しい生徒も就学している。

　優馬は事故による入院の時期がかぶったため、日本での高校入学のタイミングを逃のがしてしまった。そこでイギリスにいる父親と相談し、アカデミアに通うことになったのだった。

　身体的事情で学校に通うことが難しい生徒や、登校拒きよ否ひによって学校に通うことが難しくなった生徒にも門戸が開かれている。また、有名教授目当てに体験入学をしたり、一ヶ月に数コマ程度の授業を受けている学生は少なくない。

「で、そろそろ本題に入ってもらいたいんですが。説明とかいらないんで、結論だけ言ってもらえると助かります」

　遥香は背筋をぴんと伸のばした。

「あのね、私、実はお願いしたいことがあって、優馬君に話しかけたの」

「ジュースかけたの、わざとですか。まさか」

「違うわ！　それは純じゆん粋すいに、単なる私のドジです。ごめんなさい」

　遥香はぺこりと頭を下げた。やや丁てい寧ねいすぎるほどの仕草だった。そして彼女はゆっくりと顔を上げ、真面目な顔で姿勢を正した。




「……あのね、うちの会社では今、ある人物を捜さがしているの。今のアナザー事業の基き礎そを作ったと言っても過言ではないような人で……知らないかな？　三み輪わ薫かおるって人」

「聞いたことはあります。μの開発者ですよね。全然表に出ない人で、写真もなくて、年齢性別全部不ふ詳しようとか。あ、Ｒ＝Ｒ社の人ならそのへん知ってるんですか？」

「まさかっ、私みたいなド平社員がそんなトップの上の雲上人の情報、知ってるわけないじゃない！」

　遥香は「三輪薫」の絢けん爛らん豪ごう華かな経歴を熱っぽく話し出した。

　早熟な天才で、十歳でアメリカの大学を卒業した。脳の学者であり、エンジニアであり、Ｒ＝Ｒ社の創設に関わり、経営にも携たずさわり、アナザーに接続するインターフェースの開発も行った。単なる研究者の枠わくを超えた人物として知られている。

　もしかしたら遥香は、単なる三輪薫のファンなのかも知れなかった。

　優馬がホットケーキを食べ終わるまで、延々と偉い業ぎよう話は続いた。遥香は理系の専門職らしく、時折専門用語が混じった。

「三輪様は、数年前から行方不明になってしまわれたの。Ｒ＝Ｒ社の経けい営えい陣じんと方針が合わなくなったからとか、数十億単位の詐さ欺ぎにあったからとか、いろいろな噂うわさがあるんだけど、理由は不明。私はね、三輪様を捜すよう、社に命じられているの。これはほんとは秘密任務なんだけどね」

　真面目にそう言い放つ遥香に、優馬はとてもひどいことを言いたくなったが、かろうじて耐たえた。遥香はあまりにも純真に、純粋に信じているようだ。自分が閑かん職しよくに回されているとはつゆほども思っていない。想像すらしていないようだ。

　こんなに説明が無む駄だばかりで長いのだ。肝かん心じんな部分だけが見事に抜けている。きっと仕事もできないのだろうと思われた。

　優馬の視線が生温かくなったせいで、遥香ははっと身じろぎした。

「ちょっと。君が何考えてるか、なんとなく想像ついたんだけど……違うからね！　三輪様を捜すのは我が社にとって、とっっっても重要で必要なことなのよ。μの次の、次世代インターフェースの開発にも関わることなんだから。そりゃもう、Ｒ＝Ｒ社においても一二を争う重要任務なのよ！」

「ああ……そうですか」

　怒おこると遥香は余計に中学生に見えた。これで頬ほおを膨ふくらませたりしたら完璧だ。

「もうっ、私が好きこのんで君に声かけたとでも思ってるのっ？　言っとくけど、私は暇じゃないんですからね」

「暇じゃないんだったら、さっさと結論を言ってくださいよ。俺だって、のんびり話してる時間なんかないんだ。午後からは授業があるし」

　確かに、今までの話はほとんどすべて脇わき道みちだった。そのことに気づいた遥香は押おし黙った。そうね、と頷くと、言葉を選ぶようにゆっくりと話し出した。

「あのね、三輪様が、アカデミアにいるっていう噂があるの。外からはアクセスできない閉へい鎖さ空間を作り出して、隠れているって……アカデミアの中に秘密の場所があるって噂、きいたことない？」

「……ありません」

　考えたが、思い当たるようなことはなかった。

　アカデミアは中世ヨーロッパの城をイメージして作られている。生徒数は、千人程度だ。優馬は人付き合いが活発な方ではない。そんな噂があったとしても、おそらく耳に入ることはないだろう。

「うん。でもね、あるのよ」

　だが、遥香は静かに断言した。

「三輪様は……おそらく三輪様と考えられる人は、そこに全く新しいゲームを作ったの。そのゲームの名前はね、『Walpurgisヴアルプルギス Nightsナイツ』」

　ヴァルプルギス。

　それは確か、魔女の祭りの名前だった。

「今のＲ＝Ｒ社の最新ゲームが三代前のポンコツ媒ばい体たい用ソフトに思えるほどのゲームですって。……アナザーの構築能力では、三輪様は世界随ずい一いちの技術の持ち主だから、当然かもしれないけど。そのゲームには、アカデミアの生徒しかダイブすることができないの。だからたぶんアカデミアの生徒の間では少しは噂になってるんじゃないかと思ってたんだけど……なってないのかなあ……」

「へぇ……」

　アイスココアを飲みながら、優馬は気のない返事をした。

　あの学園に、生徒しか入ることのできない空間がある。

　それは天才の創り出した、現在最さい高こう峰ほうのゲーム世界である。

　遥香が「お願い」してくることが、これで分かった。

「つまり、俺にそのゲームに参加して、三輪薫を引っ張り出して欲しいってことなんですね。……三輪薫も、参加してるんですか」




　遥香はぱん、と手を叩き、指を祈いのる形に組み合わせた。

「よく分かったわねえ！　ええ、そうよ。そうなの。そういうのって、とってもあの方らしいことなの。上層部もそれを知って、頭を抱かかえていたわ。アカデミアは学校法人だから、学生証もない社員がぞろぞろとダイブすることを許してくれるとは思えないし、目的を知ったら余計断られるわ」

「でも、ありえるんですか。アカデミアは学校なのに、ゲーム世界を中に作るなんて」

「三輪様はアカデミアの設立にも関わっているし、アカデミアの持ち主は国だから、国の中ちゆう枢すうにも三輪様の力が及んでいるのかも知れない。それに、問題が起きたら全て消してしまえばいいのよ。全て夢だったみたいに。そんなの簡単なことだわ」

　荒こう唐とう無む稽けいな話だ。にわかには信じがたい。だが、この篠田遥香の妙みように濃い個性が、この話が嘘うそではないような気にさせてくれる。

「三輪薫は何のためにそんな空間を作ってるんです？　Ｒ＝Ｒ社からの殺し屋から逃げてるとか？」

「違うわっ。そんなことになったら、私が守るわ！　……じゃなくて、Ｒ＝Ｒ社と三輪様の間にちょっと意見の食くい違いがあるのは確かだけど。ほら、お金とか権利とかややこしい問題がいっぱいあるのよ、大人には。……でも別に三輪様がお金に執しゆう着ちやくしてらっしゃるとか、そういうことじゃないの！　あの方が興味があるのは、現実を超えたアナザーを生み出すことなのよ！　アナザーは、人類にとっての新世界だもの。それに……生徒ならば、分かるでしょう？　あれは素晴らしい創作物だわ。アナザーの最高峰と言っていい。でも、『Walpurgis Nights』は、アカデミアよりもっともっと進化しているらしいのよ」

　アカデミアは、世界最高水準の技術でもって作られている。膨ぼう大だいなリソース、莫ばく大だいな維い持じ費ひをかけて。ダイブすれば、まるで映画の中に飛び込んだような感覚に襲おそわれる。

　あのクオリティを超えるゲームが作られたとしたら、それはきっとあの『ヴィンダーロフの騎士』すら比べものにならないだろう。

「……それって、噂なんでしょう？　俺、アカデミア以上の場所があるなんて信じられないですよ」

　遥香は何か必死に言葉を連ねようとした。だが、優馬を信じさせるには言葉だけでは足りない、と悟さとったらしい。ベッド脇わきのテーブルの上に置きっぱなしだった薄うすい袋ふくろを取りに行った。

　優馬のそばに戻もどりながら、袋から中身を取り出す。それは少し古めのタブレットパソコンだった。

「古いけどまだまだ現役なのよ」

と言いつつ画面を起動させる。起動後の画面に、とてもファンシーな画像が使われており、遥香は慌てて右手を画面の上で滑らせた。するとデスクトップにおいてあったらしい動画ファイルが読み込まれ出した。

「ゲーム内を撮さつ影えいしたものよ」

　不ふ明めい瞭りようで、時折視界に斜しや線せんの走るようなデータだった。だが、優馬は息を飲んだ。

　アカデミアを映した映像を見ても、それを現実と見まごうことはない。絵に描えがかれた人間を、リアルの人間と見み間ま違ちがうことはありえないように。

　だが、その映像は、この世界のどこかにこういう風景の場所があると言われたら信じてしまうようなクオリティだった。少し見ただけではこの世のものにしか見えないのだ。




　撮さつ影えい者しやはゆっくりと草原を歩いている。夜風が草を撫なでていく。草はゆるやかにおじぎをするように倒たおれ、また起きあがる。空には、月が浮うかんでいる。見たこともないほど巨大な月が、二つ。

　それがこの映像が現実のものではないことを教えてくれる。

　突とつ如じよ、撮影者の前にモンスターが現れた。その造形は、竜りゆうと呼ぶしかない。緑色の皮膚をしたそれは獰どう猛もうな牙きばを剥むきだし、撮影者を威い嚇かくしている。昔誰だれかが創造した幻げん想そう世界の生き物が、生きて動いている。背中に乗っていた誰かが、飛び降りた。

「ドール！」

　撮影者は叫さけんだ。

　長い銀ぎん髪ぱつに紫むらさき色いろの目をした美女だった。異質なことに、その瞳どう孔こうは鍵かぎの形をしている。表情がない。まるで撮影者が呼んだとおりの存在、人形ドールであるかのように。

　……これ、モンスターよ。と遥香の説明する声が遠くに感じられる。

「この世界のデータを外部に送ることは、禁止されています。あなたは禁止項こう目もくに触ふれました。よって、処しよ刑けいされます」

　感情の無い声で、女は告げた。人形が喋しやべったようなその口調は、聞く者の不快感を煽あおる。

　確かに「処刑」という言葉が聞こえた。

　そして人形は両手を天にさしのべ、何事か呟つぶやいた。

　混乱し、逃げようとする撮影者に銀色の髪かみの女は飛びつき、そして狂ったような甲かん高だかい笑い声を立てると光の粒つぶになって消えた。

　撮影者の、息をのむ音が届いた。

　いつの間にか、囲まれていた。現れたのは、三人の女たちだった。年齢も格好も浮かべる表情も異なる三人を前に、撮影者は、

「……魔ま女じよ！」

と叫んだ。そして剣を鞘さや走ばしらせる音が響いた。彼かれは、魔女と戦おうとしたらしい。だが全ては無駄だった。

　金の髪の魔女は男に「止まれ」と命じた。その瞬間に男の足は動かなくなった。何かを振ふり払はらおうとしているのか、小刻みに動こうとするが、無理だった。

　青い髪の魔女は圧あつ倒とう的てきな魔ま力りよくでもって、男を黒い雷かみなりで撃うった。攻撃を受けた男は武器を取り落とした。

　黒い髪の魔女は、神話時代の産物のような槍やりを構えたかと思うと、瞬しゆん時じに距きよ離りを詰つめた。そしてその刃はがまっすぐに男の胸を貫つらぬいた。

「く……ぉ……」

　レベル一の初心者がラスボスに向かったかのような、無む惨ざんな戦いだった。逃げようとするも不可能。ただ、狩かられるためにやってきたウサギのように、無造作に無む慈じ悲ひに殺される。




「三人の魔女よ。彼女たちはＮＰＣじゃなくて、ゲームの制作者側の人間だと思うの。このゲームはね、『魔ま女じよ狩がり』なのよ。彼女たちを倒すことがクリア条件みたい。……おそらく魔女を操っているのは三輪様だと思う。もしそうでなくても、彼女たちは必ずゲームの創作者である三輪様につながってる」







[image: ]







　優馬は遥香の言葉を聞いていなかった。

　その目は、一心不乱に魔女を凝ぎよう視ししていた。遥香のパソコンを勝手に操作し、再び動画を開始させる。風景の中を歩いていく部分は早送りさせ、魔女の登場のところで一時停止させた。コマ送りしながら、目当ての人物が一番見えるシーンを探す。

「なに。どうしたの」

「あんた……これ知ってて、俺にこの話を持ってきたの？」

「え？」

　口調に気を遣つかう余よ裕ゆうもなかった。優馬は魔女の一人がはっきりと映ったところで一時停止する。だが確信を得るためには、あまりにデータは不明瞭だった。

「なに……もしかして、知り合い……とか？」

「このゲームに入る方法を教えてくれ。早く！」

　優馬の勢いに押され、遥香は目を白黒させた。途と中ちゆうまで、優馬はこの話を断るつもりだった。それは遥香にもなんとなく感じられており、どう説得すればいいかと頭を悩なやませていたのだが。思わぬ、遥香にとっては好都合な展開となった。







reverieSIDE

３章　すごい失敗しちゃった







　オリエと共に森を抜けると、細い道はなだらかに村に続いていた。モンスター棲息地域やダンジョンから村に戻るまでの道は長いようにも、短いようにも思える。

　ゲーム内での時間経過は、現実においてのそれと少し異なっており、感覚が当てにならない。そのためウィンドウにタイマーを設定する項目がある。時にダンジョンの中で設定した時限になってしまい、退出ログアウトを余よ儀ぎなくされることもある。ようやくのことでたどり着いたボス戦でそのようなことになっては泣くに泣けないため、タイマーの確認はしっかり行う必要がある。

　このゲーム世界の広さは今のところ計りしれないが、人が入り活性化したダンジョンは十以上、目覚めているボスモンスターは数十匹ぴき。レベル上げに都合のいい穴場などはプレイヤー同士で教え合ったりしている。




　ゲーム世界への入り方は、遥はる香かが教えてくれた。

「アカデミアにダイブするでしょう。すると門に出るわよね。学園の中には、隠された地下室があるの。図書室の前にガーゴイルの像があるでしょう？　その視線の向かう方向にまっすぐ行くの。そうするとまたガーゴイルの像があるから、また視線の向かう方へ。それを繰くり返かえしていくと、最後には小さな階段が見つかるわ。この階段はね、ガーゴイルの像の通りに進まなければ見ることができない階段なの。それを降りていくと、扉とびらがあるわ。木でできた、古い扉……」

　びっくりすると思うわ、と言われたとおり、その扉を見たときは飛び上がりそうになった。扉には、人の顔が浮かんでいたのだ。まるで老人のような目鼻立ちで、

『わしは、ガーシュイン。そなたはわしの体内に入る勇気があるか？』

とまるで木が喋りだしたかのように語り出す。

　扉には切れ目はなく、老人の顔は恐おそろしげに笑っている。

　勇気がある者は、その巨大な口をくぐり、アカデミアからもう一つの異世界へとダイブすることになる。




「はじめは気味が悪かったのよね、ガーシュイン。でも今はちょっと可愛いって言うか、挨あい拶さつすると答えてくれたりするのよね」

「俺のことは無視するって言うか、行ったら寝ねてたりするんだけど……あくびしてる口に飛び込んだりするんだけど……」

　オリエは自分にゲームへのダイブ方法を教えてくれたのは、同じゲスト生である先せん輩ぱいだと説明した。

「その人と一いつ緒しよにパーティを組んだりしないのか？」

と尋ねると、オリエは首を振った。

「あちらは全然違う国に落とされたの。まだ、こっちで出会ったことはないわ」

　ゲーム開始時、プレイヤーは落とされる場所を選ぶことはできない。

「結構レベルも高くて、ギルドマスターなんかもしてたりするらしいわ……」

　プレイヤーたちが一緒に戦うときはパーティを組むが、それはいつでも離はなれることができる関係だ。しかしギルドは違う。同じギルドに入ればアイテムや情報を共有することになる。だが一度ギルドに入れば一定期間は抜けることができない。

「ユウマ君はギルドに参加してたりする？」

「しない」

　ユウマはさらりと答えた。

「そうよね。レベル秘ひ匿とくなんかしちゃってる人が、ギルドに参加なんてしてるわけないか……あ、それってどうやるの？」

「ウィンドウの設定画面で全ぜん般ぱんのタブを選ぶと、個人情報の公開非公開レベル設定ができるから、そこで非公開レベルを最大にするんだ」

「あ、ほんとだ。できたできた」

　オリエはウィンドウを立ち上げ、操作して確認すると、ふーんと鼻を鳴らしてユウマをちらっと見た。

「かなりこのゲームやりこんでるよね。どれくらいダイブしてるの？」

「別に、それほど長くないよ。はじめはちまちまバトルを続けていたから……クエストに参加し始めたのは最近だ」

「どういうクエストに参加したの？」

「ゴブリン村のイチゴ狩がりとか……」

「ああ、あの最悪なやつ……私もクリアしたけど。報ほう酬しゆうがゴブリンコインだったのよね。速そつ攻こう売うり払ったわ」

「俺はなんとなく持ったままだ……」

　二人の歩く道は、「ヘイゼル村」にまで続いている。そろそろ村の姿が見え始めていた。

　麦畑のある、のどかな場所だ。のんびり穏おだやかと言えば聞こえがいいが、寂さびれた場所だった。

　村から猛もう烈れつな勢いで誰かが走ってくるのが見えた。オリエは目を丸くし、ユウマはげっと少し身を引いた。

「ユーーーーーマくぅぅぅぅん！」

　弾だん丸がんのような勢いで走ってきたのは、涙なみだ目の少年だった。ユウマと同い年か、年下だろう。少年は二人の所に到とう達たつすると、はあはあと息を荒あらくしたまま二人を見比べた。

　ちなみにゲーム内でも全力疾しつ走そうすると少し息が苦しくなる。脳がそう感じているためであるが、ゲーム内でいくら体を鍛きたえても現実世界には全く反映されない。

「ゆ、ゆ、ゆう……ゆ」

「落ち着け、リョータ。別に逃にげないから。逃げたくなったけど」

　リョータは呼吸を整え、それから道の真ん中で頭を下げた。

「ごめんっっっ！　ユウマ君。俺、すごい失敗しちゃったんだ」

　ユウマは遠い目をして西の空を見た。

　空はそろそろ茜あかね色いろに変わろうとしていた。

　ゲーム内では夕暮れの時間帯である。

「お前からその言葉聞いたのは、これで確か二十八回目だな。出会ってから十日くらいしかたってないけど」

　道でモンスターに襲われているリョータを助けたのがきっかけだった。イボイノシシに殺されるところだったリョータはノーザンライツでモンスターをぶった切ったユウマを見ていたく感動し、憧あこがれ、忠誠を誓ちかうなどと口走ったため、ユウマは全力で逃げ去さりたくなった。

　しかしリョータはユウマをつかんで離さなかった。そしてもっと助けて欲しい！　どんどん助けて欲しい！　と叫んだ。

　そしてユウマはリョータの話を聞いて絶句した。

　リョータは、クエストをウィンドウ一いつ杯ぱい、つまり二十も同時進行させていた。その内の何個かはクリアするのを手伝わされた。リョータは不思議と発生条件が謎なぞのクエストを起こすことに長けていた。それはユウマも認めざるを得ないことだった。

　オリエはリョータとユウマを見比べ、黙だまっている。

　リョータは涙目で言葉を続けた。

「あのさ、村娘むすめ救出クエスト、起こそうと思って頑がん張ばってたんだけどさ」

「ああ、ばっちりクエスト起こしとくから、ユウマ君は裏道からモンスターを倒しに行けば最短でクエストクリアできるからって、言ってたよな……」

　実際はオリエが先にクエストを起こしていたため、リョータが思おも惑わく通りにクエストを起こすのは不可能だった。このゲームでは同時に同一のクエストを起こすことはできない。つまりユウマがオリエの戦闘に参加したのは文字通り「乱入」であり、部外者でしかなかったのだ。

「頑張ったんだよ。だけど、先にクエスト起こしたやつがいたらしくってさ。どうしても、どうしても無理だったんだ……ひどいよ、俺に許可もなく勝手にクエスト起こしてさ。どうせたちの悪いレアアイテム狙ねらいのハンターに決まってるよ」

　リョータは悲劇的な調子で嘆なげいた。すぐ隣となりに発生した冷気の嵐あらしには気づかずに。

「……なんであんたの許可を取らないといけないわけ」

　リョータの言い草を黙って聞いていられるオリエではなかった。ユウマはぎょっとしてオリエを見たが、オリエはすでに戦闘モードだった。つららのようにとんがった声が、耳に突つき刺ささる。

「なんだよ君……関係ないだろ？　部外者がいきなり会話に参加しないでくれよ」

「できれば部外者でいたいけど、そうもいかないのよね。私の起こしたクエストに乱入してきた上に、狙ってたアイテムを取られちゃったんですもの。話聞いてたら、なによ、ぜーんぶあんたが悪いんじゃない」

「え……クエスト起こしたのって、君？」

　リョータは眉まゆをひそめ、非難するような眼差しでオリエをじろじろ見つめた。オリエは立ち向かうように胸を張った。リョータは身長差も気にせず、オリエに人差し指を突きつけた。

「じゃあ、全部君のせいってことじゃないか！」

「なんでそうなるのよ！」

「君、初心者だろ？　たぶん君には分からない高等な話だから、僕ぼくとユウマ君の会話に参加しないでくれよ」

　犬を追おい払うように手でしっしっとされ、オリエは顔色を変えた。

「あんた……失礼なのもいい加減にしなさいよ！」

　火にかけられたケトルがピーッと音を立てるのを見るようだった。オリエはリョータにつかみかからんばかりの勢いで文句を言い、リョータはリョータで相手を逆なでするような言葉を選せん択たくして言い返す。

　二人は、非常に相性が悪いようだった。

「ああ、まあ、そんなところにしといたらどうかな……」

　ユウマの弱気な仲裁は、

「黙っててっ！」

という二人の声に無力化されてしまった。

　思わず黙ってしまったユウマだが、よくよく考えれば悪いのはリョータだった。中ちゆう途と半はん端ぱな情報でユウマを踊おどらせ、オリエのクエストに乱入させた上に、なぜか今オリエに食ってかかっている。

「いい加減にしてよ、ほんとに不ふ愉ゆ快かい。だいたいなによ、初心者ですって？　あんたはレベルがいくつだって言うのよ！」

「聞いて驚おどろくなよ。レベル……二十五さ！　ここまで来るのに苦労したんだからな」

　レベルと二十五の間に、非常に長いタメがあった。

　ふふんとリョータはオリエを見下す。背はオリエの方が高かったため、ふんぞり返る格好になった。

「はっ。今もーんのすごい冗じよう談だんが聞こえたんですけど。二十五って。それであんたあんな大口叩たたいたわけ？　生きる恥はじってこのことよね」

「なんだよ、だったら君はレベルいくつだっていうんだよ」

「少なくともあんたより高いわ！」

　止められそうにない。ユウマは二人から目をそらし、ため息をついた。そして、視線をそらした先で信じられないものを見た。

　村が崩ほう壊かいしている。中央の建物に、木でできた車がぶつけられて崩壊している。外を出歩いているはずの村人の姿は一人とてない。

　目をこらせば、麦畑のあたりに何かがいる。小山くらい大きなモンスターが、踊り狂くるっているように見える。毛むくじゃらの紫色の牛が二本足で立ち、右手に斧を持って「ウッホッホ、ウッホッホ」とリズムを取っているような。

　おそらく村人たちは家に閉じこもっているのだろう。

「おい、リョータ……あれ」

「そうだよ、あれなんだよ！　だから、ユウマ君に相談しようと思ってたんだ！　村娘むすめ誘ゆう拐かいクエストを起こすのには失敗したんだけど、なんか代わりに『村の牧師は実はモンスターだった！』クエストが発生しちゃってさ……時間制限があって、あと三十分内にあいつ倒さないと、あの村滅ほろんじゃうんだってさあ」

　村娘救出クエストを起こすには、ある時期に村長に話しかけるだけでいい。

　だがこの牧師のクエストを起こすには、村のあちこちで不思議な現象を目もく撃げきし、女たちの噂うわさ話ばなしを耳にし、なおかつ牧師の寝ね言ごとをきいた上に後をつけて教会裏の泉で顔を洗っているところに立ち会わなければならない。非常に発生させることが難しいクエストと言えた。

「お前……なんでそんなクエスト起こすのうまいんだよ！　ケンカしてる場合か、さっさと言えっ！」

「村が滅んだらさっきのクエストクリア報酬、どうなるのっ？」

「もちろん、報酬ごと滅ぶに決まってるだろ……！」

　ユウマとオリエは走り出した。リョータが「うわーん待ってくれよ、俺おれも手伝うからーっ」と泣き声を上げて後に続いた。




　麦畑は踏ふみ荒あらされ、破は壊かいされていた。時間がたてばたつほどひどいことになっただろう。このゲームでは、村が滅ぶような事態はいくらでも発生する。その場所からは家も畑も人々の姿も消えてしまうのだ。まるで、元々無かったもののように。

　アンバランスなほど上半身の巨きよ大だいな人の身体に、牛の頭をくっつけたようなモンスターだった。ぎょろり、と大きな目を動かしてあたりをさぐっている。

　モンスターが、ユウマたちに気がついた。

　黒光りする巨大な刃の斧を振りかざし、モンスターは吠ほえた。その声に、がんと頭を殴なぐられたような心地がした。




　サーチする。現れた情報は、［咆吼するミHowling ノタウロスminotaur］、レベルは不明。ＨＰゲージはもちろん満タンだ。




「レベル……実は大したこと無い、なんてこと……ないよね……」

　オリエが絶句する。ようやく追いついたリョータも足を止め、呆ぼう然ぜんとミノタウロスを見上げる。

　その体たい躯くは、小さな家ほどはあるだろう。全身を革鎧よろいで固めている。装備している片かた手て斧おのは、人間のプレイヤーには持つことができないほど巨大で、上から落ちてくればまっぷたつに割られてしまいそうだ。

「牧師に話しかけたらさあ、見～た～な～って、怖こわい顔で振り返ったんだよお……俺、びっくりしたよ」

「自分のレベル考えてクエスト起こしなさいよっ！　ここで全ぜん滅めつなんてことになったらどうしてくれるのよーっ」

　責めながらも、オリエは逃げるつもりはないようだ。リョータもそれは同様だったが、鉄の剣けんを持つ手がぷるぷる震ふるえている。

　こちらの弱気を見み透すかすような、馬ば鹿かにしたような笑みをたたえながら、ミノタウロスは吠えた。

　そして、一気に襲いかかって来た！




　戦せん闘とう開始だった。

　どん、どん、どんと地面を鳴らしながらミノタウロスは一気に三人との距離を詰めた。そして一人一人に顔を近づけ、ブフゥッ！　と鼻息を吹ふきだした。それが発動条件だったのか、三人の前に金緑色の光の粒が弾はじけた。魔ま法ほうの発動する効果エフエクトだ。

　そして三人の身体は小さな竜たつ巻まきに包まれた。

「あゃああぅぁぃやあ～～」

とおかしな悲鳴を上げながら、リョータが後ろに回転しつつ吹き飛とばされていく。オリエもこらえようとしたものの、勢いを殺すことができずに体勢を崩くずした。

「……大だい丈じよう夫ぶか！」

とユウマに問われたオリエだったが、鼻息ひとつに動どう揺ようする己に怒いかりを覚えたのか、赤くなったまま頷いた。リョータは地面に転がったままだ。




　ミノタウロスは、魔法に耐たえたユウマを、じっとりとした視線で眺ながめた。そして、巨大な片手斧を振り上あげる。

　次の瞬しゆん間かん、がきぃっ！　と音を立ててノーザンライツがその攻こう撃げきを受け止めていた。

　オリエはその見かけから、ミノタウロスは鈍どん重じゆうなモンスターだと考えていた。だが大おお間ま違ちがいだった。斧おのは恐ろしいほど高い位置から、まるで雷のように振り下おろされた。自分であれば、間ま違ちがいなくその一いち撃げきで戦闘不能に陥おちいる。

　足が地面にめり込むほどに重い攻撃。ユウマのＨＰゲージが減少したのが見えた。あまりにも重い攻撃は、それを受けた者にもダメージを与あたえることがある。

　だがユウマも、黙って攻撃を受けてばかりはいなかった。

　刀身を斜ななめ後うしろに下げて構えた姿勢から、

「うらああああぁっ」

　回転するほどの勢いで、ミノタウロスの足に斬きりつけた。

　光が飛び散るエフェクトに、オリエはかなりのダメージを期待する。だが、すぐに絶句した。

　ミノタウロスは自らの武器を盾たてにし、ユウマの攻撃を防いでいた。

　ユウマは舌打ちし、そのまま引ひき戻すように剣を相手の横腹に叩きつけようとする。だがミノタウロスは再び斧でその攻撃を防いでみせた。




　もしかしたら魔法による攻撃が有効なのかもしれない、とオリエは考えた。

「疾るLightni雷撃ng bolt！」

　空中に白い光が現れ、次の瞬しゆん間かん雷らい撃げきがミノタウロスを襲う。

　雷らい撃げきはミノタウロスの腹にまともに当たった。

「…………ああ」

　ＨＰゲージは、もしかしたら一ピクセルくらい減ったかもしれない。ミノタウロスはほんのり温まった腹を不思議そうに見下ろしている。まるで効いていない。




　魔法では、ミノタウロスの防ぼう御ぎよ力りよくをはるかに超こえるようなダメージを与えることができない。ユウマは剣を構えつつ黙もつ考こうした。一人のときとは事情が異なる。

　確かミノタウロスは、全体攻撃スキルをもっている。あの片手斧で三人を一度に攻撃してきたならば、おそらくオリエとリョータは一撃……もって二撃だ。

　守らなければ。

　ミノタウロスは再び片手斧を振りかざした。

　ユウマはぎりぎりまで攻撃を見ていた。当たったところで、μミユウは実際に痛みまでは伝えない。だが、モンスターの体躯が、その鼻息が、その太い腕うでが、本物以外のなにものでもない迫はく力りよくで迫せまり来くる恐きよう怖ふは、確実に本物だ。

　呼吸を止める。自分の心臓の音が聞こえる。

　音が遠ざかっていくような感覚の中、ユウマは自分の前まえ髪がみを切り落としながら落ちてくるミノタウロスの攻撃を見ていた。

「危ないっ」

と叫んだのは、リョータだったか。ミノタウロスの腕のそばを駆かけ抜ぬけるように、懐ふところに飛び込んだ。

　不意に赤い目と、視線が絡からむ。

　モンスターの目に感情は無い。ただ効率的にプレイヤーを倒すためのアルゴリズム、データの集積だ。

「あああああっ」

　叫びながらユウマは跳ちよう躍やくする。ノーザンライツの刃がミノタウロスの頭に叩きつけられる。容よう赦しやない一撃にたまりかねてミノタウロスの身体は揺ゆらぐ。

　だがミノタウロスの意気は折れなかった。なおいっそうの闘とう志しに目覚めたかのように吠える。

　大音声にびりびりと皮ひ膚ふが震えた。リョータは悲鳴を上げて後退する。オリエには、ユウマの背中は全く恐怖を感じていないように見えた。

　オリエは目を離すことができなかった。ユウマの体躯よりも巨大に見える剣。ユウマは、まるで身体の一部のように操っている。

　両手剣であるため、盾を装備することはできない。だがユウマはあの剣を使って、見事にミノタウロスの強撃を受け止めている。

「あいつ、レベルいくつなの。あんた、知ってる……？」

「俺も知らない」

　ぷるぷるとリョータは首を振った。

「ユウマ君は、ゲームを開始してすぐあの剣を手に入れて……それから強くなったらしいんだ」




　ミノタウロスの肩かたを攻撃し、着地したユウマがぐらりと体勢を崩したように見えた。そのときミノタウロスの赤い目が、形勢逆転のチャンスに笑った。

「あぶない……っ！」

　オリエは駆け寄よろうとした。間に合わない。

　不意に寒気を感じた。それは、ミノタウロスからではなかった。




　空気が変わる。この場を支配しているのは、既すでにモンスターではなかった。

「目覚めよArise！　我は根extract 源に干from the渉す source……」

　ユウマの背中。切っ先が地面に刺さったまま、ノーザンライツが鳴動するのをオリエは見た。

　言こと霊だまが、剣を目覚めさせる。




「炎獄よblazing 、在れinferno」




　まるで魔法のようだった。その単語が生みだしたのは炎えん熱ねつ。ノーザンライツの刀身を、真紅の炎ほのおが取り巻いた。

　ノーザンライツの攻撃が当たる。それは普ふ通つうの武器攻撃ではなかった。まるで剣と魔法がひとつになったかのように、ヒットした瞬しゆん間かん炎ほのおがはじけ飛ぶ。炎熱がミノタウロスの身体を浸しん食しよくする。ミノタウロスが絶ぜつ叫きようした。

　ＨＰゲージが黄色く染まる。

　電子の光ひかり粒つぶが宙を舞まう。

　目の眩くらむような、連続攻撃。

「あああああああっ……！」

　一いつ瞬しゆんたりともユウマは敵から目を離さない。

　低い位置から、回転するような軌き跡せきを描えがいて打だ撃げきを加えた。たまらずにミノタウロスは吠え声ごえを上げる。その拳こぶしが、苦くるし紛まぎれにユウマの脳天に叩きつけられる。身体がくの字に曲がるほどの猛烈な一撃。おそらくオリエやリョータ相手であれば、その一撃で戦せん況きようが逆転しただろう。

　だがユウマは倒れなかった。鋭するどい眼光をミノタウロスに向ける。

　そして、最後の一撃が叩き込まれた。

　ミノタウロスの身体が、光の粒になって消えた。




「なに……いまの……」

　ユウマの伸のばす手に助け起こされながら、オリエは尋たずねた。ミノタウロスを倒したことによって、戦せん闘とう報ほう酬しゆうがオリエにも与えられた。経験値によって、レベルが上がる。今まで見たことのないような数値だった。

「その武器……一体、どうなってるの……」

　背後ではリョータが「ユウマ君に触さわるなぁ」などと訴うつたえていたが、全くオリエの耳には届いていなかった。

「その……説明しづらいんだ。ごめん」

　ユウマは軽く頭を下げた。

　そしてオリエとリョータを見比べると、ウィンドウを立ち上げた。あ、とオリエが声を上げた途と端たん、ユウマは躊ちゆう躇ちよ無く退出ボタンを押おした。

「ちょっと……！」

　ユウマの姿が消える。最後に見たのは、ユウマのすまなそうな表情だった。

　止める間もない早業にオリエは瞬まばたきし、そして、

「なんなのよーーーっ！」

と叫んだのだった。
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４章　ひあああ？







　耳元でブンという機械音がして、意識が戻もどった。アナザーから戻ってきたときは、いつも少し心臓がざわめいている。

　こちらがどちらか、考えるまでもない。視界を紫し黒こく色に染める遮しや光こうグラスを外す。

　いきなり起きあがったりはせず、ゆっくりと目を開ける……

「……わあああああっ？」

と、いきなり至近距離に顔を見た優ゆう馬まは悲鳴を上げた。椅い子すから転げ落ちそうになり、肘ひじおきの部分にかろうじて救われる。

　乱暴にμミユウの電源を切り、身体につけた機器を外し、

「何やってるんだ俺の部屋で！」

と叫んだ。

　侵しん入にゆう者しやは、気分を害したらしく頬ほおを膨ふくらませた。

「なによぅ。返事がないから心配したんじゃない」

「ダイブしてるのに返事ができるかよ！　……また不法侵しん入にゆうか」

「違ちがいますー。不法じゃありませーん。おなか空いてるだろうと思って、ご飯作ったんだよ。冷める前にダイブ終わらないかなーって」

　部屋に侵入していたのは、幼なじみの工く藤どう由ゆ希き菜なだった。優馬が怒るのにも全く気にする様子もなく、堂々としたものだった。

　それも当然で、由希菜にこの部屋の合あい鍵かぎを渡わたしているのは優馬ではなく、正当な部屋の持ち主である優馬の叔お母ば、香か奈な恵えだった。父親が外国、母親が入院中である優馬の保護者をしてくれているのは彼かの女じよだ。

　大きな病院の看護師として勤務しており、激務の上に勤務時間帯が日によって変わるため、優馬とは生活サイクルがあまり合わない。数日顔を合わせないこともざらだ。

　伸びすぎた前髪をかき上げながら優馬はため息をついた。

「で、ご飯何？　ラーメン？　そうめん？　うどん？」

「麺めん類るいじゃないもん。今日は、ビーフストロガノフです」

　シェフをしている父親に仕込まれただけあって、由希菜の料理の腕はかなりのものだ。小学生の頃ころには中ちゆう華か鍋なべを振り回まわしてチャーハンを作り、今ではクリスマス料理からおせち料理まで、一人で作ることができる。
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　今回も一口食べた優馬は「……うまい」と呟つぶやいた。

　由希菜はえっへんと胸を反らせた。

　ゲーム内で出会った少女オリエは「清せい冽れつ」とか「凛りんとした」という表現が似合いそうだったが、由希菜の場合は「ふわふわ」とか「ぽよぽよ」とかいうのが似つかわしく見える。

　由希菜は優馬と同い年で、子供の頃はよく一緒に遊んだものだ。

　両親がレストランを経営しているため、由希菜は小さな頃から優馬の家によく遊びに来ていた。イギリスからようやく帰ってきた優馬と同じ高校に行けると喜んでいたのだが、優馬がアカデミアに行くと知ってがっかりしたのがついこの間のことだ。

　ふわふわした髪は天然パーマで、しゃべり方ものんびりしているため、女の子らしく穏やかそうに見える。怒らせると面めん倒どうだが、非常にからかいがいのあるタイプだった。

「なんかゲームでも始めたの？　二時間くらいダイブしてなかった？」

　一度様子を見に来て、それから再度やってきたのだろう。時計を見るとタイマーを設定したとおり、八時だった。夕食の時間にしては遅おそめだが、インスタントで簡単に済ませ、食後は教授から指示された課題をこなすつもりだった。

「ゲームは……ちょっとな。人に頼たのまれて」

「そんなダイブばっかりしてると、夜寝られないんだぞ。で、なんてゲーム？」

「お前が知らないやつ」

「なにそれ。ＲＰＧとかだったら私も好きだけどな、魔法使ったりするやつ」

「お前、この前アナザー酔よいしてただろ」

「大丈夫だよ、最近慣れてきたんだよ。この前授業で、友達とバドミントンしたよ」

　由希菜の学校ではヴァーチャルリアリティを経験させる授業があるらしい。由希菜はμでダイブするときの感覚になかなか慣れることができずに貧血を起こしたりしていたが、スポーツができるようになったのならばマシになったのだろう。

「へぇ。頑張ったじゃないか。あれだけ苦しんでたのに」

　優馬に労われると、由希菜はとても嬉うれしそうに微ほほ笑えんだ。

「うん！　だから今度一緒になんかスポーツしようよ。負けた方がドーナツ奢おごるの」

「ドーナツはお前が欲しいだけだろ。それにスポーツじゃなくて、ゲームで良いだろ……『ゴーストタウン』とか」

　由希菜は自分が作ったビーフストロガノフにタバスコでも仕込まれていたような表情になった。優馬はにやにやしている。

　一緒にゲームやりたい、と主張する由希菜と『ゴーストタウン』というゲームをプレイしたことがあった。だが、寂れた町の中を歩き回る幽ゆう霊れいたちの臨場感に由希菜が号泣し、強制退出することになったのだった。

「ふんだ。優馬がいまやってるのは、どんなの？　ＲＰＧ？」

「それに近い」

「前やってたみたいなやつ？　好きだねえ、ほんと。優馬だったらものすごくレベル上げまくって『雑魚どもは俺にひれ伏ふせー』なんて言ってるんじゃないの」

　由希菜は『ヴィンダーロフの騎き士し』にはまってずっとプレイし続けている優馬をそばで見ていた。一度ハマるといつまでも飽あきずにプレイし続ける優馬の性格をよく知っている。

「……なんだそのイメージ。それに、全然そんなことない。変な武器を装備してから、離れなくなって困ってる」

「なにそれ？」

　由希菜はスプーンを口にしたまま首をかしげた。

「ま、ゲーム内のことだから。聞いても分からないだろ」

「えー……まあ、そうなんだけど……ちょっとくらい話してくれても……まあいいや。優馬のことだから、もうクリア目前なんじゃないの？」

「いや、まだ全然」

　優馬ははっきり首を振ふった。

　まだ、魔女の尻尾しつぽすらつかめていない。




　テーブルの上には、金属製のクジラのついた写真立てがある。優馬がまだ小学生だったときに撮とった家族写真で、両親の仲のよかった由希菜一家も一緒だ。イギリスにいる優馬の父、入院している優馬の母。叔母の香奈恵。中央にいるのは優馬、そして妹の蓮れんだ。

　肩よりすこし短いくらいに切りそろえられたまっすぐな黒くろ髪かみと大きな瞳ひとみが印象的な、小さな少女である。右手はすがりつくように優馬の腕をつかみ、左手はしっかりと由希菜の手につながれている。由希菜の隣には、顔立ちがそっくりな由希菜の母がウィンクしてピースしている。この写真を撮ったのは由希菜の父だった。

　優馬と蓮と母がバス事故に巻き込まれたのは一年前のことだ。死人が何人も出た、大事故だった。優馬はそれが原因で何ヶ月も入院生活を送ることになったし、母は今でも目覚めないままだ。

　そして、一いつ緒しよに事故に遭あったはずの小さな蓮は、優馬が意識を取とり戻したときにはどこにもいなかった。

　青ざめた顔をした父の、

「やはり、蓮も一緒に乗っていたんだな？」

という暗い声を優馬は今でも良く覚えている。行方不明だと聞いたときには信じられなかった。バスでは隣の席に座っていた。どこかに転がり落ちて、そのまま苦しんでいるのではないかと、何度も悪夢を見た。

　バスから振り落とされてどこか違う場所に倒たおれているのではないか、と捜そう索さくの手を尽つくしたらしいが……今もって、蓮の消息は不明だ。生きている痕こん跡せきも、死んでいる痕跡も、なにも見つかっていない。




「蓮、今何してるんだろうな」

「ひ、ひあああ？」

　優馬の言葉に返ってきたのは、奇き声せいだった。顔をしかめた優馬が「なんだよ今の」と問う。由希菜は赤くなりながらふわふわ髪がみを人差し指でいじった。動揺したときの、癖くせだった。

「や、ごめん、だ、だってさ。蓮ちゃんのことは話したくないんだろうなって思ってたから。頑張って話題に出さないように出さないようにしてたんだよ、これでも。なのに、いきなり口にするから、びっくりして」

　確かに、話したくなかった。幼なじみで蓮のことをよく知っている由希菜とも、誰だれとも蓮の話をしたくなかった。

　だが、今は違う。

　遥はる香かに見せられた「Walpurgis Nights」の動画データ。その中に映っていた魔女の姿は、これ以上なく優馬を驚かせた。撮さつ影えい者しやに襲おそいかかった三人の魔女たちの一人、青い髪をした小さな魔女の顔は、妹の蓮の顔をしていたからだ。

　もちろんあの時点で確証があるわけではなかった。あのデータは画質が悪く、蓮に似た魔女は後ろの方で静かにたたずんでいた。音声もとれていなかった。そして、いくら蓮に似ていると言ってもそれはデータ変へん換かんされたアナザーでの姿である。他人の空似であると主張されても言い返せない段階だった。

　だが、気づけば「ゲームに参加する」と決めていた。

　そして、優馬は出会った。青い髪の魔女は、蓮だと思う。自分を「お兄ちゃん」と呼ばず、長く離はなれていた理由を説明せず、ただあの剣、ノーザンライツを渡した行動は解せないが。

　記き憶おくの中にある蓮と、アナザーでのレンは、全く同じに重なるわけではない。異質なところもある。だが、「ごめんなさい」と告げた、あの悲しげな顔を見たからには追わずにおれない。

　あのゲームの目的は、魔ま女じよを倒すことだ。居場所の分からない魔女を求め、世界をさまよう。それは生身の優馬の目的にも寸分違わず合がつ致ちする。それに、あのゲームに参加する条件が「アカデミアの生徒である」というのならば、あの学園を選んだのも運命のように思えてくる。

「なんで？」

「え」

「なんでいきなり蓮ちゃんのこと話したの？　なんかおじさんから連れん絡らくあった？」

　真しん摯しな由希菜の眼差しに、優馬は口をつぐんだ。由希菜には蓮に似た女の子を見たなどとは話していない。

　そんなわけがない。ゲームの中に蓮がいるはずはない。現実逃とう避ひするな、と言われるのが怖かった。もちろん由希菜がそんなことを言わないことを分かっていてもなお、怖かったのだ。

「……親父とは昨日話したけど、蓮の居場所についてはまだ分からないって言ってた」

「そっか」

　由希菜は睫毛まつげを伏せて小さく頷うなずいた。そのまま居心地の悪い沈ちん黙もくが続いた。ビーフストロガノフはとっくに食べ終わった。お茶を飲み込むと、優馬は立ち上がった。

「ごちそうさま。美味かったよ……いつもどおり」

「あ、うん！　その……全部食べてくれて私も嬉しい……」

　後半部分は、もごもごと口の中で呟かれた。

「部屋に戻るよ、課題があるから。皿はそのまま置いておけよ、後かたづけは俺がしとくから」

「え……いいよいいよ、やっとくよ。終わったらすぐ帰るよ。私も明日部活があるからさ、朝早いんだよ」

「あー。水泳部だったっけ、確か。泳げもしないくせに」

　がたんと椅子の音を立てて由希菜は立ち上がった。スプーンが転げ落ちる。

「失礼なあ！　泳げるもん、ちゃんと。ちょっとはマシになったねって昨日先せん輩ぱいに誉ほめられたし」

「絶望レベルが失望レベルになった程度だろ？　先輩もたまには誉めとかないと、可か哀わい相そうだって同情したんだろ」

　優馬の言葉に、由希菜はいきりたった。長いつきあいで、からかわれているとは分かっているが、受け流すことはできなかった。

「違うから！　クロールの息いき継つぎだって、三回に一回は成功するようになったし！」

「息継ぎは毎回成功するだろ、普通」

　優馬の指し摘てきに、由希菜は「うっ」と涙なみだ目で胸を押さえた。

「脂し肪ぼうがあるから浮うきやすそうだけどな、お前の身体。だけど前に進まないと意味ないぞ？」

「せっ……、せ、せ、せせせセクハラー！　ばかーーっ！」

　真っ赤になった由希菜が手近にあったぬいぐるみを優馬にぶつけた。そのうつろな目をしたクマは、叔母の香奈恵のお気に入りかつストレス発散用具であり、よく壁かべにぶつけられている。

　痛くも何ともなかったが、優馬は慌あわてて部屋に戻るふりをして、足を早めた。
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５章　なんであんたがここにいるのよ







　ユウマの通う「アカデミア」は、三番目につくられたアナザーの学園である。正式に稼か働どうしてから数年、その教育成果は各方面から一定の評価を得ていた。

　三代目アカデミアの風ふう貌ぼうは中世ヨーロッパ風の城である。細部まで精せい巧こうに作られたその建物には何百キロメートルもの領域があり、どこを見てもほとんど粗そがない。学園を一つ稼働させるのに、恐おそろしいほどのメモリと革新的なプログラムが必要とされている。

　アカデミアの図書館は「果てがない」と言われる。煉れん瓦が造づくりの建物の中に入り込むと、四方には本ほん棚だなが並んでいる。天まで届きそうなほどの本棚が、恐ろしいほど遠くまで並んでいる様は、圧巻の一言である。

「データが、データが混雑してますー」

「十九世紀の文ぶん献けんで、イラストが暴れ出しましたあ」

　中は妖よう精せいに似た生き物が蔵書を持って飛び回っている。金色の光を帯びた羽、二十センチくらいの身体をしたかれらは蔵書データについてのエキスパートである。図書館ではいろいろな時代のあらゆるジャンルの本をデータ化しており、その中にはもはや紙で保存するのに限界に達した何世紀も前の貴重な本も多く存在する。

　保存してある膨ぼう大だいすぎるデータベースを管理するのは妖精の役割だった。

　ユウマはその辺を飛んでいた妖精を捕つかまえると、教授に指定された古典の教本について尋ねた。

「検けん索さくします、少しお待ちください」

　綺き麗れいだが明らかな合成音で告げられてしばらく待っていると、答えにたどり着いたらしく、妖精は長ったらしい蔵書ナンバーを告げた。

　蔵書データは、アナザーにおいては実際に本として読むことができる。また、現実においてはユウマのノートパソコンにダウンロードし、専用ソフトで好きに読むことができる。コピーしたり印刷したり外に持ち出すことはできず、期日が来ればデータは消えてしまう。

「ご案内します、どうぞついてきてください」

　金色の妖精が飛ぶのを追いかけていく。図書室の中は永遠に近い広さがあるように見える。果てがないわけはないが、妖精の案内がなければ生徒はろくにこの中を歩くことはできない。迷った末に緊きん急きゆうコールをするのが関の山だろう。

　移動した先には、先客がいた。

　長い黒髪、ふたつ結ばれたリボン。

「あ…………」

　思わず漏もらした声を聞きつけ、蔵書データを読んでいた彼女はちらりと視線をこちらに向けた。そして本に視線を戻し、ぴたりと止まると再び振り向むいた。

「な、なんであんたがここにいるのよ……」

「いやだって俺、アカデミアの生徒だし……」

　それは間違いなくオリエだった。ゲームの中と同じく、アカデミアの制服を着ている。胸のエンブレムの色が違うので、彼女が正式な生徒ではなく聴ちよう講こう生せい、ゲスト扱あつかいの生徒であることが分かる。

　オリエのエンブレムは深緑、ユウマは紺こん色いろだった。

　ユウマは後ずさりし、知らぬ振りをして立ち去ろうとしたが、オリエはそれを許さなかった。容赦なくユウマを追いかけ、手首をつかんだ。もちろん痛くはないが、掴つかまれると動くことができない。

　無理矢理振り払はらうことはできたが、オリエの迫力がそれを許さなかった。

「離はなしてくれ……」

「だめ。ゲームだと、触っただけで攻撃になっちゃうときもあるけど。今は違うから良かったわねぇ」

「…………」

　ぎゅうぎゅう締しめ上げてくる力はかなりのものだ。そしてオリエはにこにこ笑いながら距きよ離りを縮めてくる。

「あのとき説明がめんどくさいとか言って、消えちゃったわよね。この手を離はなしたら、絶対逃にげるわよね」

　ユウマの手は、両手で包まれていた。振り払うこともできずにオリエの顔を近くに見ていた。

「逃げない！　たぶん！」

「たぶんじゃだめよ！」

　思わず言うことをききたくなるほどの迫力だった。

　睫毛の一本一本まで判別できる距離だ。オリエはどきどきしないのだろうか。こちらはこんなにも心臓がざわめいているというのに……いや、どきどきしてどうする！　とユウマは首を振る。そしてちゃんと話し合おうと提案しようと向き合い、少し前かがみになればキスできるほど近くにオリエの顔を見て息を止めた。

「話がしたいの」

「…………」

　ぶんぶん頷く。顔が熱い。だが、オリエの方はまじめくさった表情のまま、全然動揺していない。

「離してくれっ」

「逃げないって約束して！」

　じたばた騒さわいでいると、突とつ如じよピピー！　ピピー！　と音がした。

　妖精が一匹ぴき、二人の間を飛び回り、警告音を放っている。

「お喋しやべりする人は退室してください！　退室してください！」

　お前の方がうるさいじゃないかと言いたくなるような音だった。

　しつこく騒いでいると、妖精に違い反はんスタンプを押されてしまう。違反ポイントが貯まると、成績が下げられてしまう。試験で満点だったとしても、評価が下がってしまう。

「……どうする？」

「離してくれるか？」

「逃げないって約束する？」

「逃げない！　逃げないから！」

　二人は騒ぐのをやめて、話せる場所に移動することにした。







　時間帯のせいか、談話室には二人の他に誰もいなかった。小さなテーブルに椅子が並べられている。アナザーでは飲食を楽しむことはできないため、ここは単に座って話すための場所だ。技術的にはある程度の味覚を再現することは可能なようだが、今はまだその機能はつけられていない。アナザーへの過度の依い存そんを防ぐためだと言われている。

　オリエは姿勢良く背筋を伸ばして椅子に腰こし掛かけている。ようやく適正な距離を取ることができて、ユウマはひそかに息をついた。

「あのリョータって子にあなたのこと聞いてみたんだけど、あの子も全然なにも知らないのね。あの後、村でクエストクリア報ほう酬しゆうを手に入れたわ。私は村娘むすめ誘ゆう拐かいクエスト、あの子は牧師替かえ玉だまクエストの解決で。……結局、全部あなたのおかげだったから、お礼がしたいんだけど」

「いいよ。お礼なんか別に」

　オリエは「だめよ」と首を振った。

　アナザーでのビジュアルはやや美化される傾けい向こうがあるとはいえ、あくまでもベースとなるのは本人の実際の姿だ。ユウマは一度、現実のオリエを見てみたくなった。きっとモデルばりの美少女だろう。

　スカートから伸びている足は細く長く、腰こしの位置が高い。全てが綺麗なバランスで整っている。

　ゲーム内でも細長い槍やりを装備して構える姿は、まるで女性騎士のような凛とした風情があった。

「そういうわけにはいかないわ。お礼はきっちりさせて」

　そしてオリエは何か言おうとし、言いづらそうにもじもじした。ユウマが黙だまってみていると、少し頬を赤らめた。

「なによ、そんなに見ないでよ。なんかサーチされてるみたい」

「いや、こっちにはそんな機能ないから。……何か言いたいのかなあと思って、待ってただけだけど」

　何故かオリエは少し機き嫌げんが悪くなった。

「…………あなたのレベルとか、あの武器について知りたいんだけど。気になって夜も眠ねむれないわ」

　つっけんどんな問いに、ユウマは身を引いた。背中が椅子の背もたれに当たり、それ以上は下がることができない。

　それを見つめるオリエの眼差しは、逃げようとするネズミを見つめるネコのそれだった。

「えーと……その話はまた、ゲーム内で出会ったときにってことでどうかな……」

「なんだか二度と出会えない気がするからダメよ」

　オリエは力強く却きやつ下かした。見抜かれている。ユウマは頭をかいた。どう言いい逃のがれしようとも追つい及きゆうが休まる気配はない。むしろオリエはより意地になって追いかけてくるだろう。

「私、あのゲームをクリアしたいの。というか、魔女に出会いたいの。そうだ、この噂うわさ知ってる？」

　オリエが声を潜ひそめる。

「あのゲームをクリアした人は、願いが叶かなえられるって」

「え……」

　どきりとする。一瞬何のことを言われているか分からず、頭の中でオリエの言葉を反はん芻すうした。

　願いが叶う。

　それは、とても抽ちゆう象しよう的てきな言葉だ。

「……信じてるのか？　そんな話」

「私をあの世界に連れて行ってくれた先輩が教えてくれたことだから……あの人が言うんだから、ちょっとは信じても良いかなと思ってるの」

　篠しの田だ遥はる香かはそのようなことは言わなかった。魔女はこのゲームの創作者だ、彼女たちに出会って話をして欲しい……と。遥香だって、自分の願いを叶えたいと考えている。

　ユウマも、妹に会わせて欲しいと願っている。

　魔女に会いたいと望む者は、結局は何かを彼女に期待しているのかも知れない。

「でもさ。願いを叶えてもらえるって言っても、それってゲーム内の話か？　リアルでの話か？」

「……それは分からないけど」

「願いとかどうとかいうゲームじゃないだろ。クリア条件は、魔女を倒すことだ。やつらを見つけて、倒して、おしまい。……だろう？」

「でも、そんな単純なゲームだとしたら、どうしてアカデミアの中に秘密で作る必要があるの？」

「…………製作者が酔すい狂きようなんだろ」

「ゲーム世界の環かん境きようプログラムはアカデミアのものを流用してるとしても、あのゲームを成立させるのには年間数億単位のお金が必要だって、先輩が言ってた。それって、酔狂でできる話かな？」

「年間数億の赤字を出してるとして、これ以上プレイヤーの願いを叶えてやる必要があるか？　ないだろ？　そもそも俺おれたちはあのゲームに対して、なにも対価を払ってない」

　言い返す言葉が見つからなかったらしく、オリエは黙った。

　あの場所は幻げん想そう以外の何ものでもない。運命の巡めぐり合わせによって入ることができた、閉へい鎖さ空間。いつ消えるかは全く分からない。今この瞬しゆん間かんにあっさりと消えてなくなり、二度とダイブできなくなっているかもしれないのだ。

「プレイヤーの間では結構この噂が広がってるみたい。最初はただあのゲームに感動してただけの人も、今じゃかなり本気になって攻こう略りやくを始めてるの。魔ま女じよ討とう伐ばつギルドなんてのも結成されたりして……」

「…………」

　自分より先に魔女のもとに至るプレイヤーが現れたら、とユウマは想像した。魔女の居城に我が物顔で侵入し、青い髪の魔女が彼かれらの剣けんにかかったら……。

　そんな事態は許すことができない。

「ねぇ、ユウマ君はやっぱり攻略目的なんだよね？」

「……そのつもりだけど」

　注意深くユウマは答えた。そもそもゲームをするのに攻略が目的ではない、という心理がユウマには信じられない。

　もしかしたら、いまだ自分たちのところに至るプレイヤーがいないのに業ごうを煮にやし、魔女たちが自ら「願いを叶える」などという噂を流したのかも知れない。そう考えると、ユウマには非常に納得がいった。

「魔女討伐ギルド……じゃなくても、ギルドとか興味ある？」

　なぜかオリエはもじもじしながらそんなことを尋ねてきた。

「ギルドに？」

　ギルドに参加するのは、パーティを組むのとは意味が違う。目先の戦せん闘とうのために手を組むのとは違い、ギルドとはいわば「同盟」だ。メンバー同士ならアイテムを交こう換かんするのにトレードを行う必要もない、ステータス情報も見ることができる。

「私、今までずっとソロプレイしてたんだけど、最近ギルドに誘さそわれることが多くて……ちょっとそういうのもいいかなって思ったりしてて……ユウマ君はどう思うかな……？」

「俺は、そういうの全然興味ない」

「…………」

「戦闘するのにいちいち待ち合わせしたり、クエスト参加するのにいちいちギルドマスターにお伺うかがい立てたりするんだろ？　俺、そういうの勘かん弁べん」

　ゆらり、とオリエは立ち上がった。話し続けようとしていたユウマは、オリエの表情に気がついて一いつ瞬しゆん押おし黙った。

　オリエは頬を赤く染め、怒おこっているようだった。しかし、ユウマにはなぜオリエが怒っているのか全く分からず、

「だ、だったらずーーっと一人でプレイしてたらいいじゃないっ！」

　頭から怒ど鳴なられた上に、すごいスピードで走り去っていくオリエの背中を見送ることになった。

「……なんだったんだ……？」

　いくら考えても、オリエの言動は、ユウマには理解できなかったのだった。







　自分の言葉を裏切ることなく、ユウマはこのゲームを開始してからずっとソロプレイを続けていた。やがてはそれが不可能になるときが来るかもしれない。だがそれまでは、誰かと一緒にやっていくつもりはなかった。

　アイテムウィンドウには、「蝶ちよう々ちようの首くび飾かざり」が表示されていた。毒を防ぐ効果はユウマには必要がなかったので、装備しようとは思わない。

　ウィンドウを操作し、首飾りを選せん択たくして削さく除じよしようとした。それは簡単な操作だった。

　たった一つとはいえ、アイテム欄らんが使わないもので埋うまっているのは、不便だ。

「………………うーん」

　だが、なんとなく指が動かなかった。

　あんないきさつがあったせいで、自分が手に入れたもののはずなのに、まるでオリエのものを預かっているかのように感じられた。




　はじめて鉄てつ剣けん城にたどり着いたとき、どうして良いか分からず呆ぼう然ぜんとしていた。ぼんやりと立っているプレイヤーなど、珍めずらしくないらしい。誰もユウマに関心をはらうことなく、門をくぐり、進んでいく。

　門のそばには長い槍を構えた兵が二人並んでいる。

「ここは剣けん帝ていのいます国、オルヴァント！」

「鉄剣城は旅人を歓かん迎げいする！」

　兵たちはユウマが前に立つと、威い勢せい良くそんな言葉を口にした。もっと詳くわしい説明を聞こうとすると、

「ここは剣帝のいます国、オルヴァント！」

「鉄剣城は旅人を歓迎する！」

と同じ言葉が繰くり返かえされた。

　その城はたくさんの剣でできており、鉄の匂においが充じゆう満まんしていた。剣帝と呼ばれる王者がいるらしいが、彼は姿を見せない。おそらく、彼が姿を現すためのクエストが存在するのだろう。

　誰も自分に関心を払わないと思えたのも道理で、すぐそばにいたのはＮＰＣばかりだった。だが、まるで生きている人間のように見える。

　遥香のタブレットパソコンをみたときには世界のクオリティに驚おどろかされたものだが、中に入ってみるともっと感かん嘆たんせざるを得なかった。ゲームの中に入り込んでいる。生きて、動いている。

　城の周辺には煉瓦造りの建物が並んでいる。一いつ般ぱん人じんの住む家屋や、宿屋、武器屋、防具屋、アイテム屋など、また魔ま法ほうなども売られているようだ。煙けむりの立つ煙えん突とつに、走り回る子供たちのＮＰＣ、城下町にやって来たという感じがする。

　時間経過もあるらしい。刻一刻と移ろいゆく光、人々の生活は規則正しく、何をもってしても破ることはできないように思える。

「あら、君、初心者？」

　その声を聞いたとき、ユウマは勢いよく振り返った。そこには、大きな槌つちを装備した少女と、背が低いが、眼光の鋭するどい少年がいた。

　二人とも、ユウマと同じくアカデミアの制服を身につけている。

「え？　いきなり巨きよ大だいスライムに襲われた？　嘘うそでしょー」

　赤毛の少女はけらけら笑いながらユウマの背中を叩たたいた。

「そんなものに出会ったとして、レベル一の新入りが生き延びられるはずがないだろ」

　眼光の鋭い少年は呆あきれたようにユウマを見上げた。確かに、そう言われれば言い返す言葉もない。

　そこで「ノーザンライツという剣を手に入れて……」と、あの大だい剣けんを二人の目の前にさらして説明する気にはなれなかった。二人はユウマを酒場に案内してくれ、初心者が装備を調えるのにちょうど良い店も教えてくれた。

　酒場と言ってもそこで飲んだくれるわけではない。このゲーム内における酒場は、情報収集するための場所だ。

　そこでユウマは基本的なことを教わった。




　いわく、このゲーム世界は、いくつかの国で成り立っている。

　はじめにユウマが落ちてきた「鉄剣城」がある、オルヴァント剣けん帝てい国こく。「花か宴えん城」のある、魔ま法ほう帝てい国こくニルディア。そして「十字城」のある宗教法国ランバー。

　プレイヤーが落ちるその三つの国は、たがいに距離がかなり離れており、行き来するのにもゲーム内時間で数日かかるらしい。

　他にもオルニス自治領区、ヴェスタ地下帝てい国こく、髑髏どくろ王おうの守る螺ら旋せん城など、さまざまな地方があり、それぞれに特色あるクエストが用意されている。

　プレイヤーたちが訪れる三つの国はそれぞれ色いろ濃こい個性をもっている。文字通り、鉄剣城では剣や斧おの、槍などの武器スキルを、花宴城では魔法に関するスキル、十字城では回復関連のスキルを高めるのに向いている。それらのスキルをバランス良く伸ばしていくことも大事だが、まんべんなく伸ばしていけばそれだけ成長するのに時間がかかる。まずは武器と回復、あるいは魔法と回復、と二種類のスキルを伸ばしていくのが常道だろう。

　初心者たちはしばらく城を拠きよ点てんに冒ぼう険けんに繰り出だすことになる。酒場で情報収集し、簡単なクエストを発生させ、モンスターを倒しては宿屋で体力回復する。

　プレイヤーたちはみな初心者に親切で、ユウマの質問には喜んで答えてくれた。ときにギルドに誘ってくれる者もいたが、それは丁てい寧ねいに断った。

「なんで？　一人でプレイしてて、楽しい？」

　親切なのか、熱心に誘ってくれる者もいたが、

「一人が性に合ってるから」

と言い続ければ最後には去っていった。

　もちろんユウマが誘いを断ったのは、ノーザンライツを人に見せたくなかったからだ。初心者のユウマにも、あの剣が特異なものであることは人に訊きかずとも分かった。誰かがあれを見れば、必ずどうやって手に入れたのか尋たずねるだろう。そのときは、魔女がくれたと言えばいいのだろうか。

　まさか、と首を振る。

　ウィンドウを立ち上げれば、ノーザンライツの説明が表示されている。

　名めい称しよう・ノーザンNothernライツ Lights、種別・両Sword/D手ouble 剣Handed。

　攻こう撃げき力りよく、重量などの数値が並んでいる下に、特とく殊しゆ項こう目もくが明記されている。そこに並んでいる単語を見てユウマは首をかしげた。

「……なんだこれ」

　進化Evolve、同Assimi化lation、浸蝕Corrosion……

　武器の説明として、よく意味が分からない。

　そして最後にあったのは、

「この装備はunremo外せませんvable」

という明めい瞭りような説明だった。

　昔のゲームには「呪のろわれた武器」というのがあって、それを装備すると装備から外れなくなってしまったのだが、まさか自分がそんな目に遭うとは思っていなかった。ユウマは武器屋に行き、安い鉄の剣を買って持ち替えてみようとしたが、何度武器装備枠わくに持っていっても、ノーザンライツと置おき換かえることはできなかった。




　今はユウマは「バンブー村」というＮＰＣしかいないような村に拠点を置いていた。近くにはほどよいレベルのモンスターが湧わくダンジョンがあり、ダイブしてはそこに一人こもって戦闘を繰り返していた。

　そこには初めてこの世界に落とされたときに出会った、巨大なグリーンスライムがたくさん棲息していた。今ではさしたる苦労もなく倒すことができる。

　魔女討伐ギルド、というオリエの言葉を思い出した。何十人ものプレイヤーが集まり、情報交換を行っているのだろう。もしかしたら、魔女につながる情報も既すでにやりとりされているのかもしれない。

　もしかしたらそういったギルドに参加した方が良いのかも知れない。ソロプレイでは依然魔女の尻尾しつぽすらつかめていない。そのことは分かっているが、ノーザンライツと自分の事情を考えると、どうしても踏ふん切ぎりがつかない。

　もしかしたら、あの録画者のようにこの世界の禁きん忌きに触ふれるような真似をしたならば、次の瞬しゆん間かん魔ま女じよはこの場に現れるのかも知れない。しかしそのときはきっと容よう赦しやなくあの力の前に敗北するだろう。

　ユウマはノーザンライツを抜ぬき、空にかざしてみた。

　武器には「熟練度」が設定されている。

　あの日からユウマが戦闘を繰り返したのは、このノーザンライツの熟練度を高めるためだった。戦闘を繰り返せば繰り返すほどノーザンライツは強くなる。説明にある進化Evolveというのはおそらく、そういうことなのだろう。

　店に売っているような武器にはそんな項こう目もくはない。それどころか、耐たい久きゆう度が設定されており、数字がゼロになればその武器は壊こわれてしまう。

　ノーザンライツは明らかに特とく殊しゆな剣だった。そのためにユウマは他のプレイヤーからサーチされてもステータスが見えないようにしている。ギルドに参加したらそれも見えるようになるのかと悩なやむが、よく分からなかった。

「レン……」

と呟き、長々と息を吐はき出した。

　最近ため息ばかりついている気がする。そんなユウマの背後に、巨大な影かげが降りた。

　間合いの長い槍の一いち撃げきを、ユウマは後ろ向きのまま避さけた。

　けたけたけたけたと笑っているかのような、乾かわいた音。薄うす暗ぐらいダンジョンにはこれ以上なく似合いな、［鉄槍のSkelton j骸骨兵aveliner］だった。腐くさって破れ落ちる服の間から肋ろつ骨こつが見えている。

　この場に由ゆ希き菜ながいれば、絶ぜつ叫きよう間ま違ちがいなしだ。

　そんなことを考えつつ、ユウマは槍の切っ先を避けた。スケルトンの背後、地下水路からはぬめぬめと光る鱗うろこの貼はりついた手が、伸のびてきている。

　この場に由希菜がいれば、気絶間ま違ちがいなしだ。

　モンスターが何なん匹びきも湧きだしてくる気配に、ユウマは薄うすく笑った。スキル上げには丁度良い。

「……行くぞ、相棒」

　手の中のノーザンライツが、応えるように熱を持った。
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６章　お前が連れてきたんだよな……？







「ぼーっとしてちゃだめだよ、転んじゃうよ」

と言われて半分寝ねていたことに気がついた。

　昨日はほぼ徹てつ夜やしてしまった。地下二階までの小さなダンジョンだと考えていたが、モンスターと戦っているうちに隠かくしスイッチを押おしてしまったらしい。落とし穴の先は、サラマンダーの巣だった。

　一匹ぴき倒たおしたと思ったらもう一匹湧わいて出た。それを倒せばもう一匹。

　トカゲはしばらく見たくない。

　今日は昼まで寝て睡すい眠みん時間を取り返すつもりが、なぜか由ゆ希き菜なに腕うでを引っ張られ、外を歩いている。

　勝手に入ってくるのはやめろと文句を言ったはずなのに、不思議なことに服もちゃんと外出用に替わっており、駅前を歩いている。自分で着き替かえたのかどうか、記き憶おくが曖あい昧まいなあたりが危うい。




　駅前には百貨店とショッピングセンターがある。土曜のため、いつもより人通りは多い。改札のそばを、腕を引かれて歩いていった。

　由希菜はピンク色のワンピースに春用のカーディガンを合わせて着ている。髪のせいか、ふわふわした印象の由希菜には、そういう女の子らしい服が非常に似合っている。

「……教えてくれ。今、どこを目指してるんだ？」

「何回も言ったじゃない。スイーツフェスタだよ！　期間限定で、ガロファーノが出店してるんだよ」

　ふらふらしている優ゆう馬まの腕を引きながら、由希菜はぎらぎらしている。

「スイーツって……ガロなんとかって……」

「ドーナツだよ。ドーナツーー！」

「ああ、ドーナツね……ドーナツ……ドーナツぅ……？」

　そして優馬は全身を甘あまい匂いに包まれることになった。

　百貨店の催さい事じ場じようには、女性客がわんさと押し寄よせている。期間限定で、和洋さまざまなスイーツショップがところ狭せましと出店している。チョコレート、マカロン、シュークリーム、アイスクリームにケーキ。ないのは駄だ菓が子しぐらいだろうか。

　イートインも充じゆう実じつしており、ここでしか食べられないメープルソフトクリームを見て、由希菜は言葉にならない歓かん喜きの声を上げた。

「今いま更さらだが、俺は、なんで、ここに、いるんだろう……」

「言葉切れ切れだよ、大だい丈じよう夫ぶ？　そんなに眠いの？」

「いや……心配そうに言われても……お前が連れてきたんだよな……？」

「だって優馬、ガロファーノのウェブサイト見て、このドーナツ食ってみたいって言ってたじゃない。だから一いつ緒しよに来たの。じゃ、ここに座ってなよ！　私買ってくるから」

　イートインスペースには、まだ席の余よ裕ゆうがあった。壁かべ際ぎわの椅い子すに座り、背中をもたれさせる。気を抜くと一いつ瞬しゆんで意識が飛んでいきそうだった。トレーを持った女子たちが嬉うれしそうに目の前を歩いていく。

　由希菜は目の色が変わるほどのドーナツ好きだった。優馬は別に、彼女ほどの情熱はない。親切に連れてきてくれたのかもしれないが、今日は寝かせておいて欲しかった。

　聞き覚えのある音楽が聞こえたときにも、まだ優馬はぼんやりしていた。

　それが自分の携けい帯たい端たん末まつの着信音だと気づいたときにも、ポケットの中を探る指の動きはのろのろとしていた。

「…………はい」

　相手の名前を見ずに通話に出たことを、すぐに優馬は後こう悔かいした。

「こんにちは、あの、あの、私のことちゃんと記憶してもらえてるでしょうか」

　相変わらずの情じよう緒ちよ不安定な口調に、疲ひ労ろうが倍に増したような心地になった。

「あんたみたいなきっつい個性の人は、他にはいないと思いますよ。篠しの田だ遥はる香かさん」

「ああ、良かった。いきなり電話なんかしたりして、図々しいとか思われないかなあと心配で……その、私あんまり電話得意じゃなくて。顔が見えないって不安ですよね」

　嫌いや味みは軽くスルーされ、違ちがう話題に飛んでいった。

「別に対面での会話も得意じゃなさそうだったけど」

「そ、そうですか？　でも優馬君を勧かん誘ゆうできたことは私にとって大大大成功なんですよ？　それはもう、エクセレントハッピーとしか形容できないほどの……あ、背後に音楽が聞こえてますね」

「ああ、今スイーツフェスタに……」

「えええええええほんとにぃ？」

　その迷めい惑わくな声量に、ユウマは端たん末まつを耳から離した。

「……まさかあなたもここにいるとか言いませんよね」

　イートインの隣となりにあるシュークリームショップから篠田遥香の中学生フェイスが現れる幻まぼろしを見た。疲労が三倍くらいに増した。

「行きたいんですけどぉ。土曜出勤になってしまって、今大変なんです。先せん輩ぱいのプログラムの動作がおかしくて、何が原因なのか、今ソースを確認中なんです。これ最高に面めん倒どうな作業なんですよぉ……いいなあ、私もマカロンが食べたいなあ。誰か買ってきてくれないかなあ」

「大変なのにわざわざ電話下さってありがとうございます、じゃあ仕事に専念してくださいね、さような」

「待ッッて！」

　小気味よい止め方だった。

「ようやく電話できたっていうのに、どうして用件も聞いてくれないのっ？」

「そっちこそ時間を無む駄だに費やすのはやめた方がいいんじゃないですか？　じゃあ一応聞きますが、なんですか？　下らない用事だったら怒鳴りますよ」

「あああうううう、違うの。ゲームの進しん捗ちよくについて、報告が欲しかったのよ。いまレベルどれくらい？　お金は何ドラムくらい貯まった？　装備は？　魔女に会うような素敵クエストは起きたかなあ？」

「……変な武器を手に入れたんで、今はそれを育ててる最中です。装備はまあまあ充実してるんじゃないですか。お金は、この前の買い物のせいで十二ドラムくらいしか残ってません。クエストに関しては、今のところ行いき詰づまってます。俺、クエスト起こす才能がないみたいで」

「そっか……んで、変な武器ってなあに？」

「ノーザンライツって言うんですけど」

「ええええええええええーーっ」

　再び優馬は端末を耳から離した。周囲にも遥香の素すっ頓とん狂きような声が届いたらしく、不思議そうな視線をいくつか浴びた。

「それってワールドエンドライツじゃない！　え、なにそれ。なんで優馬君がそれ持ってるの？　どこに落ちてたのっ？」

　遥香の興奮はしばらく冷めなかった。いやだ・どうして・なんでの三つの言葉を繰り返し呟つぶやき、優馬の言葉など聞いていない様子だった。

　ふと視線を遠くにやると、満面の笑みを浮かべた由希菜が、ドーナツを山盛りにしたトレーを手にしていた。しかもトレーにドーナツを載のせる手の動きが、とどまるところを知らない。

「はあ、びっくりした。んでも優馬君、どうやって手に入れたの？　私の方でもゲームの情報を集めてるんだけどね、その剣は噂でしか聞いたこと無いわ。ノーザンライツ、サウスオブヘヴン、イーストブラッド、ウェストハーツ。その四つが、ワールドエンドライツと呼ばれる四本の武器でね、ゲームのクリアに関わるとかなんとか言われてるの。別名魔ま女じよ狩がりとも言われるシリーズで、あっ、もしかして……さすが優馬君！　もう、かなりレベル上げちゃってるんだ？　もしかして、魔女のところに行くのも目前とかっ？」

「ものすごくクセのあるやっかいな剣で、今とんだ苦労を味わってるんですが……聞いてます？　魔女なんて全然情報つかんでませんよ」

「これはもう、俄が然ぜんやる気がわいてきたあああ。ソース探しなんてしてる場合じゃないわ、先輩なんて怖こわくない、こんなのポイよポイ！　私はやっぱり三み輪わ様に出会う運命だったんだわーっ、じゃあ待っててね優馬君。今判明してるクエストの起こし方一覧をテキストファイルにして、メールで送っておくから！」

　ウキウキした空気をあますところなく伝え、通話は切れてしまった。

　自分から切ってやりたかった、と優馬は激しく後悔した。眠かったはずなのだが、あの声を聞いているとふつふつと怒りが沸わいてきて、なんだか妙みように頭が冴さえてきた。







「えっへっへ、優馬ー。買ってきたよ」

　戻もどってきた由希菜の手にあるトレーには、ドーナツがたくさん載っていた。

　左手には山盛りにドーナツが詰つめてあるらしい、赤い袋ふくろも持っている。

「生クリームのと、キャラメルのと、チョコと、プレーンなのと、もちもちなのと、チーズのと、さくさくタイプと、イチゴ入りのと、どれがいい？」

「プレーンのやつ」

　携けい帯たいで怪あやしい会話を繰り広ひろげてしまったが、闊かつ歩ぽしている女性客たちはみな甘いものに夢中で、ノーザンライツだの経験値だのといった異世界の言葉は、全く耳に届かなかったらしい。それは由希菜にも同様だった。幸せそうにドーナツを口にし、一口一口に感想を述べている。

「これ……生クリームがただごとじゃないよ！　え、これほんとに生クリーム？　こっちはなんてさくさく……ほんとにさくさくだよ！　名前の通りだ！」

「……一口くれ」

「ほらほら、美味しいよー」

　さくさくドーナツは、由希菜の言葉通り、かなり美味しかった。

　由希菜は優馬の好みを熟知しており、ブレンドコーヒーの砂糖無しミルクだけ入れたものを持ってきていた。つきあったお礼に、奢おごってくれるらしい。優馬の口にしたプレーンドーナツは上品で甘さ控ひかえめの味の、かなりの絶品だった。

　由希菜はチョコドーナツを目を輝かがやかせて食べている。口くちの端はについていた砂糖を手を伸ばして取ると、由希菜は「ぎゃー」と小さく悲鳴を上げた。

「あっ、そこでもちもちに手を出すんだ。そうかぁ」

「食いたければ、譲ゆずるけど……」

「あ、いいのいいの。袋の中にはもちもちが五つ入ってるから。ちなみに全部私のね！」

「食い過ぎだ！」

　もしかしたら数日間のカロリーを全てドーナツで補うつもりかもしれない。由希菜のことだ、ドーナツダイエット！　などと言い出しても優馬は驚かない。

「ほんとに美味そうに食うな、お前」

「だって好きなんだもん。それに普ふ段だんは我が慢まんしてるから、ここでもうおこづかい大放出なわけですよ」

「……お前のおこづかいは、ドーナツのためにあるのか。そうか。履り歴れき書しよにはちゃんと好物はドーナツの穴の部分ですって書いておけよ」

　由希菜はドーナツをほおばりながら目を見開いた。

「ドーナツは穴のところだって美味しいよ！」と主張した、けなげな小学生時代。由希菜は優馬に死ぬほど馬ば鹿かにされ、からかわれ、笑いものにされたのだった。かといってトラウマでドーナツが嫌きらいになったりはしていない。

「人が忘れてたことを、なんべんほじくり返したら気が済むの！　すけべ！」

「待て、その言葉は適当じゃない」

　しばらく優馬との応おう酬しゆうを楽しんでいた由希菜だったが、不意ににやっと笑った。優馬は背筋にぞくっとするものを感じた。

「えへへ、優馬さ、もうすぐびっくりするようなことがあると思うよ」

　本当は黙っていなければならないのに、楽しすぎて黙っていられないという感じの口調に、優馬は眉まゆをひそめた。いやな予感がする。

　由希菜は満面の笑みを一瞬たりとも崩くずさない。口の端には大きなドーナツの欠片がついている。

「…………どんな？」

「詳しくは言えないんだけど。うん、たぶんびっくりすると思うよー。お父さんも協力してくれてね。あ……喋りすぎないようにしないと。へへへ」

「お前がそう言いだして、ろくな目にあった試しはないんだけど」

　子供時代の記憶が走そう馬ま燈とうのように蘇よみがえる。

「おにいちゃん、ゆきなちゃんが落とし穴にはまったあ」

などと呼びに来たのは、蓮れんだった。

　蓮は、なぜかこの由希菜に心しん酔すいしており、由希菜の言うことならば何でも聞いていた。まるで手下のように。

　二人で優馬のベッドに猫ねこを五匹も仕込んだり（悪気はなかった）、代わりに宿題をこなしたり（間違いだらけだった）、他にもたくさんのことをやらかしてくれた。そのたびに大人たちに謝るのは、優馬の仕事だった。

「……蓮はお前のどこが良かったんだろうな」

　そんなぼやきを聞いて、由希菜は目を丸くした。そして何故か得意げに胸を反らした。

「蓮ちゃんと私は同志っていうか、仲間だったからね」

「なんだよそれ」

「秘密ー」

　くすくす笑われて、優馬は脱だつ力りよく感を覚えた。そして再び携帯端末の着信音が響ひびき、

「ちょっと電話出てくるわ」

と席を立った。由希菜はイチゴ入りドーナツに手を伸ばしながら、うんうん頷うなずいた。







「しつこいな、何度かけてくるんだ！」

　イートインから離はなれ、シュークリームショップのそばで通話に出るなりそう叫さけんだ。ショップの女の子がびっくりして飛び上がりそうになる。

「あらぁ、私が電話するのは一回目だけど。なに、しつこいラブコールに困っちゃってるわけ？」

　携帯から届く声を聞いて優馬は戦せん慄りつした。通話相手の名前は表示されていなかったので、相手はまた篠田遥香だと思ったのだ。

　勤務中の叔お母ば、香か奈な恵えだった。おそらく個人の携帯端末はロッカーの中に入れたまま使うことができず、病院内の固定電話でかけてきたのだろう。

「ここんとこしばらく会話してなかったから、電話してみたんだけど」

「ごめん、香奈恵さん。さっきたちの悪いセールス電話がかかってきたから、今回もそうかと思ったんだ」

　慌あわてて誤ご魔ま化かした。香奈恵は本当に？　と疑ったものの、すぐに優馬の言い訳に納得してくれた。

　一緒に住んでいるものの、激務の香奈恵とは生活サイクルがまるで違う。運が悪いときには数日間顔を合わせないこともある。あまりに間が開くと、香奈恵は電話をかけてくるのだった。

「由希菜ちゃんに頼たのんだから、ごはんは食べてると思うけど。この前寝ね顔がお見に行ったらなんかやつれてるように見えたから……あんたあのアカデミアって、合ってないんじゃない？」

「そんなことないよ。大丈夫。それより気になるんだけど、寝顔見たって、なに？」

「心配だわ。体力なくなると、病気になりやすくなるし」

「人が寝てるときに勝手に入ってこないでくれよ」

「でも、あんたが寝てるときくらいしか顔が見れないんだもの」

「…………」

　しばらく雑談をした。由希菜に渡わたした合あい鍵かぎを取り返してくれと頼んだが、いつもの通り却きやつ下かされた。

「あのさ……もし、蓮が見つかったって言ったらどうする」

　香奈恵が息をのむ気配が伝わった。彼かの女じよも蓮のことをとても可愛がってくれていた。

「……本当なの？」

　おそるおそる尋ねてきた。完全には信じていない、信じることが怖い、そんな気持ちが優馬にはよく分かった。

「ごめん。たとえばの話だよ」

　すぐに謝った。詳しい話をしたところで、このリアル主義の叔母は、アナザーに蓮がいるなどという話は、絶対に信じてくれないだろう。




「そうね。そんなことがあったら……きっと姉さん、びっくりして目を覚ましちゃうわね」

　ほんの少しだけ、がっかりしているのが伝わってきた。優馬は携帯を手にしたまま目を閉じた。

　今、自分がやっていることはなんなのか、由希菜にも香奈恵にも説明ができない。もちろん、今も眠り続けている母親にも。

　いつもより抵てい抗こう感を覚えながら、優馬は通話を切った。どれだけ時間がたったか確認しつつ、由希菜のもとに戻ろうとした。すると、由希菜のそばに誰だれかがいるのが見えた。

　すらりとした体型の少女だった。

　長く伸ばした髪かみを、両サイドの高いところにくくっている。

　心臓がどきりと跳はねる。由希菜はにこにこしながらテーブルの下に手を伸ばし、落ちていた紙かみ袋ぶくろを拾った。

　そして受けとった少女の横顔は……オリエではなかった。

　丁寧にお礼を言っている。彼女の買った物をつめた紙袋がテーブルの下に落ちてしまい、それを由希菜が拾ったらしい。

　ほっと胸をなで下ろして席に戻っていく。まさか、オリエがこんなところをふらふらしているはずはない。

　アカデミアには日本中からダイブしているのだ。こんな近くにオリエがいる可能性は低いだろう。

「ゆうまー、どうしたの？」

などと脳天気な声が聞こえてくる。

　そしてまた、携帯端末のなる音がした。番号を確認せずに出てしまう自分を、今度こそ優馬は殴なぐりたくなった。

「あのう、先ほど聞き忘れたことがあるんですけど、優馬君は今レベルどれくらいなんです？　実は他にも私の話に賛同してゲームに参加してくれてるプレイヤーの子がいて、できれば協力！　なんて真似もできるんじゃないかなって。情報交換もどんどんしていけたら、私が三輪様に会える可能性もいやますんじゃないかなあって。そう、クエストの起こし方一覧をメールで送ったんですけど、当然もうチェックしてくれてますよね。どうですか、もうこなしちゃったクエストとかもありますよね？　あ、そうだ。私も今からスイーツフェスタに行こうかなって思ってて、実は私の大好物ってエクレアなんですけど、神のエクレア師と呼ばれるパティシエが今回そこに出店してて。優馬君の電話の向こうの声聞いてたらもう我慢できなくなってしまったんですよね」

　通話を切った。容赦なく切った。端末の電源を切り、ポケットにねじ込む。

「帰るぞ、由希菜」

「えぇっ？　まさか。これからが本番なのに」

「いいから！」

「そんなあー。ねぇ、今の電話誰から？　女の人の声が聞こえたんだけど……優馬の知り合い？　まさか、恋こい人びと……じゃないよね？　ね？」

　行きとは逆の格好で、手を引かれながら問い続ける由希菜に、優馬はため息を浴びせたくなった。
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７章　……その剣、なんなの？







　スイーツフェスタでの電話の後、篠しの田だ遥はる香かからはメールが届いていた。電話と同様、メールの文章も非常に散さん漫まんとしていてなかなか本題に入らない、非常に彼女らしいものだった。大事だと思われる部分は非常に少なかった。

「必読☆クエストの起こし方一覧」にはユウマの知らないクエストがいくつか載っていた。だが、「森の奥おくで眠ねむるクマに挑ちよう戦せんせよ」やら「砂さ漠ばくに棲すむトカゲの目玉をバザーに出す」など、解決してもゲームのクリアにつながるとはあまり思えないようなものばかりだった。

　だが、遥香はゲーム内に出ている魔ま女じよに関する噂うわさをいくつか書いてきた。

「魔女はときどき村とかダンジョンを歩き回っているみたい。ただし、黒くろ髪かみの魔女ね。他の二人はあんまり目もく撃げきされてないの」

「黒髪の魔女はときどき冒ぼう険けん者しやに戦闘を申し込むみたい。んでも彼女に勝つだけの冒険者はまだ、育ってないみたいね。倒たおしたらなにか情報が手に入るかもね」

「森の中に虹にじ色いろの花が咲さき乱みだれている村があって、そこの宿屋に泊とまるとランダムでクエストが起こるらしいの。魔女に関わってるとか言ってたから、ちょっと挑戦してみて？　一泊ぱく百二十ドラム必要らしいけど」

　最後の依い頼らいに関しては、ランダムクエストを起こしたら何が起こるのか、一文字たりとも書いていなかった。メールの返信で説明を求めてみたが返事はなく、電話をかけても録音されたメッセージが聞こえるだけだった。

　言われたとおりに行動するのは業腹だったが、しかし他に絶対にやらなければならないようなこともなかった。どちらかというと、ユウマは戦せん闘とうばかりこなしていて、クエストを起こすのは不得手だった。

　クエストを起こすのがうまいのはリョータだったが、彼は村に足を踏み入いれては家を探たん索さくし、ＮＰＣには全員話しかけ、箱があれば開け、扉とびらがあったら聞き耳を立て、花があったら抜き、種があったら確認し……と好こう奇き心しんの塊かたまりだった。似たような真似をすればばんばんクエストも起こせたかも知れないが、ユウマには少し無理だった。




　ユウマは「森の中の虹色の花が咲き乱れている村」について情報収集することにした。

　プレイヤーが情報を求めていく場所は、鉄てつ剣けん城の城下町にある酒場だ。酒場はたくさんのプレイヤーが集まり、情報を交こう換かんする場所である。

　ゲームから退出し、再び戻ってくるのは「拠点ホーム」として設定している場所である。拠点は思い思いの場所に移動させることができる。

　鉄剣城の城下には、拠点を置いているプレイヤーが多い。結果的に情報が集まる場所となっている。




　門のそばに立つ兵たちのＮＰＣに、ユウマは「よっ」と声を掛かけた。すると彼らは相も変わらず、

「ここは剣けん帝ていのいます国、オルヴァント！」

「鉄剣城は旅人を歓迎する！」

と声を上げた。

　石造りの道を歩いていく。町並みは朝の光を浴びて、今から目覚め出すところだった。町を歩いているプレイヤーの数は少なかった。ゆるやかに下る道をまっすぐ進んでいく。

　やがて緋ひ色いろの鳥の看板を掲かかげた店が見えてきた。看板には、「アスカの酒場」とかかれている。

「ユウマ君、久しぶりねぇ。元気だった？」

　店を構えているのは、アスカという名前の女性だった。

「こんにちは。えーと……ちょっと情報が欲しくて」

　うん？　とアスカは笑顔を浮うかべた。

　おしゃれなエプロンを身につけている。その下に着ているのはアカデミアの制服であり、同年代のはずなのだが、とても大人っぽく見える。

　このゲームでは自分の店を持つことができる。武器屋、防具屋、アイテム屋、宿屋など、なにを経営するのも自由であるが、店を持つまでに非常に苦労するらしい。

　武器を持って戦闘するだけで目覚めることができる戦闘スキルとは異なり、非ひ戦せん闘とう系スキルは発生する条件が非常に込み入っているらしい。おそらくユウマなどは普ふ通つうにプレイしていたら絶対に経営者になることは不可能だろう。

　アスカはこの鉄剣城で唯ゆい一いつの酒場経営者だ。一度スキルの発生条件をきいてみたが、笑顔のまま教えてくれなかった。




「情報って何？　まさか、仲間募ぼ集しゆうじゃないわよね」

　酒場の中は閑かん散さんとしていた。プレイヤーはほとんどおらず、いたとしても数人固まってなにか相談事をしているようだ。

　酒場の壁かべに張り出された伝言板には色々とメッセージが貼り出されており、

「ダンジョンに一緒に行ってくれる人募集中！　当方レベル七の剣けん士しです」

「仲良くレベル上げしましょう！」

などと書かれている。仲間を求めるプレイヤーには便利な存在だ。

「いや、仲間じゃなくて。えーと、アスカさんは『虹色の花が咲き乱れている村』ってきいたことある？」

　カウンターの上を拭ふいていたアスカは、質問を聞いて「ん？」と首をかしげた。右目の下に泣きぼくろがある。

「聞いたことがあるような、無いような……森では結構たくさんクエストが起こるみたいだから、その中のひとつにそういうのがあったかも。でもどうしてそんなこと訊くの？」

「ちょっと噂でそういうのを聞いたから、挑戦しようかなと思って」

「お、そうなの。ユウマ君が挑戦するからには結構レベル高めなクエストなのかな？　君が良ければ他の人にも訊いてみるよ？　秘密にしたいって事なら、黙だまってるけど」

「うーん……」

　他のプレイヤーにクエストを起こされてしまったら、一定時間がたつまで同じクエストは起こすことができない。中には一度だけしか起こすことができないクエストもある。

　しかし情報は欲しい……と、目を閉じて悩んだときだった。

「あら、オリエちゃん。どうしたのそんな顔して」

　アスカの声に飛び上がりそうになった。

　そちらを見ると、オリエの「そんな顔」を拝むことができた。衝しよう撃げきと驚きよう愕がくと後味の悪さとがないまぜになった表情で、逃にげようかどうか悩んでいるようだ。ユウマの視線を浴びて、方向転てん換かんしようとした足がぴったり止まった。

「あ……」

「……えっと……」

　ユウマとオリエは向き合ったまましばらく固まっていた。ユウマも何と言っていいか分からず、オリエの顔を眺ながめていた。

　アスカは二人を見比べ、

「どうしたの二人、知り合いなの？」

「その、この人とは一緒に戦ったことがあって……」

　オリエはアスカと仲が良いらしく、混乱から立ち返らないまま本当のことを口走ってしまったらしい。

　するとアスカは目を輝かせた。

「まああ！　一緒に戦うなんて、ソロプレイ主義のオリエちゃんが珍めずらしい！　そっかぁ、相手がユウマ君なら納得だなあ……強いもんねえ。あやうく私もホレるところだったもんねっ」

「えっ、なんなのそれアスカさん」

「とうとうオリエちゃんも落ちちゃったかぁー……じゃあ私、奥で祝しゆく杯はい作ってくるから、二人ともそこでちょっと待ってて」

「え、そっちが待って、アスカさんなんかすごく誤解……っていうか変な話になってるよー！」

　止める声が耳に届いたかどうか、アスカは上じよう機き嫌げんなまま奥に行ってしまった。

「なんなの、どうしてあんなにアスカさんに見込まれてるの？」

「一度、外でモンスターに襲おそわれているのを助けたことがあって……」

　戸と惑まどっていたものの、会話が成立してしまった。

　二人はなんとなく疲つかれたようにため息をついた。




「で、ユウマ君はアスカさんに会いに来たわけ……？」

「情報収集に来たんだよ。そうだ、『虹色の花が咲き乱れている村』ってきいたことあるか？」

「虹色……？」

と、オリエは視線をさまよわせてしばらく考え込んだ。

「……うーん。なんか虹色の蝶ちよう々ちようのアイテムのことならきいたことがあるんだけど、関係ないわよね。分からないわ、ごめん……」

「しゅくはぁーい！」

とノリノリで突とつ撃げきしてきたアスカは、両手に大きなジョッキを持っていた。勢いに負けて二人はジョッキを手にした。ふちから泡あわがこぼれ落ちそうになっている。アスカが店の奥で調理スキルを使い、作りだしたアイテムだった。

　味を楽しむことはできないが、飲む、つまり使用することで不思議な効果が現れたりする。

　アスカは酔よっぱらいのノリで二人に「泡ジュース」をすすめた。ユウマは目を丸くしていたが、やれ飲めそれ飲めというアスカのコールに負け、泡ジュースを一気に飲んだ。

　それを見てオリエも続いた。

　すると、

「あにゃ？」

とオリエが変な声を上げた。ユウマはびっくりして途と中ちゆうで飲むのをやめたが、オリエはふにゃふにゃしたままへたり込んだ。視線がぼうっとしている。

「あらららら、ハッスル効果を付ふ与よしたつもりだったのに、もしかして失敗しちゃったかな……？」

「なんですかそれ、アスカさん」

「調理スキルが上がってくると、作る料理に好きな効果を付与することができるのよ。戦闘中にお役立ちな効果とかね！　ハッスル効果って言うのは、戦闘で攻こう撃げき力りよくが二倍になる効果のことなんだけど」

「それを何故今飲ませる！　ていうか事前に説明くらいしてくださいよ！」

　アスカはごめんね！　と軽やかに謝った。

「……ハッスルじゃないけど、これもなかなか使えそう、かも？　戦闘中にモンスターに使ったらこうなるのよ」

　オリエは身体に力が入らないようだ。

「あんたは鬼おにか！」

　ユウマはオリエを介かい抱ほうしようと腕を伸ばした。するとオリエはふにゃふにゃと力を失ったままユウマに抱だきついた。……初めはもたれかかったのだが、一人で立っていることのできないオリエは腕を伸ばし、ユウマにすがりついたのだった。

「ちょっ……！」

　もちろんオリエは無意識である。ユウマは慌てて距きよ離りを置こうとするが、オリエが一人で立つのは無理だった。アスカに助けを求めようとするが、アスカはにやにやとたちの悪い笑みを浮かべていた。もちろん手は出してくれない。

「あの潔けつ癖ぺきなオリエちゃんが自ら一線超こえようとするなんて……」

「そういう冗じよう談だんはやめてくださいッ！」

　アスカの言葉と、柔やわらかい感かん触しよくに驚おどろいてオリエを全力で押しのけてしまった。するとオリエは抵抗無く床ゆかにぱたーんと倒れた。慌てて助け起こしたものの、オリエはすっかり目を回していた。試しに回復薬を飲ませてみたが、特に効き目はなかった。

　少し時間がたってからオリエは回復したが、自分に何が起こったか覚えていなかった。

「ねえ、どうして二人ともそんな目で私を見るの？　なにかやった？　私」

　アンニュイな表情でアスカは答えた。

「それは言えないわ……」

「言えよ！」

　ユウマの説明によってようやくオリエは安心したが、当然「アスカさんたら、私で実験したわね！」と怒おこりだしたのだった。
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「ごめんね、この前はちゃんとできたから、今回も大丈夫だと思ったんだぁ。同じものを作ったはずなんだけど、なんか調合間違ったのかな……でも、ユウマ君にはなんでなにも起こらないんだろ？」

「……俺おれは、装備してる剣けんの効果で、ステータス状態変化無効になってますから」

　あっさりユウマは答えた。

　アスカはその返事を聞いて色めき立つ。オリエはユウマとアスカを見比べるが、アスカはその視線に無む頓とん着ちやくにユウマの腕に抱きついた。

「ああん、やっぱりその剣すごいよね！　なんだか錬金スキル魂だましいにびんびんくるっていうか。素材にしちゃいたいというか。ちょっとでいいから貸して欲しいんだけどなあ……ダメ？」

「イヤです」

「見るだけでもいいんだけどなあ……ユウマ君のウィンドウ、ちょっと覗のぞかせてよ」

「イヤです」

「お願いきいてくれたらオリエちゃんを好きにしてくれても構わないんだけどなあ」

「……何勝手に人のこと売ってるんですか！」

　あまりにも当たり前に人のことを売るアスカに、オリエの反応が一いつ瞬しゆん遅おくれた。

　ぷんぷん怒るオリエを、アスカはごめんごめんと謝りながら抱きしめた。オリエは一いつ生しよう懸けん命めい振ふり払はらおうとしているが、アスカの馬ば鹿か力ぢからからはなかなか抜け出せない。

　そのとき、




「ユウマくーーーん！　俺、戦死回数二桁けた突とつ破ぱしちゃったよ、どうしようーーー！」




という大声が聞こえたかと思うと、ユウマは後ろから突撃を食らった。はじき飛ばされそうになり、危うく踏ん張ばって耐たえた。

　ぶつかってきたのは、リョータだった。この前とは少し装備が違っている。前は鉄の剣を装備していたのに、今は鋼の剣であり、少しレベルアップしている。

「リョータ……」

「久しぶりだねユウマ君！　俺、ずーっとユウマ君に会いたかったんだー！　なんでここにいるの？　もう運命だよね。お願いだよ、俺を助けてくれるよねー！」

　お願いじゃなくてそれは確認だ。と、ユウマは呟いた。

　もちろんそんな言葉はリョータの耳に届いておらず、リョータは全力でユウマに抱きついてこようとし、ユウマはそれをひらりと避よけた。







「死亡回数二桁けたかあ……そろそろ存在値が少なくなってる頃ころかも知れないね」

　アスカに言われ、リョータは涙なみだ目になった。

　全員テーブルに集まっていた。オリエは仏頂面で一応席に着いているが、会話に参加したいとは思っていないらしい。本当は一人で町から出て行こうとしたところを、アスカに無理矢理つきあわされたのだ。

　酒場は他に冒険者の姿はなかった。

「存在値ってどうやってみるんだっけ？　アスカさん、俺、動どう揺ようしてて思い出せないから、教えてくれる？　別に知らないわけじゃないよ。ほんと」

　アスカのリョータに対する眼差しは、小学生男子へのそれだった。

「しっかりしなさいな、リョータ君。ウィンドウ立ち上げて、右上の赤いボタンを押すと、いろいろなステータスが見れるでしょ？　その中の、一番下に出てるでしょ」

　リョータはウィンドウを開いた。他の人に覗かれても良い、という初期状態のままらしく、全員にもその数値は見ることができた。

　存在値existenceは七七七になっている。

「あれ……なんか、フィーバー？　めでたい？」

「全然違うわよっ！　リョータ君あんまり強くないのに、結構減ってるわね……今後注意した方が良いわよ」

「そんな強くないのにって……俺、結構頑がん張ばってるのに……」

　リョータは苦いものを口に入れたように顔をしかめた。アスカはその背中をぱしっと叩たたいた。

　存在値はこのゲームにいられる残り時間のようなものだ。数値がゼロになれば、ゲームから強制退出させられる。そして、二度と来ることはできない。戦闘で死んだりしたときに減るのだが、その数値は一定ではない。一度に数十減ったり、一しか減らないときもある。理由や法則はまだ判明していない。

「ううっ……でも、確かに今まで気にしたことなかったよ……存在値」

「これからはちょっと気にした方が良いかも。その数字は、戦闘で死んだときだけじゃなく、身体に負担がかかるような大技を使ったり、特とく殊しゆなクエストに参加したりしたときも減っていくのよ」

「でも、この数値増やすこともできるよね……？」

　アスカは腕うで組ぐみして首を振ふった。

「残念ながら、今のところそういう方法は見つかってません」

「ええええ」

　リョータは真面目にショックを受けている。ユウマは元々その数値について知っていたので驚くことはなかった。オリエも同様らしく、泣きそうになっているリョータに冷たい眼差しを送っている。

「もしかしたらこれから、存在値を増やすようなアイテムが発見されたりするかもね。今の時点ではそんなの聞いたこと無いけど、まだ開発されてないだけかも……その場合調合はどうしたらいいのかなあ。でも、明らかに材料が足りないわね」

　ユウマも、存在値が薄くなったプレイヤーを見たことがあった。




　ダンジョンに入ったとき、一人で倒れている剣士がいた。命からがらダンジョンの奥から逃げてきて、ようやく入り口に達してところで存在値が尽つきたらしい。

　駆かけつけると、彼かれを見つけたことよりももっと驚くものを見ることになった。

　その男の身体が、向こうが透すけて見えるほど薄くなっていたのだ。

　介抱したが、彼は疲れ果はてている様子で、ろくに会話もできなかった。そしてユウマは、彼がゲーム世界から消えていくのを見守ったのだった。

　淡あわい色しき彩さいに包まれた彼は悲しそうに寂さびしそうに見えたが、言葉は交わされないままで、彼が実際何を考えているのかはよく分からなかった。

　消えるとき、その男はモンスターが倒されたときのように光の粒になって消えた。

　プレイヤーが戦闘に敗北してＨＰを全損したり、致ち死しトラップに引っかかったりしたときは、身体が力を失ってぱたりと倒れる。そしてそのまま回復アイテムや蘇そ生せい魔ま法ほうを使われなければ、そのまま拠きよ点てんとして設定した場所まで強制的に戻る。戦闘に敗北した代だい償しようとして、経験値や持ち金が減らされたり、アイテムがランダムで消えたりする。

　男の消え方は、戦闘敗北時における身体の消失とは全く異質だった。




「でも、そんなの、ラストダンジョンに突とつ入にゆうする寸前にゼロになったらどうすればいいんだよ……！　一番いいところでゲームから強制退出させられるなんて、最悪じゃないか！　製作者は何を考えてるんだよ！」

「そうね、そんなことになったら最悪だわね……でもありそう」

「もしかしたら、都合の悪いプレイヤーから存在値を奪うばい、ゲームから退出させるようになっているのかもしれない。だとしたら魔女たちには都合の良いルールだよな」

　ユウマが口を挟はさんだのでアスカは目をしばたたかせたが、リョータはそうだ、そうだよね！　とより勢いづいた。

「魔女って卑ひ怯きようだよ！　かなり！　実はさっき俺を倒したのって、黒髪の魔女なんだけどさ！」

「………………は？」

「森の中をふらついてたらいっぱい花が咲いてる村を見つけたんだ……なんだか天国みたいだなあと思って宿屋に泊まったら、あいつが出てきたんだよ！　俺、驚いたよ！　というか怒り心頭だよ！　いきなりラスボスに出てこられても、俺まだレベル低いし、まだ騎き士しになる資格を得てないし、っていうかタイミング早すぎて気分を害したよ！」

　テーブルに沈ちん黙もくが満ちた。

　リョータは何か変なこと言った？　と首をかしげた。

　アスカは目を丸くしている。オリエは呆ぼう然ぜんとし、何故かユウマを見た。ユウマもオリエをみた。

　視線が合わさったのは一瞬。

「その話詳くわしく教えて！」

と二人の声がシンクロした。二人の勢いにびっくりしたリョータは、椅子から転げ落ちそうになった。







　このゲームにおける戦闘はアクション要素が強いので、センスがものをいう。戦闘センスの欠けつ如じよしているリョータは当然ながらあまり強くはない。

　だがこのクエストを発生させるセンスは、一体どうしたことだろうか。もしかしたらこの世界でも三本の指に入るかもしれない。

　そもそも出会ったはじめのときから、リョータは自分では解決できないクエストを起こしてユウマに助けを求めたのだった。

「なんか……すごいわね、あの子。プレイヤーはみんな魔女に会いたいって思ってるのよ？　それをあっさり叶かなえるなんて」

　しかもその情報を惜おしげもなく、

「ユウマ君にならいいよ、クエストのこと教えるよ！」

と、ニッと笑って歯を輝かせた。

「……ユウマ君、あいつに気に入られてるのね……」

　深刻そうな口調に、ユウマは鳥とり肌はだを立てた。やめてくれと訴うつたえたが、オリエは眼差しから同情の色を消してくれなかった。

　オリエもユウマと同様、クエストを起こすのは不得手らしかった。クエストを起こすことができないまま戦闘を繰くり返かえし、むやみに槍やりスキルが上がった……という話を聞くと、自分のことを聞いているかのような心地になる。

　オリエと一いつ緒しよに歩くのは、これで二度目だった。

　人と共に行動するのはイヤだと言ったものの、オリエとはそれほどいやではない。あまりこちらに押おしつけてくるものがないからだろうか。ユウマの剣のことも、おそらくとても気にはしているだろうが、追つい及きゆうしないでくれている。

　オリエはアイテム、蝶々の首くび飾かざりを装備している。大きな紫むらさき色いろの石が蝶々の形をした土台にはめ込まれた、綺き麗れいな宝石だった。ユウマはそれを一ドラムでオリエに売ったのだった。オリエは断ろうとしたのだが、

「売れないし捨てることもできないから、俺のアイテム欄らんをひとつ開けてくれたら嬉しい」

と言われて最後に頷いたのだった。

　モンスターの中には毒を浴びせてくる敵がいる。ステータスの抵てい抗こう力りよくの数値が低ければ、毒によっては命の危機につながったりする。毒を消すためには血清などのアイテムが必要であり、それらは結構値段が高い。

　毒を防ぐ効果のある蝶々の首飾りは、レア度もさることながら、普通のプレイヤーには非常に有益なアクセサリだった。装備したオリエは上機嫌である。




　リョータに一緒に来るか？　と尋たずねたものの、魔女との戦いがトラウマになっているらしく、首を振った。

「俺、まだまだ力不足だなって実感した……ユウマ君と一緒に行く資格なんて、俺にはないよ……」

などとたそがれていたので、ユウマはさくっと「じゃあ、別行動な」と決定した。

「あれ？」とリョータは不思議そうにしていたので、もしかしたら熱心に誘さそわれることを期待していたのかも知れない。

　本当はオリエとも同行せず、ユウマ一人で行きたかったのだが、魔女と会えると聞いてオリエも勢いづいており、止められそうになかった。別行動してクエストが取られてしまったのでは元も子もない。同じ事を憂ゆう慮りよしたらしく、一緒にパーティを組むことを、オリエはあっさり了りよう承しようしてくれた。







「なんでこんな場所にわざわざ踏ふみ込もうって気になったのかしら……理解できない」

とオリエが呟くのも無理はなかったくらい、「虹色の花が咲き乱れる村」は隠かくされた場所にあった。

　鬱うつ蒼そうとした森だった。もちろん、他に人の陰かげはない。一歩中に踏みいれば、森の中に住むモンスターたちが襲いかかってくる。だがしばらくは敵の現れる様子もなく、二人はのんびりと森の中の道を進んだ。柔らかな太陽光が、緑のカーテンを抜ぬけておりてくる。日差しの穏おだやかさは、ふと本当の森の中を歩いているような心地にさせてくれた。

　プレイヤーたちがこの世界に来たときに落とされる三つの城は、「黄金の道」でつながっている。実際に黄金でできているわけではなく、ウィンドウで地図を確認したときにその道が黄金で表示されていることから来た通つう称しようだ。

　この森を東に抜けた先には、「硝しよう石せき」というアイテムを落とすモンスターが湧わくルザム遺い跡せきがある。そこを目指すプレイヤーにとっては、この森は単なる通り道である。

　リョータは始め遺跡を目指していたらしいが、気が向いて遺跡に向かう黄金の道から離れ、小道をずっと進んでいったらしい。

「なんであの子、わざわざこんな道を選ぶのかしら……全然理解できない」

　オリエの言うとおり、二人が進んでいく道はなんの予兆も感じさせない、森の中の小道だった。

「あ、ものすごいレアなモンスターを見つけたとか？」

「……もしかしたらすごい大きなカブトムシとか見つけたのかもしれない」

　真面目くさったユウマの言い方に、オリエはぷっと吹ふきだした。

　森の中には多くのモンスターが湧いて出るのだが、その中でもオリエが一番恐おそれたのは「黒のワームBlack woスネイクrm snake」だった。

　ミミズに似た蛇へびが一メートルほどに巨きよ大だい化かしたもので、ユウマから見ても気色の悪いそれを見て、オリエは真っ青になった。

「あ、あの……」

「なんだよ」

「私、長細い系のモンスター、あんまり得意じゃないんだ……」

「…………任せろ」

　光こう沢たくのある、青みを帯びた黒い皮ひ膚ふ、ちろちろと舌が伸のびている口を間近に見たオリエは距離を取って魔ま法ほうを使うのに専念した。

　ワームスネイクはさほど強い敵ではなかった。大した経験値稼かせぎにもならず、ユウマはさくさくノーザンライツで雑魚を片付けていった。

　最終的にユウマはワームスネイクの弱点を見切ってしまい、何度現れても一いち撃げきで倒せるようになってしまった。

「ごめん……なんかあんまり魔法当たらなくて」

「いいよ、手を出さなくても。あれ、あまり強くないし……っ？」

　それを見たとき、ユウマは蒼そう白はくになった。ものすごく強いモンスターが現れたのか、と緊きん張ちようしたオリエが槍を構える。

　するとそこにいたのは、トゲの生えたネズミ、［小さきTiny nee棘鼠dle rat］だった。愛あい嬌きよういっぱいの顔立ちをした、可愛らしいモンスターである。

「あはは、可愛い……」

とオリエが言おうとしたとき、ユウマは既すでに全力で逃げ出だしていた。

　ニードルラットはくりくりした目が非常に可愛いものの、怒ると身体に生えた針を飛ばしてくる。何十本もの針が飛んでくるのだが、一本一本は非常に弱く、大したダメージにはならない。オリエは慌ててユウマを追いかけた。そのオリエを追いかけ、ニードルラットが迫せまってくる。

「うわああっ」

　ユウマは顔色を変えてなおも逃げ出した。

　オリエは混乱しながらニードルラットをサーチする。もしかしたら高レベルモンスターなのかと思ったが、全然そんなことはなかった。

「なんで逃げるの？　普通のニードルラットだよ？」

「いいから早く倒してくれっ！」

「えー、可愛いのに」

とオリエが言いかけたところでニードルラットは全身の針を飛ばしてきた。ユウマがダッシュして逃げる。だが全部浴びたところで、ＨＰは十くらいしか減らないのだ。

「変なの……」

　ニードルラットはオリエの槍の一撃で、光の粒になって消えた。




「なんで逃げたりするの？　ニードルラットって、レベル三くらいよ？」

「う、うん……その、昔っからあいつは……苦手で」

　ユウマはニードルラットが追いつくことができない場所に走って逃げていた。ようやく追いついたオリエは疲れたらしく、両りよう膝ひざに手を置いて息をついた。

「なんでぇ？　可愛いのに」

「オリエだっていやだろ、ワームスネイク！　それと似たようなもんだよ！」

　ぐっ、とオリエは苦いものでも飲み込んだような顔になる。

「で、でも意味分からないよ。あんな可愛いのに」

「可愛いとかは、関係ない！」

　ユウマは真しん剣けんにニードルラットを怖こわがっているように見え、オリエは首をかしげた。もしかしたらネズミが怖いのだろうか……。しかし、森の中をさまようモンスターの中には巨大化したネズミもいた。ユウマはそれらは怖がらずにあっさり倒した。

　解せないにもほどがあった。

「ユウマ君はレベル七十くらいだよね？」

「…………どこからそんな数字が……」

「あのミノタウロスを、あんなあっさり倒したんだもの。そのくらいじゃないかなって。実際、プレイヤーの中でもトップクラスじゃないかなあと思うんだけど」

　完全に黙もく秘ひ体勢になって早足になったユウマを、オリエは追いかけることになった。







　ワームスネイクにニードルラットはその後現れなかった。

　しかし、時間帯が夜になってしまった。夜は桁けた外はずれに強いモンスターが徘はい徊かいする。また、ぽつりぽつりと冷たい雨が降り出した。雨が降ることは珍しくはないが、森の中を進んでいくのにこの天候は嬉うれしくなかった。悪くなった視界が、近くにいるモンスターの気配を消してしまうのだ。

　完全に魔女のお気の召めすままだが、雨は長くは続かない。ゲーム中時間で、多くは数分から一時間程度で通り過ぎていく。

「しばらくどこかで時間つぶししよう。このまま歩いてると、シャレにならないくらい強いモンスターに出会うかも知れない」

「そうね。あ、あれ洞どう窟くつじゃない？」

　オリエの指さす方向、木々の間を抜けた場所には、確かに土ど塊かいを魔女の爪つめで引ひっ掻かいたような細長い穴が開いていた。

　二人で入り込むことには不足はなかった。さほど中は広くなく、中央にはたき火が燃えさかっており、奥には赤い宝箱があった。開けてみると中には回復アイテムが数個入っていた。森の中をさまようプレイヤーへの、贈おくり物もののようだ。

　壁に背中を預けて座り込んだ。オリエもすぐそばに行ぎよう儀ぎよく座った。

　外からばりばりと生木を裂さくような音が聞こえたかと思うと、地面が揺ゆれるほどの大音声が轟とどろいた。雷かみなりが落ちたらしい。

「……びっくりしないんだな」

「え？」

「いや、ああいう雷って普通、女は怖がるもんかなって」

「そりゃあ、外にいたら怖いけど。今は洞窟の中にいるもの、平気よ。……なに？　悲鳴を上げて抱きついた方が良かった？」

　見み透すかすようなオリエの視線に、ユウマは返す言葉なく両手を挙げた。由ゆ希き菜な相手であれば、「そんなことされたら俺の方が怖いじゃないか」くらいは返したかも知れないが。

「それにこれ、ゲームだもの。雷に打たれて死んだりしないわ」

　ドライな言葉に、ユウマは苦笑した。

「……ああ、そうだな」

　現実とは時間の流れが違ちがう。しばらく待っていればいいことはどちらも知っていた。

　二人はしばらく黙っていたが、やがて沈黙に耐えかねて口を開いたのはオリエの方だった。

「あのさ……ユウマ君」

「呼び捨てでいいよ」

　何気なくそう言うと、何故かオリエは赤くなった。

「えーと、その、まだちょっと呼び捨ては、恥はずかしいかも……ユウマ君、て呼びたいかな……」

「じゃあ俺は、オリエさんて呼べばいい？」

「ううん、こっちは呼び捨てでいいわ」

　俺も呼び捨てで良いけど、とユウマは言ったが、何故かオリエは頬ほおを染めたまま首を振った。

「戦闘になったら、私、足手まといになるかもしれない。ユウマ君は強いけど、私はそこまでレベル上げしてないから……いざというときにはほっといてくれて構わないから」

　ユウマは押し黙った。

　ちらりと覗くように顔をうかがうと、オリエはなによ、と怒ったような表情を浮かべる。




　ユウマの中に、嫌いやな記き憶おくがある。

　助けを求める声。悲鳴。泣き声。

　それらはたとえば寝ね苦ぐるしい夜の夢の中で、生き残ったユウマを責めるのだ。

　そして視界に浮かぶのは、ダンジョンの入り口でひっそりと光の粒つぶになって消えていったプレイヤーの、なにもかも諦あきらめたような静かな顔だ。不意にユウマはオリエの身体が光の粒に変わる幻まぼろしを見た。

　もちろん、それは気のせいだ。オリエは死んだりしない。

　……死なせたりしない。




「ほっといたりなんかしないよ」

「そう？　……ありがと」

　あまり期待しないでおくわ、と言外に告げるような言い方だった。ユウマは意地になってもっと言おうとしたのだが、口から出たのは違う言葉だった。

「別に俺、レベルが高いわけじゃないよ」

「それ、謙けん遜そんだとしたら嫌いや味みよ？」

「それはこの剣の力。俺じゃない」

「……その剣、なんなの？」

　ユウマは沈黙したまま、迷うように視線をそらし、唇くちびるを噛かんだ。

「いやなら、別に答えなくても……」




「魔女に、もらったんだ」
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　ぽつりと漏もれた声。

　オリエは驚き顔で、ユウマの顔を見つめた。

「え？」

「この剣は、名前はノーザンライツというんだけど、別名は魔ま女じよ狩がりというらしい。もしかしたら、これは魔女を倒すための剣なのかも知れない」

「どういうこと？　どうして魔女があなたに剣を渡すの？」

「……俺の妹は、行方不明なんだ」

　突とつ然ぜんの話題転換に、オリエは戸惑った。そしてユウマが話し出したことがゲームのことではなく、現実での話だと理解し、眉み間けんにしわを寄せた。

　ユウマは視線をそらしたままだった。

「ゲームの中に、妹そっくりなやつがいることを知って……このゲームに参加した」

「妹さんって、プレイヤー、なの？」

「いや……」

　ユウマは視線を上げた。色素の薄うすいその目に、オリエは見とれた。仮想世界とはいえ、そこには明らかに意志の光がある。魂のない人形たちとは違う、明らかな力が。

「青い髪の、魔女だ」

　オリエはしばらく言葉を返すことはできなかった。

　魔女は、明らかに製作者側の存在だ。このゲームを作った誰かが、演じているはずだ。

「あいつを初めてみたとき、俺は名前を呼んだ。そしたら、あいつはこの剣を持って現れた。他のプレイヤーには、そういうことは起こってないだろう？」

「魔女に武器を与あたえられるようなクエストなんて……聞いたことない」

　答えながら、オリエは気づいた。

　魔女とユウマの妹が全く無関係ならば、ユウマがそのような「特別扱あつかい」を受けるはずはないのだ。

「でも、妹さんて、何なん歳さい……？　まさか、このゲームの製作者なわけ、ないよね」

「いなくなったのは、一年前。まだ、小学生だった。初めは半信半疑だったんだ、まさか、あいつがこんなゲームの中にいるはずはないって。でも、実際あいつの顔を見たら、本当に蓮れんにそっくりで……」

　レン、とユウマは苦しげに妹の名を口にした。




　妹はどうして行方不明なのか。

　その口ぶりだと、このゲームに参加する前から、妹に似た少女がいることを知っていたように思えるが、それは何故か。

　いくつかの疑問が浮かんだが、オリエは尋ねることができなかった。何か言おうとし、失敗し、また言おうとしながら失敗する。

「あの……、あの……」

「ごめん、いきなりこんな話をして。ゲームの中に妹がいるはずないんだ、常識的に考えたら」

「あの……」

「親も、一いつ生しよう懸けん命めい妹を探してる。それでも見つからないのに、俺はこんなところで何をしてるんだろうな」

「で、でも！　妹さんそっくりなんでしょ？」

　オリエは両りよう拳こぶしを握にぎり、膝ひざ立ちになった。驚き顔のユウマを見下ろす格好になる。

「あ、ああ」

「だったら調べる価値はあるんじゃないかな！　先せん輩ぱいに聞いたけど、このゲームでの姿って、本当にリアルそっくりなんだよね。もしかしたらその子は妹さんじゃなくて、単なるそっくりさんかもしれないけど……でも、だとしたらおかしいよね。どうして妹さんでもない人がユウマに剣を渡わたすの？」

「………………」

「ユウマが魔女に会いたいのは、妹さんのことを訊ききたいからなのね？　分かった、私も協力する」

「あの……」

「決めたから！　反論は認めません！」

　宣言すると、オリエは立ち上がった。そのまますたすたと洞窟の入り口に向かって歩いていく。

　入り口からは、明るい光が届いてきた。雷らい雨うはとっくの昔に通り過ぎていたらしい。オリエはスカートの裾すそを払いながら、外に出て行く。

　あ然としていたユウマだが、オリエの妙みように肩かたの力の入った歩き方を見ているうちに小さく吹きだした。

　どうして話してしまったんだろう、と自分に問う。

　……誰かに聞いて欲しかったからだ。一人で抱かかえているのは辛つらかった。

　それは、親ではなく、叔お母ばではなく、由希菜でもなく、同じゲームの中にいる誰かでなければならなかったのかも知れない。

　まだ来ないの？　と振り返るオリエを追うために、ユウマは立ち上がった。







　奥に進んでいくほどに生えている樹木の種類が、太くて背の高いものに変わっていった。

　その中でも今目の前にある木は、大長老と呼びたいほどの大きさだった。相当長く枝を伸ばしており、緑がほとんど太陽光を遮さえぎってしまっている。その幹にはまるで顔のような模様が刻まれている。

　リョータが説明したとおりだった。

「なんか木の顔を見てると怖くなって、すぐそばの茂しげみに飛び込んだんだ。そしたらそこに細い道があって……ウサギでもいるのかなあと思って、そのままその道を進んでいったんだ」

と言われたとおり、細い道は実在した。

　やがて道の向こうに、村が見えてきた。




　村は非常に小さかった。森の中の隠し村という雰ふん囲い気きで、木でできた質素な家が何戸か並んでいるだけだ。今にも森の侵しん略りやくを受けて、消えてしまいそうな村だ。住んでいるのはＮＰＣばかりらしい。

　間ま違ちがっても「虹にじ色いろの花が咲さき乱みだれる村」と表現したくなるような場所ではない。

　二人はリョータの言葉通り、まっすぐに宿屋を目指した。ここに来たときのリョータは、ワームスネイクとの連戦でＨＰがほとんどゼロに近かったらしい。

「こんにちは、宿にようこそ。お泊とまりになりますか？　お一人様百二十ドラムになりますが……」

　宿屋を経営していたのは、優しそうな老女のＮＰＣだった。温かそうな濃こい緑色の服を着てエプロンをつけている。

「はい」

と答えると、ちゃりんと金属の効果音が聞こえた。

　ユウマとオリエ、それぞれの所持金から百二十ドラムが減った。

　老女は客人を迎むかえる喜びに、目め尻じりのしわを深くした。

「まあ、ありがとうございます。狭せまい宿ではございますが、ゆっくりお休み下さい」

　いかにも、珍めずらしく客人を迎えることができて嬉しいという風情だった。このＮＰＣは優雅な動作でオリエとユウマを部屋まで案内してくれた。ちなみに、

「別々のお部屋ですか？」

などとは確認してくれなかった。

「なんで一緒の部屋なのよ……！」

と怒ったオリエが文句を言ったが、老女は穏やかな笑みを崩くずすことなく頭を下げ、出て行ってしまった。

　宿屋に泊まると言っても、複数のプレイヤーが同時にダイブしているこの世界においては「目を閉じれば朝になり、体力が回復しました」という事態はあり得ない。普通は宿屋のベッドに横たわるだけでＨＰが全快し、そのまま出て行くことになる。

　ちゃんとベッドは二つ整えられていた。

　一部屋であるだけでも怒っているのに、ここでベッドが一つきりだったりしたら大変な事態が巻き起こるところだった。ユウマはひそかに胸をなで下ろした。

　リョータの説明によれば、このベッドで寝ねることが肝かん心じんだった。オリエはぷんぷんしながら奥のベッドに身体を乗せた。

「ゲームだからって、こういうの良くないわよ。風紀的にいかがなものかと思うわ。なんなのよ、これでお風ふ呂ろに入るクエストが起きたらどういうことになるっていうのよ、管理者に断固苦情を言わなきゃ収まらないわ。ねえ、この中心線からこっちに来ないでよ。絶対よ」

「行かないよ、俺も命が大事だし」

「絶対こっち見ないでね。寝ね顔がおなんか見られたら死んじゃうわ。……ユウマ君が」

「見ないから！　さっさと目を閉じてくれ！」

　オリエはぶつぶつ文句を言っていたが、ユウマに嘆たん願がんするように大声を出され、布団を頭まで被かぶった。

　ユウマもオリエに背中を向けてため息をつき、目を閉じた。







　目を閉じれば、いつも通りに体力回復の効果音が聞こえると思っていた……が、いつまでたってもそれは聞こえなかった。

　身体の感覚が失われ、どこかに魂を吸われるような、飛んでいくような心地がした。飛ひ翔しよう感に驚いて目を開ける。

　そこはもうベッドの中でなかった。

　しゃん、と楽器の音が響ひびいたかと思うと、視界に花びらが散う。しゃん、しゃん、と音がするたびに花びらの数が増していく。虹色の花はたくさんの光を放ちながら、まるで意志あるもののように舞まっている。

　暗くら闇やみの中で、まるで蝶ちようのように。

　幻のように美しかった。

　モンスターを倒たおすときの剣の重みも、城に入ったときの冒険者の目の輝かがやきも、オリエに手を取られたときのその熱も。

　レンの見せた、あの悲しげな眼差しも。




　お兄ちゃん、と幼い声は今でもはっきりと思い出せる。遠くに行ってしまったなんて嘘うそだ。今はもういないなんて嘘だ。父は海の向こう、母は眠ねむりについたまま。レンが戻もどってくれば、全ては元に戻る。

「レン…………！」

　叫さけんだとき、視界は一変していた。ユウマは唐とう突とつにその場にいたことに戸惑い、視線をさまよわせた。すぐそばにはオリエがいる。オリエも同様に驚いていた。

　森の中、だった。しかし今日歩いてきた場所とは違う。育っている植物の種類がまるで違う。

　それに、目の前には見たことがないほど背の高い、虹色の花をつけた大樹があった。銀色の幹のそばには、女性が立っていた。

　細やかな装そう飾しよくの施ほどこされた兜かぶと。しなやかな長身を包む、革鎧よろい。

　ユウマはこの女性を見たことがあった。

　黒くろ髪かみの、魔女だ。




「ようこそ、冒険者」




　魔女は楽しそうに二人を見つめていた。まるで戦女神の彫ちよう像ぞうのようだった。ユウマが見上げるくらいに背が高い。

「ここは夢む幻げん世界。お前たちの身体は今も眠った場所にあるけれど、心はここに来ています。魔女の城でお前たちのたどり着くのを待っていたのでは、何年たとうとお前たちは私の影すら踏むことはできない。だからたわむれに、遊んであげることにしたのです」

　戦せん闘とう狂きよう。

　それが後にプレイヤーによって彼女につけられるあだ名だ。漆しつ黒こくの鎌かまを手にして多くのプレイヤーたちの前に現れ、楽しげに戦せん闘とうを行い、多くの死を積み上げていく。

「さあ、冒険者たちよ、私の退たい屈くつを終わらせて……？」

「お前は、このゲームの製作者の一人か」

　ユウマの言葉に興ざめしたらしく、黒髪の魔女は笑みをこわばらせた。

　だが、黒髪の魔女はユウマが構えたノーザンライツを見て思い出したらしい。ユウマが背負わされているものを、そして追いかけているものを。

「あら……そう。お前は、あの子の。そう……ふふふふ、こんなところまで来るなんて、いけない子ねえ」

　黒髪の魔女はサディスティックな微び笑しようを浮かべながら、鎌を構えた。刃はの表面が濡ぬれたような光沢を放つ。命を刈かり取とる鎌だ。

「お前を殺したら、あの子は悲しむかしら」

「レンは、なんでお前たちと一緒にいる」

「答える必要は、ない！」

　一閃。

　あまりにも鋭するどすぎる一撃に、オリエは悲鳴を上げることすらできなかった。鎌の切っ先はいささかのブレもなくユウマの心臓を狙ねらっていた。

　刃の光を見たときには、すでに間合いはつめられていた。

　ユウマは紙一重でその攻こう撃げきを避けていた。

　ユウマは攻撃直後の隙すきを狙い、黒髪の魔女の懐ふところに飛び込んだ。手の中にあるのは、貪どん欲よくなモンスターだ。敵を屠ほふり、血肉を食らい、強くなっていく。




　サーチ。［黒髪Uria the の魔dark-hair女ed witch］。

　レベル、不明。

　ＨＰゲージはオールグリーン。




「さあ、いらっしゃいな……！」

　魔女の操る鎌の黒い刃の軌き道どうは、恐ろしいほど遠くからユウマに襲いかかった。その半月の軌道の内側に入り込めば、その刃は容よう赦しやなく断頭台のようにユウマの首を刈り取ろうとするだろう。

　だがノーザンライツの肉厚の刃に比べ、その鎌はいかにも華きや奢しやだった。目を見開いたままユウマは鎌の軌道を読み、その刀身で攻撃を受け止めた。

　ノーザンライツは気味の悪い漆黒の気をまとっていた。

　黒髪の魔女は口元に野や蛮ばんな笑みをたたえ、ユウマを見下ろした。黒髪が数本、さらりと流れた。

「ワールドエンドライツは魔女狩りの武器。だけど所有者が御ぎよしきれなければ、それはただの役に立たぬ玩具おもちや。お前ではまだ、私を満足させられない。残念ね……」

「うるせえぇっ！」

　普ふ段だんのユウマには似つかわしくない獰どう猛もうさだった。

　ユウマは憎ぞう悪おするような目で睨にらむ。魔女を、そして自ら所有する剣を。

「黙だまって聞いてりゃ、好きなことを……誰だれがお前を満足させるためにきたって？　ふざけるなよ。お前が三み輪わ薫かおるだろうが、なんだろうが、構うか！」

　ユウマは全力の一撃を放つ。

　それは黒髪の魔女にとっては容易く避けることができる攻撃のはずだった。だが、一いつ瞬しゆん足が遅おくれた。そこにユウマが足を踏み込む。横薙なぎに、剣を振るう。

「…………くっ」

　攻撃の当たった感覚に、ユウマの方が驚いた。だが、ただ驚いているわけにはいかない。続けざまに攻撃を繰り出す。

　黒髪の魔女の鎌が静せい寂じやくの内に命を刈り取るものとすれば、ノーザンライツはその居場所ごと破は壊かいするかのごとくだった。




「目覚めよArise！　我は根extract 源に干from the渉す source……」
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　ユウマは叫んだ。

　小手調べなど、している余よ裕ゆうはない。全開で行かなければ、ねじ伏ふせることは叶わない。そのユウマの攻撃を見切ったように魔女は避ける。だが、




「烈風よ、在れdownburst！」




　激しい風が生まれた。軌き跡せきに真空が宿る。

「くっ……」

　ユウマの攻撃をかわしたはずの、魔女のＨＰゲージが減少した。黒髪の魔女はとん、と地面を蹴けってノーザンライツの間合いから離はなれた。




「へえ、なかなかやるじゃない……ワールドエンドライツの中でも、そのノーザンライツは相当のくせ者よ。使いこなすのは至難の業だと思うわ。褒ほめてあげましょう」

「そりゃあどうも……！」

　ユウマは跳とんだ。ノーザンライツの刀身が、黒髪の魔女の身体をまっぷたつにしようとする。

　黒髪の魔女はその攻撃を跳んで避けたが、再び真空による追加ダメージにより、そのＨＰを減らされた。




「炎獄よblazing 、在れinferno……！」




　叫びとともに、ノーザンライツが紅ぐ蓮れんの炎ほのおをまとった。ユウマは魔女を注視している。一瞬たりとも目を離さない。

　体勢を崩した魔女の頭上に、炎を帯びた刀身が落ちようとする。

　取った、とオリエが右手を握ったときだった。

　ユウマの攻撃は空から振ぶりした。魔女の身体は、するりと剣撃の軌道から逃のがれた。そして魔女は低く身をかがめ、ユウマに足あし払ばらいを食らわせた。ユウマが体勢を崩したところで、距離を取られた。




「少しは強いみたいね。認めてあげましょう」

「負まけ惜しみにしか、聞こえないぜ？　……教えてもらおうか。レンはどこにいる」

「レン？　ああ……なにも知らず、可か哀わい想そうにねぇ……」

　悪意のしたたるような笑みを浮うかべ、黒髪の魔ま女じよは再び鎌を構えた。

「あの子の居場所を知りたければ、その剣を育てることね……まだよ。まだまだ足りない。その剣の力は、そんなものじゃない……」




　遠い間合いから、何撃も攻撃が繰り出される。

　ユウマは距離を取ってしのごうとしたが、魔女の攻撃はそこからなおも伸びてきた。スピードが数段増していた。ひやりと、心臓を冷たい手で掴つかまれたような心地がする。だが、まだ攻撃を目で追うことができた。

　ノーザンライツが動いた。円の軌道を描えがく攻撃をはじき返す。

　黒髪の魔女は貼はり付つけたような笑みをたたえたまま、口の中で何か呟つぶやいた。その長い足で一歩踏み込まれたとき、ユウマの周囲が氷結した。全身が硬こう直ちよくする。

「混沌のChaotic 氷結whiteout」

　敵の周囲を凍こおらせ、時をも止める魔法だった。

　ユウマはノーザンライツごと凍らされた。ＨＰゲージが減少する。

「一撃で殺してやろうと思ったのに……そうか。ノーザンライツの効果ね」

「てめぇ……っ」

　魔女は笑いながら鎌の一撃を繰り出してきた。

　避さける。一瞬気を抜いただけで、その長い刃は首元に到とう達たつする。そして何度、魔女の攻撃を受けたか思い至り、ユウマはぞくりとした。その逡しゆん巡じゆんが隙となり、魔女の攻撃に吹っ飛とばされた。地面を転がっていく。




「ねぇ？　この子が苦しんでいるのに、見物してるだけなの？」

「……なに？」

「ねぇ……そこのアナタ？」

　ユウマに向けられた言葉ではなかった。

　突然視線を向けられたオリエがびくりとする。まるで肉にく食しよく獣じゆうがエサを見るような眼差しだった。

「戦闘に、見学なんてあり得ないんじゃないかしら。どうしても見たいんだったら、見学料を支し払はらわなくちゃ……ね？」

　首をかしげながら、オリエに近づこうとする。

　オリエは震ふるえた。レベルは、ウィンドウを確認しなければ分からないものだと思っていた。このゲームでは、敵の強さを見かけで判断してはならない。強さは、ステータスの数値によって決まるからだ。

　だが、魔女は、その前に立っただけでその強さが分かった。気配が違う。声が、存在する力が違う。自分にはまだ、前に立つ資格がない。

「わ、私は……見学なんてしてない！」

「そう？　そうは思えないけれど……」

「勝つのは無理だとしても……戦います。でも、その前に私は貴方に聞きたい。このゲームをクリアすることができたら、魔女に願いを叶えてもらえるというのは本当ですか？」

　黒髪の魔女は、しばらくオリエをなぶるように沈黙していた。

　オリエは、決意している。黒髪の魔女の鎌で、麦の一本のように容易く刈られ、この場所から消え去ることを。

　魔女の口が、笑みに割れた。

「願いによるわ。当然でしょう？」

「じゃあ……じゃあ、可能だと」

「それ以上は」

　オリエが喜びに浮き足あし立だったとき、魔女はとうに彼かの女じよの間合いに飛び込んでいた。オリエは武器を持ってはいたが、反応することができなかった。気づけばすぐそばに氷のような冷たい眼差しがあり、

「……代だい償しようが必要ね」

　水面を払はらうような鎌の一撃は、まるでオリエの身体を撫なでるように見えた。時間すら切り取るような鋭い攻撃。その一撃は、たやすくオリエの身体を両断しただろう……無骨に差し込まれた、剣がなければ。

　ユウマが飛び込んでいた。だがノーザンライツは完全に攻撃を受け止めることはできなかった。オリエは衝しよう撃げきに吹き飛ばされる。不安定な姿勢だったユウマも同様だった。

　地面に倒れながら、ユウマは見ていた。

　嗜し虐ぎやくの笑みを浮かべ、黒髪の魔女が鎌を構える。容赦ない一撃が、命を奪うための一撃が振ってこようとする。

　だめだ。避けられない。そう悟さとった。




　その瞬しゆん間かん、魔女の身体が炎に包まれた。







reverieSIDE

８章　あきらめないで。







　あまりといえば、あまりのことにユウマの思考は停止しそうになった。

　聞こえたのは、

「ユウマをいじめたら、ゆるさないんだからーっ！」

という大声だった。

　魔女との戦いにこれ以上ないほど相応しくないそれは、見事に緊きん迫ぱく感をぶち壊こわしてくれた。

　頭が拒きよ否ひしている。アレが、ここにいるはずはない。だが、間違いない。

　小さな頃からずっと聞いていた声。

「お前……ユキナ……か？」

「そうだよ！」

　少しは否定して欲しいくらい、軽やかにユキナは認めた。

　突然の予期しない方向からの魔ま法ほう攻こう撃げきを受けた魔女は、怒いかりに燃えた目でプレイヤーたちを見つめた。

　ユウマは驚きよう愕がくしている。

　そして、それはオリエも同様だった。

　戦闘に闖ちん入にゆうしてきた魔ま法ほう使つかいは、その場にあったはずの緊張感を、根こそぎ崩ほう壊かいさせてしまった。

　ふわふわした髪かみをした少女だった。むん、と赤い飾かざりのついた杖つえを構え、魔女を威い嚇かくしているつもりらしい。

　先ほど魔女の身体を焼いたのは、間違いなくこの魔法使いの放った炎だ。




　素手でつかみかからんばかりの怒りを眼光に宿らせ、魔女は唇を噛んだ。その指が震えているのは、恐れでも痛みでもない、あまりにも深い怒りゆえだ。

「…………いいわ。引いてあげる」

　魔女は、右手を挙げた。

　すでに立ち上がっていたユウマは次の攻撃に備えたが、黒髪の魔女はそれを無視した。指先から黒い雲のような物体が現れ、魔女の全身を包む。

　そして黒髪の魔女の姿は消えてしまったのだった。







「ユキナ……お前、なにやってるんだこんなところで……」

「ユキナさん、なんでこんなところにいるの？」

　オリエとユウマの問いが重なり、二人は顔を見合わせた。

「えへへへびっくりしたぁ？　ユウマに、オリエちゃん」

　まるで当たり前のようにそこにいる。停止した頭はなかなか通常稼か働どうに戻らなかった。というよりも、ユキナの顔を見ていると身体の力が抜け、そのまま倒れ伏ふくしたくなるのだった。

「お前、俺おれがびっくりするとかなんとか言ってたのは、まさか……」

「うん、このことだったんだよ！」

　にこーっと音がするような笑いだった。

「びっくり作戦だいせいこーう！」

　そんな言葉を聞いて、耐たえきれずにとうとう膝が崩れ落おちた。頭の中で否定と肯こう定ていが入り乱れる。できれば夢であって欲しい。だが目をそらしても目をそらしても、耳がユキナの声を拾うのだった。

「ユキナさんも、アカデミアの生徒になったの？」

「うん！　今のクラスでアカデミアに受かったのって、オリエちゃんだけだもんね。私も目的があったから、一いつ生しよう懸けん命めい頑がん張ばったんだよー」

　どういう運命神の采さい配はいか、オリエとユキナはクラスメイトであるらしかった。仲の良さそうな様子に、だが見とれている場合ではない。

「お前の父親、アナザーの学園とか絶対反対しそうになのに……」

「うん、お父さんは反対してたんだけど……でも、ユウマがいるから大だい丈じよう夫ぶって一生懸命説得したんだよ。そしたら分かってくれた」

「分かってくれたって……」

　ぐしゃりと髪をかきむしる。ドーナツ屋でなんだか怪あやしいことを言っていたのは、このことだったのか。あのにやにや笑いが腑ふに落ちた。こんなどんでんびっくり返しが待っていたとは。

「なんでわざわざ……」

「だって会いたかったんだもん、仕方ないじゃないー……私もユウマと一いつ緒しよに冒ぼう険けんしてみたかったんだ！　友達に攻こう略りやく情報もらって、秘密で頑がん張ばってたんだよー」

「なんで……ここに来ることができたんだ……」

　この場所に、というよりは、このゲーム世界に、という意味の質問だったが、ユキナは前者で理解したらしい。

「ほら、私魔法使いでしょ？　魔法使いでスタートすると色々と特とく殊しゆなアイテムが手に入るんだって！　私、ユウマに会いたくて、ユウマに出会えるようなアイテムを探してたの。そしたらこれ」

　ユキナが懐から取り出したのは、ハートの形をした水すい晶しようだった。透とう明めいなピンク色をしたそれはいかにもユキナの好きそうな、可愛らしい形のアイテムだった。

「これ使うと、名前を知ってる人のところに移動できるんだって。七千ドラムくらいしたけど、買ってみたの！」

「七千って、せっかくの金を馬ば鹿かなことに使ってるんじゃねーよ！」

「これ、ユウマにあげるね。っと、アイテムトレードしないと……回復薬でもちょうだい」

　ユキナは上じよう機き嫌げんにウィンドウを立ち上げた。アイテムトレードが申し込まれる。そしてユウマの手の中に、手の平の上の薄いピンク色の水晶が現れた。

「目を覚ましたら、それ使って私のところに来て」

　え、と問い返したときには視界は虹色の花びらが舞っていた。

　ユウマはクエストでここに来た。魔女との邂かい逅こうが終わったら、元の場所に戻されるようになっているらしい。

「待ってるから！」

　その声を聞きながら、目を覚ました。







　ユウマは飛び起きた。自分が宿屋の中にいることを確認する。そしてすぐそばのベッドで、オリエもまた目を覚ましていた。

　オリエは、一足先にこちらに戻ってきていたようだ。

「ど、どうなったの……魔女は……倒したの？」

「まさか」

　勝てない相手だった。もしかしたらノーザンライツの力を全て解放していたら、あんな風に負けることはなかったかも知れないが……

　とどめを刺さそうとしたときの魔女の微笑。

　蒼あおい双そう眸ぼうを思い出し、それからもっと深刻な問題を思い出して、背筋を震わせた。




「あの……、ユキナと同じクラスって、もしかして冗じよう談だん……じゃないよな？」

「なんで冗談言わなきゃいけないの？」

　オリエの問い返しに、ユウマはがっくりと肩を落とした。広い日本で、わざわざアナザーの学校に通っておきながら、どうしてそんなに近い場所にいるのだろうか。幸運なのか、なんなのか。

「ユウマ君、ユキナさんになにか渡されてた？」

「ああ……」

　ユウマはアイテムウィンドウを確認した。

　あれは夢で、渡されたものなど消えてしまっているのではないかと一いつ瞬しゆん危き惧ぐしたが、アイテム欄らんの一番下にそれはあった。

「クリスタルオブメモリー」という名の、ハート型の水晶。選せん択たくすると、それはころりと手の平の上に転がっていた。渡されたときと同じ、ひんやりと冷たかった。

　そしてウィンドウ上で確認すると、このアイテムがあと一度しか使えないものであることが分かった。

「これを使うと、知っているやつのところにいけるらしい」

　オリエはユウマの手の平の上のアイテムを凝ぎよう視しした。ピンク色の光を放ち、ころりところがっている。




　時間経過はどうなっていたのか、外は真っ暗だった。村のあちこちで虹色の光がぼんやりともっている。あちこちに植えられている虹色の花が、月の光を反射していた。

「そうか、あれを見たから、リョータはこの村を虹色の花が咲き乱れる場所って言ったんだな……」

とユウマは何気なくそう言ったのだったが。

「呼んだ？　ユウマ君」

「うわあああああっ？」

　背後から聞こえたのほほんとした声に、飛び上がりそうになった。

　そこにはアスカの酒場であったときとは微び妙みように装備を変えているリョータがいた。なんでも二人を追いかけて、一生懸命森を抜けてきたらしい。一度あの場所に行ったリョータは、再びこの宿屋で寝ても、魔女のいた場所に移動することはできなかった。

　経験値、スキルともに変動はない。あの戦いは本当に「夢の中」であったという扱いだったようだ。

「よくよく考えたら二人が一緒に宿屋に泊まるなんて……なんだか心配になって追いかけてきたんだ」

「なんなのよそれ！」

「だってユウマ君が襲おそわれたら困るじゃないか」

「だ、誰が襲うですって？　あんた頭の中にアイスかまんじゅうがつまってるんじゃないのっ？」

「ほらムキになってるところが怪しいんだよ。ユウマ君、大丈夫だった？　せめて寝ているユウマ君は僕ぼくが守るつもりで、ここまで来たんだ……！」

　リョータはキラキラした目で、両手を広げた。

「ありがとう、でも、要らなかった」

　ユウマはあっさりと一刀両断にした。




「二人がなかなか目覚めないから僕、ドキドキしたよ。このまま起きなかったらどうしようかって……まあ、ちょっと暇ひますぎたから素す振ぶりなんてしてたんだけど」

　照れるリョータの背後に、鋼の剣けんが壁かべに突つき刺さっている。

　ユウマがそれを指し摘てきすると、

「あ、腕わん力りよくの数値が足りないみたいで、抜けなかったんだ。そうだ、君、あれ抜きたかったら抜かせてあげるよ」

「なんで私に言うのよ！　人を腕わん力りよく自じ慢まんみたいにっ」

　オリエはリョータから降ってくるケンカの粉を、全て全身で受け止める覚かく悟ごらしい。壁の剣を抜いて戻ってきたユウマは、二人の口げんかの間に割って入り、リョータに剣を渡した。

「寝てるやつに剣が刺さったら危ないだろ」

「ああ、ありがとうユウマ君。僕、練習してたんだ。やっぱり、レベルが高くなったら、ものすごく強い敵に苦しんでる人たちを助けに参上することもあるよね？　だから、そのときのことを想定して、かっこいい登場シーンを模も索さくしてたんだ……」

　結果として壁に剣が突き刺さるのでは、強い敵に苦しんでいる人たちは、登場した正義の味方にまで苦しめられることになるらしい。

　なぜかオリエはユウマまでも厳しい眼差しで見つめている。ユウマは特にコメントは避けることにした。




　魔女に勝てた？　と期待でいっぱいの質問が飛んできたが、ユウマは首を振ふった。

「そうかあ……ユウマ君ならもしかしたら勝てるかも知れないと思ったんだけど。でもあそこは確か夢の中とかなんとか説明してた気がするな。そんなところで魔女が倒せたら大変だしね……で、なにを手に持ってるの？」

　目ざとくリョータはアイテムを見つけた。

「あ！　もしかして、魔女から手に入れたの？」

「違う。もらったんだ。ただの水晶だよ」

「えーっ、見せて欲しい。ほんとは魔女を倒して手に入れたんじゃないの？」

　リョータは既すでに好こう奇き心しんの塊かたまりになっていた。この飽あくなき探求心が、クエストを起こす元になっているのだろう。だが、その好奇心をぶつけられたユウマは、ものすごく迷めい惑わくだった。

「見たい見たい見たい見たい見たい見たい見たいーっ！　お願いだよユウマ君。ちょっとでいいよ、僕のもってるレアアイテムの、復活の杖と交こう換かんしても構わないから」

「……そんな大したものじゃないって」

「じゃあ、一瞬だけで良いよ。すぐに戻すから、頼たのむよ！」

　相当に食い下がられた。リョータはこれを「魔女を倒した報ほう償しようかもしれない」と考えているらしい。ユウマが怒って怒ど鳴なっても食らいついてくる。

　最終的に、ユウマは疲つかれ果はててしまった。

「ちょっとだけだぞ！　すぐ戻せよ！」

　アイテムがトレードされた。

　リョータは水晶をじっくり眺ながめだした。

「これ、効果は……」

「七千ドラムで売ってるらしいぞ。それ握って名前を叫んだら、そいつのところまで移動することができるんだ」

「へえええーー！　便利だなあ……ってことは、ユウマ君は誰の名前を呼ぶつもり？」

　ユキナ、と答えかけてユウマは止まった。

　これはユキナにもらったもので、ユキナは自分のところに来てくれと言った。このアイテムは借り物も当然だ。正式な持ち主であるユキナの意向に沿って使わなければならない。当然だ。

　……しかし、これは、もしかしたら僥ぎよう倖こうなのではないだろうか。

　水晶を手に握り、相手の名前を叫ぶだけで良いと説明がついている。

　たとえばこれを握り、「如きさ月らぎ蓮れん」と叫んだならば、自分は容易く目的を叶かなえることができるのではないだろうか。

　ユキナは、怒るだろうか。

　しかしこれは七千ドラムで売っている、と言っていた。つまりどこかで買えるものなのだ。買えるのならば、お金で返すこともできるだろう。

　いや……蓮のためならば、ユキナは決して怒らない。むしろ、その手段を思いついたのに決行しなかったならば、ユウマの方が怒られるだろう。

　どうして蓮を助けようとしないの？　と。

「ねえユウマ君」

　そのときまでユウマは、リョータを全く疑っていなかった。




「……ごめんよ」




　リョータが水晶を握りしめる。そして、

「三み輪わ、薫かおる！」

という名前が叫ばれた。

　アイテム効果エフエクトが発動する。光の粒に包まれ、ユウマは浮ふ遊ゆう感を覚えた。

　お前、と言おうとした。だが全ては遅おそかった。始まった瞬間に、終わっていた。







　またもや視界が一変していた。

　どこからか入り込んだ乾かわいた風が、悲鳴に似た音をたてて柱の間をぬけていく。どこか、建物の中だった。ひびの入った石いし畳だたみの上には、いくつもの種類を組み合わせた異形の彫像が並んでおり、奥おくまで続いている。

　光は届かず、もの言わぬ暗闇が広がっている。そこを照らし出すのは、壁に置かれている篝かがり火びだ。篝火の照らす周囲は見ることができるが、それ以外は真っ暗だった。

　古い、朽くちた神しん殿でんだった。壊れた柱の一部が床ゆかに落ちている。とうの昔に時が止まったような、棺かん桶おけの中を覗のぞいたような、いやな空気に満ちていた。

「ここ……どこ？」

　ユウマの腕うでをつかんだのは、オリエだった。

　そして反対側は、リョータ。慌あわててユウマは腕を振り払った。

「てめぇ！　なにくっついてるんだよ」

「あんた、なにやったのよ！」

　リョータの顔を見た途と端たんオリエに元気が戻った。

「うわ、なんで君もここにいるんだよ！」

「ずっといたわよ！　なんなのよ、あんた。ミワカオルって……」

　ユウマの手の中で、ハート型の水晶はさらさらと形を失い、崩れていった。もう二度と使うことはできない。

「リョータ……、お前もか？」

　問われ、リョータはおどおどして目を泳がせた。

「な、なに？　ユウマ君」

「お前も篠しの田だ遥はる香かに依い頼らいされたのか？　このゲームで、三輪薫を見つけてくれって」

「………………」

　リョータは答えなかった。だがその表情が返事だった。

「なんなのその、依頼って」

「ごめん。オリエ……後で説明する」

「だめ」

　オリエはユウマの袖そでをぎゅっと握り、青ざめるほど真しん剣けんな顔で「今説明して」と言った。

　握る力は弱いものだったが、振り払うことはできなかった。

「俺は、外部の人間に頼まれて人ひと捜さがしをしてたんだ……。このゲームの創作者である、三輪薫を」

　ゲームの中に三輪薫がいなければ、名前を呼んだところで場所を移動するようなことはなかったはずだ。だが、自分たちはここに来てしまった。

「三輪薫のことなら私も知ってる……」

「え？」

「先輩に訊きいたの。このゲームをつくったのは、三輪薫って言う脳の研究者だって。言ったわよね……魔女は願いを叶えてくれるって。だから、願いを叶えてくれるとしたら三輪薫なのかも、って……」

「…………」

　オリエは青ざめ、薄く笑っていた。彼女自身は、自分が笑っていることを知らなかったかもしれない。

　ユウマは危うさを感じ、手を伸のばそうとした。

　だが、

「なんだ！　みんな、そうだったんだ！　意外と知られてるのかな、三輪薫の名前」

というリョーマの声にびくりと肩を震わせ、伸ばそうとした手を止めた。

「もっと早くに知りたかったな。協力できたかも知れないのに……」

「………………」

　協力は、できなかっただろう。

　ユウマが本当に目指していたのは、青い髪の魔女に、もう一度会うことだ。そのために篠田遥香の依頼を犠ぎ牲せいにしても構わないとすら思っていた。







　ウィンドウを開き、大陸マップを確認する。自分の位置して表示されるはずの赤い点がどこにもなく、「表示不能」の文字が躍おどっていた。

「もしかしたらここ、制作中のダンジョンだったりして……」

　オリエは周囲を探りながら言った。モンスターが現れる気配はない。篝火が照らしているのは、道だ。明かりは三人を導くように、廊ろう下かの果てまで照らしてくれている。

「としたら、最悪だな。もしかしたら外につながっていないかもしれない」

「そ、そそそうしたらどうなるの僕たちっ？」

　リョータが飛び上がって質問する。意地悪な気持ちになって、ユウマは肩をすくめた。

「永遠にここをさまようかな？　この空間の管理adminis者tratorである三輪薫が気づいてくれるまで」

　そのとき、どこからかヒィィィィァアアアア……と黒板を引ひっ掻かくような不快な声が聞こえた。空耳のようなか細さで、だが確かに聞こえた。

　ユウマは周囲の気配を探った。

　近くにモンスターはいないようだ。だが、三輪薫がいるとするなら、ここはゲームのラストに近い場所に決まっている。徘はい徊かいしているのは、雑魚モンスターではあり得ない。遭そう遇ぐう率は低くとも、もし出会えばレベルが低い者は即そく座ざに倒されるレベルのモンスターばかりに決まっている。

　突とつ如じよ、空気を震わせて、咆ほう吼こうが聞こえた。先ほどの悲鳴とは質が違ちがう。怒りに満ちた、吠ほえたける巨きよ大だいモンスターの声だ。

　ヒィッと喉のどの奥で悲鳴を上げ、リョータがユウマにすがりつく。オリエは武器を構え、ユウマの背後に背中合わせで立った。

「危険よね、この場所。明らかに」

「ああ。嫌な感じがする。できれば早く、脱だつ出しゆつしたい」

「でも、私あんまり心配してないよ」

　ユウマが振り返かえると、オリエは笑みを見せた。先ほど見せた不安定な表情は消えていた。

「ユウマ君が一緒なら、なんとかなるような気がするの……ごめん、これって甘あまえてるのかな」

「そんなことは……」

　ないよ、と言おうとしたとき、リョータが大きな悲鳴を上げた。

「は、はやく行こうよ、篝火が消えそうになってる！　この道をまっすぐいけばいいんだよ、きっと！」

　確かに壁に用意された篝火が、だんだん小さくなっていた。それは三人を奥へ、奥へと導くためのものだった。

　リョータは早くその通りに移動したがったが、ユウマはなかなか決断できずにいた。ここに篝火を置いたとしたら、それは誰だ。

　ゲームの製作者側の人間に決まっている。

　自分の意図する方向に、プレイヤーたちを導こうとしている。




「行こうよ！」

　リョータはユウマの腕を引こうとする。なかなか従わないユウマに業ごうを煮にやしたように、

「ごめん、俺、一人で行くよ……！」

　リョータは一人走り去っていった。

「どうしたのユウマ君……。ここにずっと止まっているわけにはいかないよね？」

　オリエも心配そうに尋たずねてきた。ユウマは、ああと頷うなずいた。

「なんか、違い和わ感かんがあって……」

「違和感？」

「ユキナは、なんでここにいたんだろう」

「………………」

　なぜと言われても、いたからだ、としかオリエには答えられそうになかった。

「あいつは本当にゲームが下手なんだ。俺より後に開始したのに、俺が見たこともないようなアイテムを持ってるなんてありえない。あいつがアカデミアに入ったとしたら、すぐに報告しに来るよ。俺が知らないわけがない……」

　口に出してみると、違和感は疑ぎ惑わくに成長した。

「それに、もしあいつがこのゲームに参加したら。三人の魔女をみたところで、絶対に蓮に気づく。見落とすはずはないんだ、絶対に。だから、もしあれが本物だとしたら……あいつは」

『なんでレンちゃんがこの世界にいるの？　ユウマ、知ってる？』

と問わなければならなかった。

　本物の由ゆ希き菜なを演じるならば。




「あれは、由希菜じゃない」

「…………だとしたら……」

「由希菜じゃなかったら、あれは……おそらく、三輪薫だ」




　廊下の先は、扉とびらになっていた。リョータが開け放したのだろう、扉は中ちゆう途と半はん端ぱに開いていた。ユウマは歩を進めると、いささか乱暴にその巨大な扉を開けた。まるで巨きよ人じんのために用意されたかのような背の高い扉だったが、ユウマの力で難なく開けることができた。




　中にあったのは、円えん舞ぶ台たいだった。周囲にはいくつもの篝火が置かれている。

　広い空間になったこの部屋の中心に、広い円で区切られたスペースが作られている。漏ろう斗と状なった部屋の一番奥おく深ふかい中心には、まるで主人公のように堂々と二人を待っている者がいた。

「もう、遅いよ！　私、待ちくたびれちゃった」

　それは間違いなく由希菜の声で、その表情も由希菜が困ったときによく見せる笑顔だったが。

「アナザーにダイブしてきたやつのデータを盗ぬすんでいるのか？」

　冷めたユウマの声を聞いて、由希菜の形をした誰かは、目を見開いた。

「あれ……？　あれあれ？　何言ってるの、ユウマ。私のところに来てくれたんじゃないの？」

「悪いな、俺は由希菜の名前を呼んでいない。……呼んだのは、あんたの名前だよ。三輪薫さん」




　ぱん。と、風船の弾はじけたような音が聞こえた気がした。

　色しき彩さいがあふれ出したかのように、電子光がいくつも瞬まばたいた。息を飲むオリエの前で、由希菜の姿は輪りん郭かくを失っていく。そして、代わりに。

　金髪の魔女の姿がそこにあった。

　じっとユウマを見上げるその双眸は、翠みどり色。ノンプレイヤーキャラクターにはありえない、その目には意志の光がある。

　小さな魔女をつれさった、白い肌はだの美び貌ぼうがそこにあった。

　美貌、だがその赤い唇くちびるは、嘲ちよう弄ろうに歪ゆがんでいる。純白の布に落とされた黒いインクのように、この女神像めいた美貌を唯ゆい一いつ人間たらしめているのは、その悪意だった。




「せっかく楽しく演じていたのに。残念です……参考までにうかがいましょうか。如月優ゆう馬ま君？　あなたはどうして私が偽にせ物ものだと気がついたの？」

　両りよう腕うでを広げ、優ゆう雅がな笑みをたたえているが、その実その目は全く笑っていない。

「単に、あんたは本物ではあり得なかった……それだけの話だよ」

　ユウマは剣を構えた。

「……教えてもらおうか。あいつは、本当にレンなのか……？」

「あなたにはなにも見えていない……あれがお前の妹ならば、どうしてあなたにノーザンライツを渡したのかしら？　あれに込められたメッセージが、あなたには分かった？」

「分かるかよ！」

　怒鳴り返した。その答えを聞いて、金髪の魔女は双眸を細めた。

　そしてすう、と音もなく金髪の魔女の身体が浮き上あがった。まるで天に呼ばれているように。魚が静かな水の中を泳ぐように、優雅に。

　そして金髪の魔女は空中に浮いたまま、招くように手を差し招く。

　黒い雲のようなものが現れ、その中から現れたのは、

「レン……」

　悲しげな顔をした小さな魔女だった。

　彼女はユウマを愁うれいに満ちた視線で見下ろすと、金髪の魔女にすがりついた。







「教えてあげなさい。お前は、誰？」

　問われた小さな魔女は、大きな目に涙なみだを浮かべた。優しい声、頭を撫でる手が、まるで母のように優しい。

「私は……」

「お前は未完成。脆ぜい弱じやくなの。否定されただけで、消えてしまうほどに儚はかない……。私はお前を愛しているわ。お前の世界を完成させ、満たしてあげる。だから、あれのことは忘れなさい。あれは何も知らずにお前を否定し、滅ほろぼす」

「……でも、私は……」

「人にん魚ぎよ姫ひめの話をしたことがありましたね？　お前は、あの泡あわに消えた愚おろかな人魚と同じ目に遭あうつもり？」

　小さな魔女は、金髪の魔女とユウマを見比べる。距きよ離りの離れたユウマから見ても明らかに彼女は震えていた。動どう揺ようのあまり、今にもその唇から悲鳴がこぼれ落ちそうだった。

　私のもとに戻れと。そのためにあの男は死ぬしかないのだと。

　人間を愛した人魚の童話になぞらえ、金髪の魔女は告げている。

「さあ……見ていなさい」




　滅びた神殿に、魔ま物ものの声が響いた。蕭しよう々しようと、もの悲しげな風の声ではない。哀あい切せつに、己の運命を訴うつたえかけるような声。




「現れよ、我が子」




　円舞台の上に、光の魔ま法ほう陣じんが現れた。異国の言葉の装そう飾しよくとともに描かれたその円は、遠い場所から導かれたものを顕けん現げんさせる力を持っていた。

　それは黄金の竜りゆうだった。その鱗うろこ、その目すら金色に染まった四し肢しもつ竜だった。円舞台の床をその長い爪つめで踏ふみしめ、ぐるりと視線を移動させた。

　そして竜は、目の前にいるユウマとオリエを敵と見定めた。黄金の竜は腹はら一いつ杯ぱいに空気を吸い込み、思い切り吐はき出だすと共に大音声を発した。

　雑魚モンスターの威嚇音とは、格が違う。頭上に落ちてきた雷かみなりのような音に、ユウマもオリエも全身を揺ゆさぶられた。大きな手に腰こしをつかまれ、上下に揺らされたように思えた。その声が、既に暴力だった。




　巨大な、そして強大な姿に、我を取り戻したオリエは絶句する。いま、この段階で勝てる相手ではない。ありえない。なのにかれは、ここまで来いと言っている。ネズミのようにすみっこで震えておらず、この中央に来て、我にその顔を見せろと。

「さぁ、戦いなさい。あなたがどれくらい強くなったか、見せて頂ちよう戴だい……」

　金髪の魔女は、冒ぼう険けん者しやに命じた。

　三輪薫は、造物主の権限でもって命令した。拒否することはできない。この世界は、魔女が造った。なにひとつ、魔女の意に沿わぬものはない。

　規定し、既き定ていする。

　円舞台はこの黄金の竜のために用意されたものだった。まるでここがかれの王座であるかのように、中央に陣じん取どり睥へい睨げいする。

　剣一本で向かうには、あまりにも恐おそろしい相手だった。

「ユウマ君……ちょっとこれ、まずいかな……」

「ああ……。あいつは俺を消すつもりなんだ。ごめん、オリエ。君を巻き込んだ」

「違うよ。私は自分で選んでここに来たの。謝る必要なんか、ない」

「……ごめん」

　ユウマはオリエの身体をぐいと押おしやった。

　そしてゆっくりと歩いていく。




　己の心臓音すら聞こえそうな沈ちん黙もく。ふと、魔女たちに視線をやった。そこにはやはり、泣きそうな妹の顔がある。

　その唇は、何かを告げようとしている。だが、その言葉は届かない。

　金髪の魔女が、阻はばんでいる。

　レンを、決して触ふれえぬ位置に置き、見下ろして笑っている。歪んでいる。どうしようもなく歪んでいる。この剣も、この状じよう況きようも、言葉も、魔女の創り出したこの世界が。

「レン！　俺が、お前を助けてやる！」

　ユウマは叫んだ。己の中の恐れをふっきるように。

「だから、そんな顔をするな。……そんな場所に、いるなよ！」

　返事はなかった。




　ユウマは階段を上り、円舞台に上がった。
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　竜のそれに比べ、ユウマの身体はあまりに小さかった。吹ふけば飛ぶような、哀あわれな無力さに満ちていた。

　プレイヤーを知覚したモンスターが、向き直る。戦せん闘とうへの悦よろこびに、感情の無いはずの目が輝いているように見えた。




［不滅Gawain t竜ガhe Indesウェtructiblインe dragon］。レベル八十五。

　ＨＰゲージはオールグリーン。




「あなたはどれくらい成長したかしら。ステータスを見せてもらうわ」

　金髪の魔女の指が空を引っ掻くように動いた。それはユウマの秘ひ匿とくを暴くためのものだった。




「え…………」

　オリエは絶句した。目の前に現れたそれを見ても、理解が追いついてこない。

　きっと、レベルが高いのだろうと思っていた。ユウマの見せた強さは、今までに見たことのないようなものだった。確かにその剣は特別なものなのだろう、持ち主に大きな力を与あたえているだろう。だがそれは、ユウマ自身の強さを前提にしてのことだと。




　表示は、「レベル０」となっていた。

　ＨＰは上限が、九。




　冗談みたいな数字だった。にわかには、信じられない。ウィンドウを見ていてもなお、頭が理解を拒否する。

「ゆ、ユウマ君……！　どうして……っ」

「言っただろ、ノーザンライツは呪のろわれている。装備した者は、レベルがゼロのまま、上がらなくなる。そしてＨＰは、一回攻こう撃げきを受けるごとに一ずつ減っていく。俺は、相手の攻撃を九回受けたら、死ぬんだ」

　それが代償。

　戦闘中の回復すら受け付けない。

　どんな強力な攻撃でも弱い攻撃でも、一度当たれば一減る。

　かつてレベルの弱いモンスターからユウマが全力で逃にげたのは、攻撃回数の多い敵との戦闘を避けるためだった。

　致ち死しに至るは、九回。それ以上の攻撃を受ければ、ユウマは戦闘不能に陥おちいる。それは少々敵が強ければ、普ふ通つうに食らってしまう回数だった。




　視線をやった。宙に浮かんだ魔女は、生いけ贄にえの登場に満足している様子だ。悪意に満ちた筋書きの芝しば居いに、死に役の役者があがった、と。

　ただ死んでたまるか。ユウマはオリエを振り返った。ニッと笑って見せると、オリエの泣きそうな顔が、もっと泣きそうになった。




　ガウェインは喜んでいる。敵の到とう来らいを、歓かん迎げいしている。それゆえにかれは、ユウマの初撃を受けた。ノーザンライツの獰猛な食いつきは、かれの鱗をたたき割るには至らなかった。

　力が、この不滅竜を征せい服ふくするには足りないのだ。

　平常の状態では、歯が立たない。何度叩たたいてもガウェインの尋じん常じようではない防ぼう御ぎよ力りよくに阻まれ、体力を削けずることはできないだろう。殴なぐっているつもりで撫でているようなものだ。




「目覚めよArise！　我は根extract 源に干from the渉す source……」




　力を解放するたびに、ノーザンライツはユウマのＨＰを一ずつ削っていく。それは九回敵の攻撃が当たれば抗あらがいようなく死んでしまうユウマにとっては苦しすぎる条件だ。

　だが剣の力を解放しなければ、このドラゴンを倒たおすことはできない。




「烈風よ、在れdownburst！」




　ノーザンライツに猛々しい風が宿る。

　ガウェインはそのようなことは意に介かいさず、吠えながら襲いかかってきた。まっすぐにユウマの身体目指して。体たい躯くに似合わぬスピードに、一瞬ユウマは避けようとし、そして真正面から攻撃を受けることにした。

「ああああああああっ」

　気合いと共に、思い切り剣をぶち込んだ。

　分厚い鋼鉄のような筋肉に包まれた身体は、己のスピードによってカウンターのような衝撃を食らった。だが痛みなど全く感じていない様子で、攻撃を振り払った。地面に転がったユウマは、振り上げられた足を見た。

　ずん、と上から落ちてきた攻撃を、全力で

　魔女相手の戦いとはわけが違う。巨大な獣けものを相手にしている。形が違う、力が違う、大きさが違う。猛たけり狂くるう獣相手に理性など何の力もない。

　力。獰猛な力が戦いを支配する。

　ガウェインは飛び上がった。背中の羽は、小さく見えたがその身体を浮かせるだけの力は十分に秘めていたらしい。滑かつ空くうするように移動し、ユウマと距離を取った。

　立ち上がったユウマは、相手がブレスを吐こうと大きく息を吸い込んだのを見た。

　視界が真っ赤に染まる。後ろに転がって避けた。機き敏びんに反応しなければ、全身を焼かれていただろう。ドラゴンは続けざまに炎を吐き出した。

　ブレスを吐いた直後の硬直を狙ねらい、今度はユウマから向かっていった。

　何度も、何度も切きり裂さいた。一いち撃げきがどれだけ相手のＨＰを削っているか知れない。構わない、確認することもやめた。パラメータを見る瞬間すら惜おしい。視界に迫せまるドラゴンの鼻面に、剣を叩きつける。ガウェインは尾おを振って攻撃に転じた。背後からの攻撃を避けきれず、一撃を受けた。







　オリエは泣きそうになった。

　強いと信じていた。だが、ユウマは自分の考えていたより、もっと強かった。




　ガウェインのあぎとが、ユウマを横向きに捕とらえた。左右の脇わき腹ばらを牙きばにくわえとられ、持ち上げられる。悲鳴も上げられないまま、振り回まわされた。

　意識を失いそうになった。痛みは、ない。だが魔物に蹂じゆう躙りんされ振り回されている感覚は本物のように感じられる。

　そして円舞台に叩きつけられた。

「……ぁ……」

　魔女の紅こう唇しんが、サヨウナラと告げる幻まぼろしを見た。もしかしたらそれは本物だったのかも知れない。

　流れていないはずの血を感じた。終わりだと思った。

　あと何度、攻撃を受けたら終わるだろう。

　……分からない。




「立ち上がってよ。ユウマ君」

　戦闘の最中に、唐とう突とつに聞こえた静かな声。ユウマは反射的に顔を上げた。自分の顔はおそらく絶望があっただろう。

　だがオリエは、笑っていた。

「あきらめないで。お願いだから」

　ガウェインの攻撃が、背後から迫っている。オリエはそのことをよく知っていた。だが避さけない。ユウマの心が折れるはずの一撃を、オリエはその身で代わって受けた。最後まで微ほほ笑えみながら、手を伸ばし、ユウマの頬ほおを撫なでた。

「オリエ……！」

　その身体は一撃にすら耐えられなかった。オリエの身体は宙に飛ばされ、地面に倒れた。何度か転がったかと思うと、その身体は消えてしまった。

　立ち上がってよと囁ささやいたその声すら夢だったかのように、何一つ残らなかった。




　ガウェインは、オリエを殺しただけでは飽きたらず、獰どう猛もうにユウマに食らいつこうとした。だがユウマの頭は冷めていた。がちがちと歯を鳴らし巨大な頭がユウマの身体を食いちぎろうとする、その迫はく力りよくに心が動かなかった。

　激しい憎にくしみを感じていた。これはゲームだ。モンスターは、決められたプログラム通りにプレイヤーを倒しているだけだ。だが、許せなかった。

「……てめぇぇぇぇぇええっ！」

　吠える。下から思い切り刀身をぶつけ、顎あごをかちあげる。攻撃がまともに入ったことにより硬こう直ちよくしたその身体に、もう一度攻撃を加えた。ガウェインはノーザンライツの重みに逆らうことができなかった。

　時間の流れが、ゆっくりしていた。冷めた脳の見せる幻げん影えいなのか、ガウェインは妙みようにのろのろと頭をもたげようとする。

　攻撃する。だが、食らっても食らってもガウェインは咆吼し、襲いかかってくる。渾こん身しんの力でもって、ユウマに噛かみつこうとする。

　剣を振り上げたとき、その左足の爪がまともにユウマの腹を引っかけた。宙に持ち上げられ、振り落とされる。衝撃の強さに目め眩まいがした。

　その目の前で、ガウェインが口を開いた。

　炎えん熱ねつが生まれる様を、その目で見る。

　これ以上は耐えられそうにない。

　三輪薫に剣を向けることすら敵わずに、敗北するのだ。

　許してくれるだろうか？　オリエは。




「だめ……っ」

　小さな魔女は、行こうとした。だが、優しい手が彼女を止める。すがるように見つめて請こうが、赤い唇に浮かんだ微笑みはいささかも崩くずれない。

「離はなして、あの人が死んでしまう……っ」

「死ねばいい」

　そのとき。哄こう笑しようする魔女は、背後からの急きゆう襲しゆうを受け、体勢を崩した。神のように供物となる戦いを見物していた魔女は、完全に不意をつかれた。

　敵は、空中にはり出た出窓のような場所から飛び降り、真上から攻撃してきたのだ。

「だああああああーーーーっ！」

「な……っ」

　このゲームにおいて、冒険者が魔女に一撃を与えたのは、このときが初めてだった。見事なクリティカルヒットだった。

　リョータだった。魔女に攻撃がヒットしたのと同時に、ゴールドドラゴンが硬直した。

　吐き出されるはずのブレスが消失し、ドラゴンは苦痛に悲鳴を上げた。まるで、魔女とつながっているかのように。

「き、さ、ま……っ」

　この世界の支配者である魔女が、一撃を受けることとなった。しかも、初心者の持つようなつまらない剣によって。

　リョータは地面に落ちた。着地スキルが全然足りなかったらしく、大ダメージを負ったようだ。

「リョータ！」

「へ、へへへ。ユウマ君。僕、やった……」

　何かを言おうとしたリョータの頭上に、光が落ちてきた。

　金髪の魔女が怒いかりにまかせ、魔ま法ほうを放ったのだ。強きよう烈れつな雷が、リョータの全身を貫つらぬいた。一撃で戦闘不能状態に陥る。リョータの身体は力を失い、その姿は跡あと形かたもなく消えた。




　魔女の怒りと呼応するように、ドラゴンが活動を再会する。ユウマを探すように視線をさまよわせ、咆吼する。

　そして、ユウマを見つける。殺意に染まる目。プレイヤーを殺し尽つくそうとする衝しよう動どうのままに走り来る。

　ユウマはノーザンライツを構えた。

「……くれてやらぁっ！　ノーザンライツッ」

　ユウマは、剣の重さが消失するのを感じた。刀身が光を帯びる。

「目覚めよArise！」

　ノーザンライツがユウマのＨＰを吸う。一。二。三。ゆっくりと味わうように、ゲージが減っていく。

　刀身に宿るは、閃せん光こう。

　だがドラゴンの牙はその光ごとユウマを食らいつくそうとする。




　金きん髪ぱつの魔女は片目を押さえた。もう片方の目に映るのは、小さな魔女が自分のそばを離ばなれていく光景だった。悲しげに、泣きそうな目で自分を見つめるその無む垢く。

「待ちなさい……！」

「ごめんなさい」

　小さな魔女は、優しい支配の手から解放された。それは彼女の望んだことに間ま違ちがいないのに、とても心細かった。

　あのひとの腕の中にいる不自由は、自分を守ってくれていたのだと知った。

　自由は、小さな魔女に耐え難い苦痛をもたらした。自分を生んでくれた造物主に逆らう行こう為いだ。恥はじを知るものならば、決してそんなことはできない。神に背を向けるなど。

　だが止まらなかった。

　そして一いつ瞬しゆん後に、戦場に舞まい降おりた。




「いにしえAncienの暗黒よt dark」




　声が導くのは、天から舞い降りる雷に似た黒い剣。ばりばりと空気を割りながら、天からの一撃はゴールドドラゴンの全身に突き刺さった。

　吠え声ごえにあったのは、驚愕。そして苦痛。

　もだえながら、踊おどるように転がる。

　だが、それでもゴールドドラゴンは最後の一撃をくれてやろうと口を開ける。その口の中に炎ほのおが満ちていく。




「我は根extract 源に干from the渉す source…汝、そthou, "Nの名〝orthern 極光〟Lights"―！」




　刀身が爆ばく発はつ的てきな閃光を放つ。

　ノーザンライツは、その切っ先で炎を半分に切り裂きながら、口の中にねじ込まれた。深く、なお深くユウマは剣を侵しん入にゆうさせていく。光となったノーザンライツの刀身が、ドラゴンの身体を半分に斬きり裂いていく。

　そして、ゴールドドラゴンは敗北に転がった。断だん末まつ魔まのうめき声をあげながら、地面に転がる。痙けい攣れんしながら、その身体は光の粒つぶになった。

　ユウマは、膝ひざをついた。

　猛もう烈れつな疲ひ労ろう感に襲われた。だが、まだ倒れるわけにはいかなかった。







「レン……」

　ユウマの言葉に、小さな魔女は怒られたように肩かたをすくめた。小さく首を振りながら、涙に潤うるむ目でユウマを見上げた。

「レン、なんだろう？」

「……答えるのよ」

　金髪の魔女は、地面に舞い降りていた。ユウマと小さな魔女の距離と同じだけ、離れた位置に立った。

　ユウマは小さな魔女を庇かばおうと、距離を縮めようとした。だが、妹に似た魔女は、それも拒こばんで首を振った。二人の中央で、どちらにも行くことができず。

「真実を告げなさい。彼かれには、それを聞く権利がある」

「何を言ってる……？」

　ユウマの視線を受け、まるで強烈な攻撃を受けたように小さな魔女は震ふるえた。だが彼女は、造物主に逆らうことはできなかった。




「ごめんなさい……ごめんなさい、私はあなたの妹ではありません。私は、この人に作られたものなんです……」




「は……？」

　まじまじと青い髪の魔女を見つめる。つくられた、という言葉の意味が分からない。

　もしかしたら妹ではないのかも知れないと思っていた。別人だ、と告げられるかも知れないと恐れていた。

　だが、青い髪の魔女の言葉は予想と全く異なるものだった。

「私は、三輪薫に作られた、アドバンスドチルドレン。……ＮＰＣなのです」

　ノンプレイヤーキャラクター。

　背景に人間がいない、ゲーム内で自律行動する人型のデータ。

　何度も繰くり返してモンスターにさらわれる村娘むすめ、客人を穏おだやかに迎むかえる宿屋の老女、町の中を行き来する人々、このゲームにはたくさんのＮＰＣが活動している。だが、こんな風に感情を見せるＮＰＣなど存在しない。

「嘘うそ、だろう……？」

「いいえ。私はデータの集積体。もし、データキューブに欠損が生まれれば、この世から消えてしまう。人間ではありえないのです。私はこの世界で生まれました。この世界でだけ、生きていくことができます。あなたの妹では、ないんです」

　その目には感情があり、涙だって流すことができる。この告白に、ユウマは混乱した。人間ではない？　そうは思えない。ありえない。彼女はあまりにも、他のＮＰＣとは違う。生きて、動いて、感じている。その目には、魂たましいの存在が感じられる。

　ユウマは混乱のままに、金髪の魔女を見つめた。

　三輪薫は、人間だ。そのすがるような眼差しに、金髪の魔女はとても人間くさい表情を浮かべた。軽けい蔑べつに、苦笑に、疲労を混ぜた、とても微び妙みような笑み。

「……このゲームは未完成です。私の理想からはほど遠い。ＮＰＣどもは、まだまだ人形的すぎる。貴方は不快を感じなかった？　どのキャラクターも決して目が合わないの。その声に、感情がないの。いくら人間らしく見えたとしても、所しよ詮せんは人形に過ぎない。私の世界を生きて行くには、あまりにも不格好で、哀れで、つまらない存在だわ。私は、本当に生きているＮＰＣを作りたかった」

　アナザーの中で、人間のように振る舞うデータの集積体。

　レンではない、青い髪の魔女は感情の死んだ表情で頷いた。

「私は自分が偽物であることを、よく知っています……でも、初めて会ったときに、貴方は私をレン、と呼んでくれた。それは私の名前ではなかったけれど、でも、嬉うれしかった……自分が、まるでどこかで生きている、人間であるかのような気がしたから。私、ひどいことをしました。あなたは大事なひとを探していたのに、まるでその人であるかのような真似をして。……ごめんなさい、嬉しくて。本当に、嬉しくて。ごめんなさい……」

　金髪の魔女の言うとおり、レンは、脆弱だった。

　自分が心を向けた相手から拒きよ絶ぜつや否定をされると、深刻な自己否定状態に陥る。それは、この世界で生きるデータの存在である少女からしてみれば、ほとんど殺害されたに等しいショックなのだ。

「お前は嘘つきだ」

と、ユウマが告げるだけで、小さな魔女には致ち命めい的てきだろう。

　そして彼女は、そのことを覚悟している。

　それが罪に対する罰ばつだと、考えている。




　ユウマはため息をついた。ここに至るための旅路を思う。長いようで、短いようで、やはり……長かった。どれだけの時間を費やしたか知れない。

「悪かったよ」

　その言葉に、青い髪の魔女は硬直した。そして、言葉の意味を悟さとったときに、目を大きく見開いた。

「ごめんな、辛つらかったろ」

「え……っ？」

　告げられた言葉に飛び上がって再び謝り、そして言葉の中身に気づいた小さな魔女は、目を開けた。

「怒らないのですか？　私には、罰を受ける覚悟があります」

　彼女をレンと呼んだ少年は困ったように首をかしげた。

「怒ったりなんてしない。むしろ、苦しめて、悪かった」

「でも……私は……」

「いいんだ。君は妹にそっくりだから、怒ったりなんかできないよ」

　そしてユウマは、小さな魔女の頭に手を置いた。そのときもまた殴られたのかと小さな胸をざわめかせたが、彼は、魔女の頭を撫でてくれたのだった。

　泣きたいような思いにかられ、小さな魔女は少年に抱だきついたのだった。その感情は彼女が初めて味わうものだった。胸が温かくなる……痛いのに、甘い。




「驚おどろいた……お前は、きっとこの子を殺すだろうと思っていました」

　金髪の魔女の言葉に、ユウマはできうる限りのしかめっ面を向けた。

「そのためにノーザンライツを与えたのです。魔女を消すことができるのはこの剣だけ。なのに、お前はこの子を許した……」

　青い髪の魔女はユウマに抱きつきながら、ごめんなさいと呟つぶやいた。

「あのなあ。あんた、人をなんだと思ってるんだ？　俺は、あんたみたいなヒトデナシじゃねぇんだよ。……人間観察が足りないんじゃないか、三輪薫サン？」

　金髪の魔女の慈じ愛あいに満ちた表情に、どす黒いものが混じった。

　白い腕が小さな魔女を取り返す。まだくっついていたそうに小さな魔女はかすかに抵てい抗こうしたが、白い腕の力の強さに、敢あえなくはがされてしまった。

「ユウマ。あなたにはまだこの世界に存在することを許しましょう」

「は？　もう、来るわけ無いだろう、こんな……」

　金髪の魔女は、非の打ち所のない微び笑しようを浮うかべた。

「この子は、嘘をついていません。間違いなくこの子は私の創り出したＮＰＣです。なのに、貴方は不思議に思わないのかしら。どうしてこの子は貴方の妹と同じ顔をしているのでしょうね？」

「……は？」

「そう、ひとつだけ教えてあげましょう。私はこの世界に何体かのアドバンスドチルドレンを放ちました。彼らは、現実世界の人間をもとにつくりました。この子のようにね」




　記き憶おくにあるレンの姿と、小さな魔女の姿は微妙に違う。身長が、髪が、顔立ちが。

　少しだけ、成長しているのだ。

　青い髪の魔女を作り出すのに元になったのが妹のデータだとするなら、それを手に入れた魔女は、どこで妹に会ったのだ……？




「お前……、レンと、どこかで……？」

「答えが欲しければ、私のところまで来ることね。……できればいいわね、その呪いをかかえて。お大事に、ユウマ君」

　ユウマは金髪の魔女に襲いかかった。刀身に思い切り体重を乗せ、頭から二つにたたき割ろうとする。

　だが金髪の魔女は、ユウマの攻撃など相手にしなかった。

　笑いながら、絶対に剣の届かないところまで浮かんだ。ユウマは怒いかり狂い、「降りてこい卑ひ怯きよう者もの！」と怒ど鳴なったが、金髪の魔女は紅唇を歪ませただけだった。

「そうそう、このダンジョンは地下八階まであるの。それほど広くはないけれど、地上まで戻もどるのには少々時間がかかるかも知れないわ。だけど私は優しいから、どこかに脱出用のアイテムの入った宝箱をおいているわ。それを探すも良し、外を目指すも良し……」

「な……っ、ふざけるなよクソッタレ！」

　ユウマの怒ど声せいは鼻息ひとつで無力化される。

　猛烈すぎる仕返しだった。青ざめたユウマは、金髪の魔女の腕の中で青い髪の魔女が必死でなにか叫さけんでいることに気がついた。

「三階……！　地下三階、東の小部屋の、宝箱……！」

　あらあら、と優雅に右手で小さな魔女の口を塞ふさぎ、金髪の魔女は小首をかしげ、

「この位置でセーブしておいてあげるわ。死んでも、この円舞台に戻るだけよ。せいぜい頑がん張ばってね？　世界の果てで、貴方が来るのを待っているわ。ごきげんよう」

　金髪の魔女は、青い髪の魔女を抱いたままそう告げて、消えた。

　躊ちゆう躇ちよなく、あっさりと。




　沈黙の中に残され、ユウマはしばらく絶句していた。

　ダンジョンの中には、モンスターがどっさり。右からも左からも、獰猛な吠え声が届いている。

「………………行くか、相棒」

　力なく、ユウマは剣に語りかけた。







realSIDE

９章　なんで機嫌悪いの？







　肩ががちがちに凝こっているのは、まさか、剣を振り回しすぎたせいだろうか…………と、優ゆう馬まはため息をついた。まさか、そんなわけはないが。




「三み輪わ薫かおる様とお喋しやべりしたって本当ですかあああああああ」

と、起おき抜ぬけにハイテンションな電話を受けることになったのも優馬の機き嫌げんの悪さに拍はく車しやを掛かけていた。

　篠しの田だ遥はる香かはとても幸せそうだった。そしていつもより輪を掛けて話を聞こうとしなかった。三輪様を見つけてルンルンでランランでハッピーでウッキウキな未来予想図を口にするので、冷や水をかけてやろうと手ぐすね引いていたのだが、

「リョータ君から伝言です。今度またゲーム内で出会ったときに謝りたいから、ごめんだけどそのときにはよろしくって。彼も頑がん張ばりやさんなので、出会ったときにはパーティ組んで仲良くしてあげてくださいね！　じゃあ！」

などと言語道断な電話の切り方をされた。

　謝りたいからごめんと言われても、一体何度謝るつもりなのか。そして自分はどうすればいいのか。




「なんで機嫌悪いの？」

　顔をのぞき込まれて、うわっと声を上げた。

　まるで化け物を見つけたようなその反応に、由ゆ希き菜なは気分を害したようだった。

　しかし由希菜の顔を見ていると、魔ま女じよが化けていた姿を思い出すのだ。いつ由希菜が表情を変えるかと、無意識に身構えてしまう。もしかしたらトラウマになったのかもしれない。

　今度は前とは違うドーナツ屋だった。優馬はコーヒーを、由希菜はココアとドーナツを食べている。甘いものに甘いものを合わせる気持ちは優馬にはあまり理解できなかったが、とりあえず由希菜は幸せそうだった。

「なんか怒ってるー？」

「いや、別に」

「だったら笑って笑って！　ね、私、この前優馬のことびっくりさせるって言ったよね。で、今日はやってきました。じゃじゃん！」

　テーブルの下に紙かみ袋ぶくろを隠かくしていることは分かっていたが、どうだ驚けとばかりにそれを渡わたされても、リアクションに困った。

「えっと、その……なんだ？　これ」

「えええ、忘れてるの？　今日、優馬の誕生日なのにーっ」

「あ…………」

　完かん璧ぺきに、忘れていた。誕生日なるものが一年に一回やってくることも、すっかり綺き麗れいさっぱり忘ぼう却きやくしていた。

　もしかしてベッド脇わきにあった不ふ審しんな大きな袋ふくろは、叔母おばの香か奈な恵えからのプレゼントだったのだろうか……。テーブルの上に置いてあった箱は、まさかイギリスの父から届いた贈おくり物ものだったのだろうか……。

「もう！　張り合い無いなあ。それ開けて、中見てみて？」

　言われるとおりに袋を開けた。すると、中に入っていたのは、

「お前これ……遅おそすぎるだろ……」

「そうだよね、実はその……クリスマスに渡そうと思ってたんだけど、ちょっと、手間がかかりすぎちゃって……で、今いま頃ごろ編み上がっちゃって。どうせだったらプレゼントしようかなっと」

「父親に協力してもらったって言うのは……」

「お父さん、編み物名人なんだあ」

　季節外れではあったが、少しタンスに眠ねむらせておけば、冬に使えるだろう。

　ゲームにいきなり現れてびっくりさせよう、なんて由希菜がするわけはなかったのだ。先日の「驚くことがあると思うよー」というのは、マフラーが編み上がる喜びに我が慢まんできなくなった由希菜のフライングであり、由希菜に化けた三輪薫は、誤解した優馬の指し摘てきを都合良く利用したに過ぎなかった。

「ってなわけでー。誕生日、おめでとー！　今年もよろしく」

「ありがとう、よろしく……ってそれ、おかしいよな挨あい拶さつとして」

「ふーん……誕生日なんだ」

　よく知っているような気がする声を聞き、優馬は視線を上げた。

　それはどこかで見たことがある少女だった。だが、実際に会うのは初めてだった。

　想像していたとおりの美少女だった。長い髪かみを、左右の高い位置にくくっているのはあちらの世界と同じ。

　オリエ、だった。

「あ、織おり絵えちゃん。偶ぐう然ぜんだね」

「うん、ご一いつ緒しよしても良いかしら。こちらは、前話してた幼なじみさんよね？」

「そうだよ。優馬って言うの。優馬、こっちは私のクラスメイトの織絵ちゃん」

　優馬はオリエ……綺き堂どう織絵に、初めてとはとても言えない初対面を果たしたのだった。




「ねえ、ユウマ君、提案なんだけど」

　こっそりと囁きかけられ、優馬はどきっとした。織絵はそんな優馬の動揺にも気づかぬ様子で、言葉を選んでいる。

　断られることを恐れているみたいに、織絵の鼓こ動どうまで聞こえてきそうだった。

「あの……あのね、今度一緒にギルド、作らない？」

　優馬は迷うことなく頷いた。

　そして織絵はあのときと同じ、笑顔を浮かべたのだった。
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「あーあ、あの子、倒したかったわ」

　猫ねこが尾おで床ゆかを打つような風情ふぜいで、黒くろ髪かみの魔女は呟いた。もたれた椅い子すが耳みみ障ざわりな音を立てる。

「運命だって、言ったでしょう？　あのとき貴方を止めたのは、気まぐれではないわ」

　金髪の魔女の操あやつる、宙に浮かんだ球体の中で青い髪の魔女が眠ねむっている。その顔は静かに微笑ほほえんでいる。まるで、楽しい夢を見ているかのように。

「世界は進化する。彼は、そのための生いけ贄にえよ……ねぇ、お兄ちゃんの夢を見ているの……？」





※　※　※









あとがき







　こんにちは、花房牧生です。「ワールド　エンド　ライツ」をお送りします。

　いつもタイトルに非常に悩なやむんですが、今回はいつの間にかそっと寄り添そう感じでこのタイトルが在りました。どうやって思いついたのかさっぱり思い出せないのは、私の記憶能力に問題があるわけでは……ない、です、よ……ね？（そろそろ昨日の晩ご飯が思い出せないお年頃です）

　実は私ウェブサイトをもってまして、そこで長らくひとつの話を書いています。今度の新作はその話と似た世界観でＭＭＯのゲームものが書けないかなーと思ってたんですが、運良くプロットが通りまして。実際はちょっと……いやかなり違う世界観になりましたが、サイトも見てくださってる方々には少しニヤリとしていただけるかなっと。

　主人公を男の子にすると、私が女の子書くのが好きなため、周囲が女の子ばかりになってしまいます。書きながらハッと気づき、

「これってハーレムですかね！」

と担当さんに言ってみたところ、

「全然違いますね」

と、さらりと返されてしまいました。じ……次回はちゃんと！（違）

　ついでに現代物を書くのもちょっと久しぶりです。前回に書いたのは、学生時代の友人との交こう換かん小説でのことじゃった……昔のこと過ぎて口調も変わりますよ。現代には花火大会とか海とかクリスマスとかバレンタインとか、素敵なイベントが目白押しですよね。雪山遭そう難なんでロッジで殺人事件ですよね。一番最初に殺されそうなのはリョータですよね！

　……それはさておき。

「アニス」に引き続いてイラストは植田亮さんに描いていただけることになりました。ありがとうございます。そして担当さんは今回でツッコミスキルがＭＡＸに達してしまわれたのではないかと……これからもどうぞよろしくお願いします。

　読んでくださった皆様には最大級の感謝を！

　今年は関東に引っ越こしたり、生活環境ががらりと変わる年になりそうです。変わらず元気に執筆できればなーと思います。

　ではでは、願わくば、またお会いできますよう。


平成二十二年　一月


















◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８




（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部




花房牧生先生／植田 亮先生
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